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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　八月十八日【同居二十九日目】（ＰＭ２：15）







　俺の実家は動物園をやっている。





　……といっても本当に経営してるわけじゃない。我が宇う堂どう家はごく平へい凡ぼんな地方都市の、どこにでもありそうなお寺であって、動物園を開業するような土地も資金もない。あくまでもご近所さんからそう揶や揄ゆされている、って意味だ。


　確かにウチには動物が多い。


　犬、猫ねこ、ハト、カラス、といったメジャーどころから、ちょいと珍めずらしいところではテンやらハクビシン。さらにはなんたらトカゲといった、本来この国じゃお目にかかれない希少種まで。


　これだけバリエーションに富んだ生き物たちが、寺の敷しき地ち内で吠ほえたり穴を掘ほったり巣を作ったりしていれば、ご近所の噂うわさのタネになるのも当然だろう。


　しかもそいつらの大半は、俺がつい情にほだされて拾ってきたヤツらだから。そもそも誰だれに文句を言う筋合いもなかったりする。


　それに俺は、いろんな生き物に囲まれて暮らすのが嫌きらいじゃない。エサやりとかトイレの始末とかの面めん倒どうを毎日みていれば、ヤツらもこっちに懐なついてくるし。そうなればどんな動物でも大たい抵ていは可愛かわいく思えてくるもんだ。


　とはいえ世の中、例外はいつだってある。


　可愛くもなければ俺が拾ってきたわけでもない、とびきり珍しくてやたらと手の掛かかる動物が一いつ匹ぴき、つい先日からウチに住み着いちまった。





　どんな動物かって？


　吸きゆう血けつ鬼きだよ、吸血鬼。





　　　　　　　＊





「りゅうのすけ～。りゅうのすけはどこじゃ～？」


　今にも死にそうなうめき声が聞こえてきた。


　うだる炎えん天てん下かで境内の掃そう除じをしていた俺は、竹たけ箒ぼうきを動かす手を止めて振ふり返かえる。


「りゅうのすけ～。早はよう来てたも～」


　寺ではなく母おも家やのほう。


　開け放たれた二階の窓から、何かの呪のろいみたいに声は漏もれてくる。


「……うるせえなあ」


　眉み間けんにシワを寄せて窓を睨にらみつける俺。


　ろくでもない用件なのは分かりきってるが、無視したらしたで後が面倒だ。


「後ご生しようじゃ。早う来てくりゃれ。早う～」


「うるせえわかったよ！　いま行くからちょっと待ってろ！」


　大声で返してから二階へ向かう。


　二段飛ばしで階段を駆かけ上がり、あっという間に目的の部屋にたどり着くと。そこに一匹の死体が転がっていた。


　女のガキである。


　見た目は中学生ぐらい。


　ぼっさぼさで寝ねグセだらけの金きん髪ぱつを、海中のコンブみたいに床ゆかに広げて。五体という五体を弛し緩かんさせてそいつは突つっ伏ぷしている。


「……おいこら江え藤とう」


　不ふ機き嫌げんマックスの声を、腐くさった死体に向け吐はきすてる俺。


「ちゃんとした格好しろつってんだろが。服着ろ服」


「うう……ちゃんと着ておるではないか……」


「現代の日本じゃな、素すっ裸ぱだかにワイシャツだけってのは服を着てるうちに入らねえんだよ」


「だって、この家は暑いのじゃ……」


「居い候そうろうのムダ飯食らいのくせに文句ぬかすな。嫌いやならとっとと出てけこの家を」


「うう……」


　不服そうに下した唇くちびるを突き出だしつつも、タンスの方へごろごろ転がっていく江藤。


「なんでこの家にはクーラーがないのじゃ、まったく……」


　ぶつくさ文句を垂れつつ、タンスから取り出したパンツに足を通そうとして四苦八苦している。度どし難がたいほど体力のないこのガキは、着き替がえひとつするにもこのザマだ。


「居候の分際で人ン家ちに文句つけんな。親おや父じの方針で、ウチにゃクーラーは入れないことになってんだよ」


「ふん。文明度の低い家じゃのう」


「ちなみに俺もクーラーは嫌いだ。親父の悪口は好きなだけ言っていいが、飼い主の悪口は言うんじゃねえ」


「というかおんし、そこで見とらんで手伝ってたも。妾わらわひとりではパンツが穿はけぬ」


「そのくらいひとりでやれよ。……つーかお前、大おお股また開きながら着替えすんな。いちおう女なんだろ？」


「りゅうのすけが着替えさせてくれんから、妾が醜しゆう態たいをさらす羽目になっておる」


「人のせいにすんな」


「妾は高貴なる夜の血族。着替えなどは召めし使つかいにでもやらせるものじゃ。妾の手が肌はだ荒あれでもしたら如何いかんとする。さあ、早う手伝ってたも」


「しょうがねえな……」


　あきれ果てたヤツだが、俺は俺で甘い。


「ほれ、ちょっと腰こしを浮うかせろ。寝そべったままじゃやりにくい」


「うむ。こんな感じかの？　どっこいせ、っと」


「ババくせえ声出すな」


「うひゃひゃ。くすぐったい、くすぐったいぞえ」


「我が慢まんしろ馬ば鹿か」


　身をよじらせる江藤を押さえつけて、パンツの端はじっこを持ってずり上げてやる。


「うむ。ご苦労であった」


「パンツもひとりで穿けねえやつが、偉えらそうにふんぞり返るな」


「しかしあれじゃの、パンツを穿いた途と端たんに暑苦しゅうなったのう。やはり何も穿いておらんのがよいのう」


「お前こそ文明度の低さを反省しろ、この時代錯さく誤ごの吸きゆう血けつ鬼きが。……んで？　そもそも何の用で俺を呼んだ？」


「うむ。これを見るがいい」


　と言って、テレビのモニターを指し示す江藤。


　そこには俺が貸してやった、プレステ３のガンアクションゲーム『死し霊りようの生着替え　おかわり』のプレイ画面が映し出されていて。


「……そのゲームがどうした？」


「うむ。貴様から借りたゲームじゃがの、これが中々面白い」


「そうか。そりゃよかったな」


「安定したグラフィックやゲームバランス、シナリオの良さもさることながら、おぞましき死霊どもが生着替えしている最中を狙ねらって、派手にデストロイする──という発想が斬ざん新しんじゃな」


「その設定はむしろユーザーから『適当すぎる』って批判されてたけどな」


「大衆とはいつの世もそんなもんじゃ。物事の本質というやつを理解しておらん」


「言ってることは正しいが、ユーザーもお前にだけは言われたくないだろうよ」


「うつけ者め。考えてもみよ、生命力の強さでは吸血鬼に勝るとも劣おとらぬ死霊どもじゃが……さしもの奴やつらとて、着替えで両手が塞ふさがっている最中に狙われてはひとたまりもあるまい？　このゲームの開発者はよく分かっておる」


「まあな。お前もパンツを穿き替えてる時に襲おそわれたらひとたまりもないだろうしな。……それで？　けっきょく何が言いたい？」


「うむ。これを見よ」


　と言って、自分の両りよう腕うでを指し示してくる江藤。


　心なしか──ほんの少し、ほんとうに微び妙みような変化ではあるが。


　その細っちょろい腕が、ちょっとだけ腫はれぼったくなってるように見えなくもない。


「……で？　それがどうした？」


「察しの悪いやつじゃ」


　江藤はまなじりを吊つり上げて、


「あまりにも長時間にわたってコントローラーを握にぎっておったゆえ、妾の細腕はもはや限界を迎むかえてしもうた。まったく、バランスの良いゲームと褒ほめはしたが、この点だけは頂けぬ。最終ステージだけ難易度が跳はね上がるとはどういう了りよう見けんじゃ」


「まあその点は同意だな。確かにラスボスの強さとかはケタ違ちがいだった」


「そうじゃろう、そうじゃろう」


「突とつ如じよとして極限の状じよう況きように叩たたき込まれた主人公たちの奮ふん闘とう。次々と襲いくる予想だにせぬピンチ。そして最後の最後の土ど壇たん場ばで、主人公チームのひとりがまさかの裏切り──『死霊の生着替え　おかわり』なんてふざけたタイトルに反して、ほんと手てに汗あせ握にぎるストーリー展開で。それでいてラスボスがとんでもない難関だから、なおさらそいつを倒たおした先にあるエンディングを見たくなるんだよな」


「うむうむ。まさしくその通り」


「……で？　それがどうした？」


「痴しれ者ものめ！　ここまで言ってなぜ分からぬか！」


　江藤は激しく怒ど気きを発し、激しい眼光を放ちながら『びしっ』と俺を指差して、


「見ての通り妾は既すでに力ちから尽つき、もはやこのゲームを最後までやり遂とげることは叶かなわぬ！　かくなる上は、貴様が妾の代理として速やかにこのゲームをクリアし、感動のエンディングを我が前に──」


「さて。掃除の続きすっか」


「ま、待たぬかりゅうのすけ！」


　Ｔシャツの裾すそをつかんで縋すがってくる江藤。


「貴様、高貴な夜の血族たる妾を見すてる気か!?」


「高貴な夜の血族ってやつはなんだ？　ろくに働きもせず、毎日ゲーム三ざん昧まいで、あげくの果てにクリアできないゲームを他人ひと任まかせにする、救いようのない動物って意味なのか？　そんなもんどこの国の辞書を引いたって載のってねえ。役立たずなのはもう諦あきらめたから、せめて足を引っ張るのはやめろ」


「もはやおんしだけが頼たよりなのじゃ！」


「知るかボケ」


「妾ではクリアは無理なのじゃ！」


「自分でクリアしてこそのゲームだ。タダメシ食わせて遊び放題に遊ばせてやってんだから、せめてそのくらいの根性は見せろ」


「無理じゃ！　なぜなら実を言うと、ちょっとこのゲームに飽あきてきたからじゃ！」


「……おま、言うに事欠いて──」


「一生のお願いじゃ！　りゅうのすけ、このゲームを今すぐクリアしてたも！」


「ざけんな。ぜってーやらねー」


「せっかくストーリーが最高に盛り上がってきたところでお預けを食うなんて、生なま殺ごろしも同然ではないか！」


「不死身のお前が生殺し程度で死んでくれるなら、むしろ積極的に生殺しにしてやるんだけどな。……じゃあ俺は掃除に戻もどるから。散らかしたゲームの箱とかは片付けとけよ？」


「ま、待て、こら待たぬか！　今の妾は妖よう気きの類たぐいがほとんど抜ぬけきっておるゆえ、そんな根性はとても出せんというのに──」


「こら。Ｔシャツの裾を摑つかむな。伸のびるだろ」


　縋ってくる江藤の手を振り払はらい、すたすた歩き出す俺。


「この薄はく情じよう者ものめが！　妾にエンディングを……エンディングを見せてたも……むきい！　りゅうのすけのあほ！　呪のろってやる！　いつかぜったい貴様を呪ってやるぞ！　覚かく悟ごしておくがよいわ！　うわーん！」


　うるせえなあ。


　そんだけデカい声出して泣く体力があるなら、ゲームをクリアするほうに体力を回せばいいのに。ホントどうしょうもねーなこいつ。





　　　　　　　＊





　──さて。


　ウチで飼っている吸血鬼は、ごらんの通りのダメオタ引きこもりニートであり、どうせその本質も今後一生変わらないだろうから。それ以上の説明も特に必要ないだろう。


　とはいえ、ヤツがどんな成り行きでウチに住み着くことになったのか、その程度のことはぼちぼち語っていかねばなるまいと思う。しばしの程お付き合い願いたい。




　　　七月二十日【同居０日目】（ＰＭ０：45）







　先にも述べた通り、俺の家は寺をやっている。


　双そう峰ほう山ざん剛ごう蓮れん寺じ。


　俺こと宇う堂どう竜りゆう之の介すけは、某ぼう地方都市にあるその寺院のひとり息子に生まれついて、早十六年になる。


　目つきの悪さと言葉づかいの悪さゆえに、ヤンキー系のレッテルを貼はられてることを除けば、今じゃすっかり立派な『普ふ通つうの高校生』だ。


　……いや、申し訳ない。


　ちょっとウソをついた。


　親おや父じと母さんは明らかに変人の部類に入るし、剛蓮寺が動物園呼ばわりされてるのは俺が色んな動物を拾ってくるからだし。『普通の高校生』を名乗るのは、さすがに厚こう顔がん無む恥ちが過ぎた。深く謝罪する。


　とはいえ、だ。


　親父と母さんが、お祓はらいやら除じよ霊れいやらを裏家業にしてるのは知ってたにしても、霊れい感かんとかの類がまったくない俺にとって、それは『詐さ欺ぎ同然のボロい商売』という程度の認識しかなかったし。


　カモられてるお客さんたちに対するいくぶんの罪悪感はあったにしても、うれしそうな顔で親父や母さんに礼を言ってるお客さんたちに、『あなたたちは騙だまされてますよ！』と水を差すのも気が引けたし。


　つまるところ我が家の裏家業については、『ギリギリ法に触ふれないレベル、かろうじて合法』という程度にしか考えておらず。


　いわんや親父と母さんが、本物のゴーストバスター的な仕事で生計を立てているなんて、これっぽっちも思わなかったし。


　ましてウチの裏庭の蔵にあんな面めん倒どうくさい吸血鬼が埋うまってるなんて夢にも、露つゆほども思ってなかったのだ。


　右の事実を声こわ高だかに宣言しつつ、さていよいよ本題。


　時はしばし遡さかのぼり、夏休みが始まって二日目のこと。


　記録的な猛もう暑しよになったその日、ただでさえ平へい凡ぼんとは言いがたかった俺の人生は、ひとつの転機を迎えることになる。





　　　　　　　＊





　最初に気づいたのは犬のワン太だった。


「ばうっ!?　ばうばうばうっ！」


　ワン太はシベリアンハスキーとグレイハウンドのミックスで、下手な人間よりずっと賢かしこい。一度見た相手の顔は必ず覚えるし、敵か味方かの判断も一いつ瞬しゆんでつけられる。郵便配達や宅配便の人には決して吠ほえず、うさん臭くさいセールスマンなどに対してだけ確実に吠えてくれる。通つう称しよう『剛蓮寺動物園』の忠実な番犬だ。


「おうワン太。どうした？」


　掃そう除じの手を止めて声を掛かけると、ワン太はいよいよ激しく吠え立てて、俺に警けい戒かいを促うながしてくる。


　……ふむ。


　ただの不ふ審しん人物や初見の人間に対して、コイツはこんな風に吠えたりしないのだが。


「わかった行くよ。どっちに行けばいい？」


　竹たけ箒ぼうきを石いし畳だたみに置いて頷うなずいてみせると、ワン太はすぐに駆かけ出だした。


　俺が掃除をしていた参道とは逆、境内の裏手側である。


「蔵の方か……おいこら、お前らはついてこなくていい」


　俺が歩き出すと、猫ねこのニャン吉きちやらミドリガメのカメ蔵やらが、後ろからわらわらとついてくる。


「お前らが来たって何もならんだろ？　大人しくその辺で昼ひる寝ねでもしてろよ」


　と言ってやるのだけど、俺の言葉に奴やつらは耳を貸さない。ハーメルンの笛ふえ吹ふきよろしく、大小様々な生き物どもが俺の後につづく。


　まあこいつらはこいつらで、一宿一飯どころではない恩を俺に返すべく、異変にも怖おじ気けづかず俺の周辺を警戒しているのだ──ということであれば、ちょっと泣ける話なのだけど。リーダー格のワン太が常になくピリピリしているということで、何が起きたのか気になってしょうがない、ってところか。


　つってもま、どうせ蔵を狙ねらってコソ泥どろでも入り込んだとか、そんなところだろうな。蔵の中にはそれなりに値の張るものが保管されてるらしいし、実際これまでにも何度か似たようなケースはあったし──。


　そんな風に予想しつつ、境内の裏手に出ると。


「……ああん？」


　予想の斜ななめ上を行く光景が視界に飛び込んできた。


　まず、蔵の扉とびらが開け放たれている。


　その扉から何かが這はいずったような跡あとが、うねうねと蛇だ行こうしつつ伸びていて。


　その先に人間がひとり、地面に突つっ伏ぷしていた。


「誰だれだこいつ？」


　長い金きん髪ぱつ。真っ白い肌はだ。


　フリルやら何やらでこってり装そう飾しよくされた、厚手の黒いドレス。


「おいこら。お前」


　ワン太がさらに激しく吠え立てる中、俺はそいつの傍そばにしゃがみ込んで声を掛ける。


「ここで何やってる？　行いき倒だおれでもしたか？」


　日ひ陰かげでじっとしてても汗あせがにじみ出てくる、クソ暑い日だ。こんな冬物のファッションしてりゃ、そらぶっ倒たおれもするわな。


「……わ」


　しばらく反応を待っていると。


　突っ伏したままの格好で、そいつがうめいた。


「妾わらわは……マリー……フランソ……ワーズ＝ヴィク……トール……ド・エトー……フィス……誇ほこり高たかき……夜の血族……」


「はあ」


　途と切ぎれ途切れでよく聞こえんけど。


　突っ伏したままンなこと言われてもね、とは思う。


　夜の血族とか言いつつ、今は真夏の真っ昼間だし。


　ま、大方ウチの噂うわさをどっかで聞いて──お祓いやら除霊やらを裏家業にしてるのはさっきも述べた通りだ──蔵に入り込んでたとか。そんなとこだろう。たまーにいるんだよな、その手のオカルトかぶれが。


「どこのガキか知らんけど、警察には黙だまっといてやるから。ぶっ倒れてないでさっさと帰れ。ひとりで帰れるか？」


「あ……あつ……死ぬ……」


「ンな服着てりゃ、そらそうだろ。自分の趣しゆ味みでやってんだから自業自得だ」


「くっ……貴……様、妾に対して……なん……」


「あん？　なんだって？」


　そこから先は聞き取れなかった。とうとう会話する体力も尽つきたらしい。


「しょうがねえな……おい、とりあえず水でも飲むか？　それか日陰で休むか？」


「…………」


　返事はない。


　ひからびた唇くちびるをちいさく開け閉めして、何かしゃべろうとしているようではあるのだが……。


「んん？」


　声を少しでも聞き取るべく、黒ずくめのガキのそばにしゃがみ込んで。


　そこで気づいた。


　ゴスロリの黒服はやたら凝こった上等な作りで。中ちゆう二に病びようかぶれのコスプレにしては、ちょっとやりすぎの感がある。


　金髪も染めたものだとばかり思ってたけど、どうやら地毛らしいし。


　近所のガキが道楽でやってるにしては、何やら不自然な。


「オイお前」


「…………」


「お前どこのどいつだ？　近所のガキじゃないのか？　ここで何してた？」


「…………」


　焦しよう点てんの合ってないうつろな目をしたガキは、もはやしゃべる気力もないらしい。


　しゃべる代わりに手を動かして、地面に何やら文字を書き始めた。





[image: ]


「ああん……？」


　細くて生っ白い指が、断だん末まつ魔まのミミズみたいにのたくった字を刻んでいく。


　やがて力ちから尽つきたガキの腕うでがパタリと倒れ、ひとつの意味ある文字列が残された。さながらダイイングメッセージみたいに。


『せんたろ』


　と。たったひとことだけ。


　俺は眉まゆをひそめる。


　その単語に心当たりがあった上、トラブルの臭においがぷんぷん漂ただよってきたからだ。





　　　　　　　＊





『おうコラ、クソガキ。仕事中は連れん絡らくしてくんな、つってんだろうが』


　さっそく心当たりに電話してみると。親父の声は案の定、機き嫌げんが悪かった。


　宇堂仙せん太た郎ろう。


　大変に遺い憾かんなことながら、俺の父親である。


「親父。ちょっと訊ききたいことがある」


『ああん？　そんなもん後にしろや。今いいところなんだ──おっ、きたきた。これだよこれ、予想どんぴしゃ！　①‐⑥の馬単きたこれウヒョー！』


　電話口の向こうからは、ズドドドド……という地鳴りの音と共に、数万人からの大だい歓かん声せいが響ひびいてくる。


「おいこらクソ親おや父じ」


『なんだボンクラ息むす子こ』


「なにが仕事中だ。競馬場だろそこ」


『馬ば鹿か。ガキのお前には分からねえだろうが、こいつは歴としたビジネスなんだよ。毛も生え揃そろわねえガキが親父様のやることに口出しすんじゃねえ』


「そうかビジネスか。じゃあ後で母さんに連絡入れとくよ。親父が宇堂家の家計のために競馬場で汗あせ水みず流して働いてた、ってな」


『おうコラてめえ。燿よう子こにはチクるんじゃねーぞ？　チクったら殺すからな』


　……まあごらんの通り。


　ガラも悪けりゃ生活態度も悪い、おまけに霊れい能のうやら霊れい媒ばいやらの怪あやしげな商売で生計を立てている俺の親父様は、絵に描かいたような不良中年である。


　剛蓮寺の住職が本業のはずなんだが、毎日どっかをほっつき歩いては遊び放題。檀だん家かの世話なんか二の次で、大好物のバクチと酒にうつつを抜ぬかす日々。


　どう言いい繕つくろっても社会の最下層に位置する親父だけど……稼かせぎはそこそこいいみたいだし、ケンカも滅めつ多たやたらと強いし、何より四十歳手前とは思えないほど見た目が若々しいから。ご近所の女性には非常にモテる。


　腰こしの曲がった婆ばあさん連中から、ヒマを持てあました奥様方、果てはまだオムツが取れたばかりの幼よう稚ち園えん児じに至るまで、分わけ隔へだてなくだ。


　まあもっとも、どれだけモテたところで親父がその恩おん恵けいにあずかれる可能性はゼロなんだけど……そのへんは追々語っていくとして。


「クソ親父。俺の質問に答えろ」


『ああん？　てめえ誰に向かって口利いてやがる。この俺様の稼ぎのおかげでてめえは生きていけてるんだろが。ナマ言ってっと殺すぞコラ』


「答えなきゃ母さんにチクるぜ？」


『しょうがねえな。手短に済ませろよ』


「金髪でゴスロリなガキに心当たりは？」


『なんだそりゃ。知らねーよンなもん』


「自分のことを高貴な夜の血族だとか言ってる、ちょっと頭のおかしいヤツだ。蔵のそばでぶっ倒れてた。親父のことも知ってるらしい」


『夜の血族？　蔵のそば？』


　電話の向こうで何やら首をひねってるような気配。


　しばしの後、『あー。あああ～』とかいう声が聞こえて、


『あいつか。思い出した思い出した。そういや居たよな、そんなヤツも』


「知ってるのか？」


『まあ……そうだな。知ってるっちゃ知ってるな、まあ』


　めずらしく歯切れの悪い親父。


『で？　その金髪のガキ、今はどうしてる？』


「ぶっ倒れて目え回してるから、とりあえず家に上げて休ませてるけど」


『他に何か言ってたか？』


「いや特に。気を失う前に〝せんたろ〟って地面に書いてたくらいかな。それで親父に電話したんだけど」


『そうか。ふむ』


　と言って沈ちん黙もくする親父。


「どうすりゃいい？　親父の知り合いなんだろ？」


『まあそうだな』


「どこに住んでるか分かるなら、そこまで送ってくし。面めん倒どうなヤツなら警察にでも電話しとくけど」


『いや。その必要はねえ』


　何やら腹を決めたらしい親父の声。


『おう竜之介』


「なんだクソ親父」


『その金髪のガキな。しばらくお前が面倒みとけ』


「は？」


『必要なら何か食わしてやれ。何か欲しいものがあるなら適当に買い与あたえてやれ。渡わたしてある生活費で足りねえようなら俺様に相談しろ。以上だ』


「以上だ、じゃねえよ」


　そんなんで説明終わり、みたいに言ってんじゃねえ。


「親父てめえ、俺の質問にロクに答えてねえくせに、何か面倒事っぽいのだけ押しつけやがって。あんま調子こいてっと母さんにチクるぞ？」


『俺も燿子もしばらく仕事で家には戻もどれねえ。嫌いやでも何でもお前に任せるしかねえんだよ竜之介』


「おいおい……聞いてねえぞンな話」


『だいじょうぶ問題ねえ。蔵から這はい出て来たってこたあ、もう十分に毒抜きも終わってんだろうし。素しろ人うとのお前が扱あつかってもだいじょうぶだろ』


「毒抜き？　何の話だ？」


『まあ適当に上手うまいことやってくれや。お前、動物の面倒みたりするの得意だろ？　二、三発なら殴なぐっても死にやしねえから、きっちり世の中のルールってやつを躾しつけてやってくれ。俺様が許可する』


　おいおい。


　息子に虐ぎやく待たいを教きよう唆さするとか、不良親父の名に恥はじない野や郎ろうだな。


『まあそういうわけだ。そろそろ切るぞ？』


「おいこら。そんな投げっぱなしが許されると思ってんのか？」


『そろそろ次の賭かけが締しめ切きられるんだよ──おっとやべえ、もう締め切り五分前か。もう一勝負して負けをぜんぶ取とり戻さねえと。……じゃあなバカ息子、何かあったら後でまた連絡しろや』


「っておいちょっと待て！」


　本当に電話を切ろうとする不良親父をあわてて呼び止める。


『ああん？　まだ何かあんのか？』


「何かあんのか、じゃねえ。投げっぱなしにすんなつってんだろ」


『親父様はな、キツい仕事の前にもうひと勝負しなきゃなんねーんだよ。心と身体からだをリフレッシュするためにな。少しは空気読んで、たまには俺のためになることをしろやバカ息子』


「バクチ狂くるいがよく言うぜ……まあいい、せめて一個だけ教えてけ」


『なんだ？』


「あの金きん髪ぱつのガキ。ありゃ何モンだ？」


『あーあれか。あれはな』


　何やら少しばかり言いよどむ気配があって。


　しばしの後、親父はいかにも気軽な口ぶりで。


　まるで縁えん日にちでもらってきた金魚の種類でも教えるような調子で、こう言ったのだった。


『吸きゆう血けつ鬼きだよ、吸血鬼』




　　　八月十八日【同居二十九日目】（ＰＭ３：00）







「りゅうのすけ～。りゅうのすけはいずこにおる～？」


　……回想シーンに割って入る、最早おなじみとなったあいつの声。


「これ、りゅうのすけよ。早う来んか、早う」


「あーもー……今度は何だ」


　炎えん天てん下か、庭木の水やりをしていた俺は、うんざりしつつも家の二階に向かう。


「おう、来たかりゅうのすけ。大たい儀ぎである」


「……畳たたみにべったり寝ねそべりながらエラソーに言うな。どうせ威い厳げんのカケラもねーんだからよ」


「詮せん方かたあるまい。今の妾わらわは赤子なみの体力しかないゆえ」


「つーかお前、散らかしたもの片しとけつったろ？　ゲームやら何やらそこらに放りっぱなしじゃねえか」


「もはや妾にそんな余力はない。りゅうのすけ、任せたぞえ」


「このダメオタニートが……まあいい、後で片付けはしといてやる。んで？　何の用だ？　またゲームがクリアできねえとか言うんじゃねえだろうな？」


「そうではない」


「じゃあなんだ、腹でも減ったか？　言っとくがおやつの時間までは何も出さねえぞ？　昼メシはちゃんと食わせたんだからな」


「別に腹も減ってはおらぬ」


「じゃあなんだよ」


「うむ」


　だらしなく腹ばいになっていた江え藤とうが、ごろりと仰あお向むけになる。


　汗あせまみれの金髪がワイシャツに絡からまり、無様に舌を出して息を切らしている姿は、『誇ほこり高たかき夜の血族』と対極の位置にある。


「妾はもはや、この暑さにガマンならぬ。これ以上ガマンしたらナメクジのごとく溶とけて死んでしまうであろう」


「溶けるくらいで死んでくれるんなら、塩でも何でも惜おしみなくぶっ掛かけてやるんだがな。……んで？　結局なにが言いたい？」


「うむ。妾は水浴びがしたい」


「そうか。じゃあ一階に風ふ呂ろがあるから好きに使え。使ったらちゃんと掃そう除じもしとけよ」


「あっはっは。おんしは冗じよう談だんが上手いのう」


「なんなら庭の水場を使ってもいいぜ？　動物どものために、井い戸ど水みずをタライに張ってあるから。ケンカせず仲良く使うんだぞ？」


「これこれりゅうのすけ。意地悪はなしじゃ」


「じゃ、俺は仕事の続きがあるからこれで──」


「こらあ!?　待たんか貴様！」


　回れ右した俺を、必死の形相で呼び止める江藤。


「貴様、それは我が名をマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスと知っての狼ろう藉ぜきか!?」


「うるせえ馬ば鹿か。誇り高き夜の血族サマなら、せめて水浴びぐらい自分でやりやがれ」


「このたわけ！　妾にそんな体力が残っていると思うてか！」


「偉えらそうにふんぞり返って言うセリフじゃねえよ、それ」


　しかも仰向けのままだしな。


　せめて立ち上がってから言えよ。同じ言語でコミュニケーションを取っている者同士、あまりに恥ずかしいとは思わんのか。


「水浴び！　水浴びがしたい！　りゅうのすけ、妾に水浴びをしてたもれ！　一生のお願いじゃ！」


「相変わらず軽いな、お前の一生のお願いは」


「水浴び水浴び！　み～ず～あ～び～！」


　残された体力をフル活用して、目め一いつ杯ぱいに手足をじたばたさせる江藤。


　大変に、非常に、まことに。


　鬱うつ陶とうしいことこの上ない。


「あーもーうるせえ……そろそろ美み園そのが来る時間だろ？　それまで待てねーのか？」


「待てぬ！　もはや妾の命は風前の灯ともし火びぞ！」


「いっそのことそよ風に吹ふかれて死ねばいいのに。……まあいいわかった、しょうがねえ。水浴びさせてやる」


「ほんとうか!?」


「ほんとうだ」


「武士に二言はあるまいな!?」


「俺は寺の息むす子こだよ。まあでも噓うそはつかねえから」


「ひゃっほう！　水浴びじゃ水浴びじゃ！」


「そのかわり水着は着ろよ？」


「えええ～!?」


「裸はだかのお前を水浴びさせてるところを見られたら、美園に殺される」


「妾はひとりで水着を着れぬ！　なにせパンツもろくに穿はけんのじゃからな！」


「情けねえことを胸張って言うな。……わかった、水着は俺が着せてやる。そのかわり美園には、お前が自分で着たことにしとくんだぞ？」


「がってん承知じゃ！　……さて、それではりゅうのすけ！」


「？」


「妾を水場まで運んでたも！　はしゃぎ疲つかれて歩く気力を失ってしもうた！」


「…………」


　はあ、とため息をつく俺。


　もはや言って聞かせるのもめんどくさい。しょうがねえ、今日の所は甘やかしてやることにするか。




　　　七月二十日【同居０日目】（ＰＭ１：10）







　──お見苦しいところをお見せした。


　世話の焼ける居候を水浴びさせてる間に、回想の続きといこう。


　蔵のそばで行いき倒だおれていた金髪のガキを拾って、親おや父じからろくな説明も受けられないまま電話を切られた、その直後に時間は巻き戻もどる。





「吸血鬼ぃ……？」


　通話の切れた携けい帯たいを眺ながめつつ、俺は眉まゆをひそめた。


　アホ親父め。


　昔から頭のいかれたヤツだったけど、この暑さでいよいよお脳が腐くされ果てたか。


　朱しゆに交われば赤くなる、とは言うが。霊れい能のうやら霊れい媒ばいやらの怪あやしげな商売に手を出しているうちに、いよいよそっち方面に毒されてきたらしい。


「ったく。何が吸血鬼だアホらしい。んなもんこの現代社会に居るわけ──」


「アホは貴様じゃ小こ童わつぱ」


　その声に振ふり返かえれば。


　二階の空き部屋に寝かせていたはずの、例のガキが。えらそうに脚あしを組んで階段のいちばん上に座り込み、ニヤニヤとこちらを見下ろしているのが目に入って。


「……なんだお前。もう起きて平気なのか？」


「愚おろか者ものめ。貴様ら脆ぜい弱じやくな人間と一いつ緒しよにするでないわ」


　フフンと鼻で笑い、ガキは傲ごう然ぜんと胸を反らして、


「我が名はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス、誇り高き夜の血族である」


「はあ。夜の血族」


「貴様らが言うところの、いわゆる吸血鬼じゃな」


「はあ。吸血鬼」


「……貴様、見るからに頭が悪そうじゃのう」


　さも呆あきれ果てた、と言わんばかりに顔をしかめるガキ。


「目覚めて最初に会った人間がこやつとは、いささか妾も運が悪い。しかしまあこの際じゃ、贅ぜい沢たくは言っておれんな」


「はあ」


「これ貴様。名は何という？」


「……宇う堂どう竜りゆう之の介すけ」


「よかろう。りゅうのすけとやら、貴様は今日より我が下僕じゃ」


「……ああん？　何だって？」


「貴様に我が下僕となる栄えい誉よを与あたえるゆえ、むせび泣いて喜べと言うたのじゃ。やれやれ、やはり物分かりが悪いようじゃのう。こやつを下僕として躾しつけていかねばならんとは、先が思いやられるわい」


「…………」


「まあよい。りゅうのすけよ、最初の命令じゃ。妾に生き血を捧ささげよ」


「…………」


　その時、俺の心の内にわき上がっていた感情は。


　いったい何年ぶりか──あるいはひょっとして人生初だったかもしれない、我がバカ親父への感謝の気持ちだった。


「……確かに言ってたよな、親父のやつ。『きっちり世の中のルールってやつを躾けてやってくれ。俺様が許可する』ってさ」


「ん？　何をぶつぶつ言っておる。さっさと生き血を捧げぬか。手首を裂さいてもよいし、何なら素そっ首くびをかっさばいてもよいぞ。かっかっか──」


　俺は無言で階段に足をかけ。


　そのままずかずかと段を上って、ガキの目の前に立ち。


「ふぎゃっ!?」


　きょとん顔しているガキの頭を、思いっきりハタいてやった。


「き、貴様！　なにをするか!?」


「なにをするかじゃねえバカ野や郎ろう。助けてもらったんだから礼のひとつも言え。目上の人間を高いところから見下ろすな。どこのガキだか知らねえが、この場で礼れい儀ぎってモンをきっちり教え込んでやる」


「妾わらわはマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス！　誇り高き夜の血族であるぞ！」


「痛いセリフ口走ってんじゃねーよ。ったく、どこのマンガの影えい響きようか知らねえが、ご大層な格好して時代がかったしゃべり方しやがって。いい歳としこいて吸きゆう血けつ鬼きごっこは見苦しいんだよ。親おや御ごさんが泣くぞ？」


「ごっこ!?　ごっこじゃと!?　妾をニセモノ呼ばわりするか！」


「呼ばわりも何もニセモノだろうがお前」


「うつけ者が！　愚ぐ弄ろうするのはこの見事な牙きばを見てからにせい！」


「ああん……？」


　ふんぞり返るガキに顔を近づけて、『見事な牙』とやらをまじまじ見つめる。


　真っ白な歯並びをこれでもか、とばかりに誇こ示じしているガキだけど。上あごから伸のびている犬歯は、標準サイズをいささかも超こえていない。


「……お前の厚こう顔がん無む恥ちっぷりだけは身にしみてわかったよ。その程度でよく『見事な牙』とか言えるなオイ」


「痴しれ者め、貴様の目は節穴か!?　ならばよかろう、妾が直々にこの牙を貴様の首筋に突つき立たて、生き血を一いつ滴てきのこらず吸い尽つくしてくれる！」


「やれるもんならやってみろ。ていうかその前に自分で触さわって確かめてみろ。そんな柔やわそうな歯じゃ、フランスパンを嚙かみちぎるのも一苦労だろうぜ」


「何を言うか。鉄をも嚙かみ裂く我が牙を、そのような赤子のごとき歯といっしょにしてもらっては──ってあれえ!?」


　自分の歯に指で触ふれたガキはまん丸に目を剝むいて、


「なんじゃこの、草食動物にも劣おとるつるっつるの歯は!?　これではコッペパンひとつ嚙みちぎるのも覚おぼ束つかんではないか！」


「自覚したか？　じゃあ躾けの続きだ。まずはお礼、それからクソ偉えらそうな態度を取ったことについての謝罪。できるな？」


「くっ──いや待て！　ならば我がこの瞳ひとみを見よ！」


　と言って自分の目を指し示すガキ。


「深しん淵えんの紅くれないに輝かがやくこの瞳こそ、妾が魔ま性しようの存在であることの証！　人間にはあり得ぬこの輝きをひとめ見さえすれば、低脳な貴様も妾に恐おそれおののいて──」


「普ふ通つうに青いぞお前の目」


「んなあ!?　青じゃと!?　青と申したのか貴様！」


「俺の目が暑さでイカレてるんじゃなけりゃ、確かに青いよお前の目は。なんなら鏡で確かめてみるか？」


「鏡はどこじゃ!?」


「階段を下りて右に曲がって突き当あたり」


　聞き終わるや否や、風ふ呂ろ場ばに向かって駆かけ下りていくガキ。


　その後をゆっくりついていくと、洗面台の鏡の前でガキは肩かたを震ふるわせて、


「な、なんじゃこりゃあ!?」


　腹の底から愕がく然ぜんの叫さけびを上げていた。


　今さら念押しするまでもないだろうが、その姿に『誇ほこり高たかき夜の血族』とやらの威い厳げんはカケラもない。


「わ、妾の美しい瞳が……こんな、こんな下げ賤せんの色に……」


「全世界の青い目をもつ人々に謝れ。……さて、そろそろ気が済んだか？」


「いったい何がどうなっておる!?」


　ガキは思いっきり涙なみだ目で、


「答えよ貴様！」


「知らねえよ。俺は行き倒れてたお前を拾っただけだ。親父なら何か知ってるかもしれんけど」


「おやじ？　おやじとは誰だれじゃ？」


「よくわかんねーけど、お前の知り合いらしいぜ？　仙せん太た郎ろうって名前に心当たりあるだろ？」


「せん……たろ？」


　目を丸くして、それから首をひねるガキ。


「聞き覚えがある……ような、ないような。はて、誰の名じゃったかのう」


「俺の親父様の名前だよ。何だお前、知らねーのか？　親父はお前のこと知ってるような口ぶりだったけど」


「ふむう？」


「つかお前、自分で地面に書いてただろうが。せんたろ、って」


「…………はて」


　きょとん顔のガキは目をぱちくりさせ、周囲をきょろきょろ見回して。


　さらに天てん井じようを見上げたり、ゴスロリ服の裾すそのニオイをくんくん嗅かいだりしてから、こてんと首をかしげ、


「むう。そもそもにおいて、妾は一体なぜここにおる？　ここはどこなのじゃ？」


「はあ？　なに言ってんだお前」


　俺は呆れつつ、


「とりあえずあれだ、お前がどこの誰なのか教えろ。親御さんに連れん絡らくして迎むかえに来てもらうから。でもってあれだ、警察呼ぶのは勘かん弁べんしてやるから、とりあえず義理として礼だけはひとこと──」


　と。


　そこまで言ったところでガキがぶっ倒たおれた。


　ぱたりと前のめりに。何の前まえ触ぶれもなく。


「おい、だいじょうぶか!?」


「ふにゅう……」


　床ゆかとキスする寸前に抱だき支え、ほっぺたをぺちぺち叩たたいてやるけど。どうやら完全に目を回しているらしい。


　まあ当然か。


　行いき倒だおれから回復した直後に、ギャーギャーわめいて散々さわいでいたしな。自業自得だろう。


「ったくしょうがねえな」


　とりあえず脈を測ってみると、これといった異常は見つからず。さっきと同じく、なるたけ涼すずしいところで安静にしてればじきに目を覚ますだろう。


　しっかしあれだ、こうして抱きかかえてみて改めて思うけど。こいつ紙みたいに体重軽いな。ちゃんとメシ食ってんのか？


　まあ肌はだも生っ白くて、いかにも貧弱そうな、陽に当たってないモヤシっ子ぽいし。そんなだからちょっと炎えん天てん下かで動いただけでぶっ倒れるんだな。しょうがねえ、目が覚めた時のために何か精のつく料理でも作っとくか。


　…………あ。


　つうかこいつ、汗あせびっしょりじゃねえか。


　ぶ厚いゴスロリ服がこんなに重く湿しめってやがる。そりゃ目を回すわけだよ。


　しょうがねえ、なんか適当な服に着きせ替かえてやろう。ついでにあれだな、濡ぬれタオルで身体からだも拭ふいておいた方がいいな……しかしホント、散々手間を掛かけさせやがるよなこのガキはよ……。


　


　────さて。


　ここでひとこと断っておきたいのだが。


　俺はガキに欲よく情じようする趣しゆ味みは持ってない。


　ゆえにこの時、生意気なクソガキの服を脱ぬがせていたことについても、何らやましいところはなかったとここに断言し、その断言にうそ偽いつわりがないことを天地神明に誓ちかうものである。


　そもそも俺は脂あぶらの乗り切った大人の女性が好みなのだ。最低でも二十代の後半から、できれば三十代、あるいは四十代に突とつ入にゆうしていても何ら問題はない。吉よし永なが小さ百合ゆりまでいくとさすがに二にの足あしを踏ふむが、川かわ島しまなお美みとか黒くろ木き瞳ひとみとかは余よ裕ゆうのストライク、むしろ土下座してでもお願いしたいくらいである。


　……話がそれた。


　とにかく俺が言いたいのは、だ。


　付き合いの長さがそろそろ十六年になる幼なじみが言うように『あんたと江え藤とうさんはいろいろアブない』なんてことはこれっぽっちもないし。


　現在はもちろん事の初めから、俺と江藤との間には何のフラグも立っておらず、そして今後も立つ予定はなく、つまるところ俺と江藤はまったくのシロ、清せい廉れん潔けつ白ぱくな関係である、ということだ（ここ伏ふく線せん。重要）。


　にもかかわらず、美み園そのの野郎は俺がなに言っても信用してくれねえ……ほんと、近いうちにじっくり話し合う必要があるな。


　……失礼。また話がそれた。


　ともあれ今現在ですらロクに聞く耳持ってくれないのだから、あの時の美園が妙みような勘かん違ちがいをするのも無理のないことだった、と言いたかったわけだ。


　


　俺が金きん髪ぱつのチビガキの服を脱がせていた、その最中のこと。


「なにをしているの」


「────!?」


　背後から聞こえたその問いに答える間は与あたえられなかった。


　声に振ふり返かえった瞬しゆん間かん。


　幼なじみの長い脚あしがきれいな弧こを描えがいてカカト落としの体勢に入り、なんの躊ちゆう躇ちよもなく俺の脳天めがけて落下していたので。




　　　八月十八日【同居二十九日目】（ＰＭ３：30）







「なにをしているの」


　ふたたび時間は現在に戻もどり、庭にある我が家の水場。


　ホースで江え藤とうに水を掛けてるところに、近所に住む幼なじみがやってきた。


「おう美み園その。来たか」


「なにをしているの」


「なにって、見りゃわかんだろ。江藤に水浴びさせてやってんだよ」


　真夏の真っ昼間、ひとかけらの雲さえない炎天下である。


「うひゃはー！　気持ちよいのう、気持ちよいのう！」


　動物どもといっしょになって水を浴びている江藤は、たいそうな上じよう機き嫌げんだった。犬のワン太、ミドリガメのカメ蔵あたりといっしょになって、俺が持つホースから供給される水流に身体をあずけている。


　ちょうど我が家の動物どもも、この暑さでバテていたところだし。江藤のワガママから始まったこのイベントだったけど、ある意味ではちょうどよかったかもしれない。


　ただ一点、美園の反応を除いては。


「……水浴び、ね」


　眼鏡めがねのブリッジを指で『くいっ』と上げつつ、美園は冷れい酷こくな裁判官みたいな目で場の状じよう況きようを見み渡わたしながら、


「わたしの記き憶おくが確かなら」


「おう」


「今日はわたしが江藤さんの面めん倒どうをみる日になってたと思うんだけど」


「おう。そうだったな」


「じゃ、この状況はどういうこと？」


「いや俺も言ったんだよ。美園が来るまで待てってさ。んでも江藤の野や郎ろうがどうしてもガマンできねえ、って言うからさ。それでしょうがねえからこんな感じに」


「ふうん」


「まあ問題ねえだろ？　ただホースで水ぶっ掛けてるだけだし。ちゃんと水着も着てるし。動物もいっしょだし。まったくもって健全なもんだよ」


「ええそうね」


　風のない水面みたいな表情で俺を見、次いで水を浴びて大はしゃぎしている居い候そうろうの方を向いて、


「江藤さん」


「おうみその！　来おったか！」


「気持ちよさそうね」


「うむ、気持ちよいぞ！　おんしも一いつ緒しよにどうじゃ!?」


「遠えん慮りよしておくわ。ところで江藤さん、今日は水着を着てるのね」


「うむ、着ておるぞ！」


「わたしのお古のスクール水着だけど、よく似合ってるわ」


「かかか、そうかそうか！　苦しゅうないぞえ！」


「いつもは『こんな鬱うつ陶とうしいもの着てはおれん！』とか言って、裸はだかで水浴びしたがるのにね」


「うむ！　こんな窮きゆう屈くつな布きれは邪じや魔までかなわんのじゃが、りゅうのすけがどうしてもというので仕方なく着てやっておる！」


「そう。えらいのね」


「うむ、妾わらわはえらいぞ！」


「水着も自分で着れたらもっとえらいのにね」


「う……うむ！　まあそこはやむをえまい！　なにせ妾は自分ひとりではパンツも穿はけんゆえ、水着を着るなどは至難の業じゃ！　こればかりはりゅうのすけにやってもらうより他にない！」


　ぶ。


　あのアホ、それは黙だまっとけって言、


「ぐはあっ!?」


　と、これは俺の悲鳴。


「なにか弁明はあるかしら」


　無言のまま放たれた幼なじみのボディブローが、俺のみぞおちを深々と抉えぐっている。


「待……美園……話、を……」


「そう。それがあんたの遺ゆい言ごんなのね。ちゃんとご両親には伝えておくわ」


　おいこら待て！


　まだ何も話してねえよ！


　ていうか弁明を聞くはずが、いつの間にか遺言を伝えるターンになってるし！


「わたし、何度もくり返し言ってるわよね」


　崩くずれ落ちそうになる俺を、耳たぶを引っ張ることで支えながら（ひでえ話だ）美園はささやく。


「江藤さんとは健全な関係でいるように、って。何度も何度も」


「ちが……誤解……」


「中学生ぐらいの女の子に水着を着せるとか、何をどう間ま違ちがったって健全のケの字もない不潔な行こう為いでしょう？　顎あごが筋肉痛になるほどくり返し言ってるのに未いまだに理解できないなんて、あんたは言語能力に失調でもあるのかしら？　それともひょっとして日本語わかってないの？　ん？」


　──芹せり沢ざわ美園。


　俺の幼なじみであり、同じ朋ほう生せい学園に通う同級生でもあり、そして見ての通りのターミネーター女である。


　身長一六五センチ＆黒ぶち眼鏡に三つ編みお下げ、という野暮もここに極まれりなスタイルから繰くり出だされる破は壊かい技の数々は、クソ親おや父じとのケンカで鍛きたえた俺をもってしても防ぐことあたわず。美園がひとたび本気になれば、俺は悟さとりの境地でもって人間サンドバッグと化すしかない、という逸いつ材ざいだ。


　それでいて外そと面づらは天才的によく、学園では生徒会に入っている上、教師からも生徒からもウケがいいというのだから始末に負えない。
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　おまけに凶きよう暴ぼう化する際は必ず時と場合を選ぶし、相手（主に俺）には決して外傷を負わせないよう心がけるし（手加減ではなく隠いん蔽ぺい工作）、それでいて徹てつ底てい的てきにターゲットを痛めつける術すべを知り尽つくしているのだから。


　まさしく生ける災さい厄やく、歩く破壊兵器とでも呼ぶ他なく。


　そして憐あわれな俺は今もなお、その被ひ害がいを一方的に被こうむっている真っ最中。


「あんたの両手にお縄なわが掛かからないように、わたしは幼なじみとしての慈じ悲ひで言ってやってるのよ。そこんとこ分かってる？」


「…………」


「竜りゆう之の介すけ。なんとか言ったらどう？」


　……いや待て。


　膝ひざ蹴げりをガスガスみぞおちに入れながら『なんとか言ったらどう？』はねえだろ。横おう隔かく膜まくに絶え間なくダメージが入ってて、しゃべるどころじゃねえ。


「かっかっか！　なんじゃみその、またりゅうのすけいじめか!?」


　上機嫌の江藤がさらにテンション高く、


「どうせなら妾も混ぜてたもれ！　今日という今日はりゅうのすけに目に物を見せてくれようぞ！」


「だめよ、これはわたしの仕事なんだから。それより江藤さん」


「なんじゃ？」


「いつも言ってるでしょう。あなたも女の子なんだから、それにふさわしいだけの慎つつしみをもちなさいって。あなたくらいの歳の子が男に着き替がえを手伝ってもらうなんて、どうみてもおかしいわ」


「妾は高貴な生まれゆえ、そのような面倒事はすべて下僕に任せるのが当然じゃ」


「時代錯さく誤ごなこと言わないで。それにこれまでは何もなかったかも知れないけど、男がケダモノだということを忘れてはいけないわ。竜之介も口では興味ないとかなんとか言ってるけど、いつその本性を現すかわからないんだから」


「くかか。構わぬ構わぬ、りゅうのすけのひとりやふたり、まとめて面倒をみてやろうぞ。妾は高貴な夜の血族、その手のことはお家芸じゃからのう」


「襲おそわれてもいい、と？」


「ああ構わんとも。妾のテクでりゅうのすけを骨ほね抜ぬきにしてくれる」


「竜之介は変態のドＳだから、お尻しりをたくさん叩たたかれると思うけど」


「なに!?　そ、それは嫌いやじゃ！」


「江藤さんがおいたをすると、竜之介はお尻を叩いてお仕置きするわよね？　だけどプレイの時のお尻叩きはそんなものじゃないわ。きっと骨の髄ずいまで真っ赤に腫はれて、痛くて夜も眠ねむれなくなるでしょうね」


「ひい！　それは困る！」


　……ていうかおい。


　ちょっとまてコラ。


　てめえ美園、人がダメージから回復できないのをいいことに、適当なこと吹ふき込んでんじゃねえ。


　俺は確かに年上好きだけど、プレイの趣しゆ味みに関しては至ってノーマルだ。


「そうなるのが嫌なら、はしたない真似まねを今後一切やめなさい」


「はしたない真似というと、たとえば!?」


「水着を着せてもらうなんてのは論外ね。パンツを穿かせてもらうのも駄だ目め」


「パ、パンツも自分で穿くのか!?」


「そうよ」


「毎日!?」


「当然ね」


「無理じゃ！」


「無理でもなんでもやるの」


「で、では何も身につけず、裸で」


「却きやつ下か。わたしの目が黒いうちは、何がなんでもあなたに最低限度の文化的生活を送らせるわよ。ちゃんとした服を着させるし、着替えもぜんぶあなたにやらせるわ」


「む、無理じゃあ……妾は高貴の生まれゆえ、そのようなことには慣れておらぬ……」


「わたしが教えるわ。覚えるまで徹底的にね」


「ううう……」


「わかったわね江藤さん。わかったら返事は？」


「ううううう～……」


「返事は？」


「み、みその……慈悲を、慈悲を与あたえてたもれ……」


「だめよ」


「はうああああ……」


　たちまち涙なみだ目になり、情けない声を上げる江藤。


「みそのおおお……この通りじゃあああ……」


　ひざをつき、美園のスカートにすがりついて、


「お願いじゃみその、どうか、どうか手心を加えてください！　一生のお願いです！」


「なんと言われようと駄目」


「そこを何とか！　何でもしますから！」


「駄目よ」


「土下座しますから！」


「いらないわ」


「なんなら靴くつも舐なめますから！」


「靴が汚よごれるからやめてね」


「一生みそのの奴ど隷れいになってもいいですから！」


「何と言われようとぜったい駄目」


「お、お願いしますうううううう！　どうか、どうかああああああああああああ！」


　……あーあー。


　涙と鼻水だらけになっちまってまあ、みっともないこと。


　もはや『高貴な夜の血族』の威い厳げんがないどころか、二本足で歩く生物としての尊厳すら怪あやしいよな。ほんとこいつ、へりくだる時は徹てつ底ていしてやがるわ。


　さて。


　なりふり構わぬ戦術に出た江藤に対して、我が幼なじみの反応はどうかといえば。


「…………」


　俺を破壊していた時と同じような無表情で、しばし江藤を見つめていたけど。


　やがて小さくため息をついて、


「…………わかったわ。しばらくの猶ゆう予よは与えましょう」


「おお!?　ほんとうか!?」


「とりあえず猶予を与えるだけよ。今のあなたに無理を言っても良い結果は出なさそうだし、ひとつひとつ段階を踏ふんで教育していくことにするわ」


「では、とりあえず今日に関しては不問ということじゃな!?」


「…………まあ、さしあたりはね」


「ひゃっほう！　さすがはみそのじゃ、話が分かる！」


　たちまち笑顔になった江藤が自らホースを握にぎって、動物どもと一いつ緒しよに水浴びを再開する。


　それを見守る美園は苦い顔をしているものの、まんざらでもなさそうで。


　──そう。


　これが我が幼なじみの弱点その一。


　いわく『人間には強いけど動物には弱い』。


　壊こわし屋のキャラとは裏腹にかわいいもの好きで、かわいいものに対してはとことん甘いのである。


「竜之介」


　と、その美園がこちらを振ふり返かえって、


「何を笑っているの」


「ん？　笑ってたか？　俺」


「ええ。それはもうニヤニヤとね」


「そうか。いやうん、まあ、そんなつもりはなかったんだけどな、うん」


　美園の視線が不ふ穏おんの気配を帯びていることに気づいて、俺は適当にごまかしつつ、


「しかしまあ、思いの外あっさり認めたな」


「何が」


「だってほら、いつもの美園ならさ、もう少し粘ねばらね？　江藤の野や郎ろうをもう少しマシにするためにさ、手を替え品を替えして説得するだろ？」


「ええそうね。確かにそうかもね」


　言いつつこちらに近づいてきて、


「でもね竜之介、わたし悟さとったのよ。世の中には優先順位ってものがあることを」


「？　どういうこった？」


「教育すべきは、江藤さんより先にあんたなのよね」


　こき。こき。


　不ふ吉きつに指の関節を鳴らしつつ、


「江藤さんにどうこう言うよりも、まだしもあんたの方が物覚えはいいと期待するわ。さんざん言い聞かせてるにもかかわらず、未だに破は廉れん恥ちな真似をやめようとしないあんただけど──それでも徹底的に、しつこく、何度も何度も身体からだに覚え込ませれば、ね？」


「……おい。ちょっと待」


「それにまだ、江藤さんを裸はだかに剝むいて水着を着させたことについての制裁が終わってないわ。さっきのダメージも回復してきたみたいだし、もういいわよね？　続きをしても」


「…………」


　まあ。


　長年の付き合いである。


　今みたいな目つきをしている時の幼なじみを止める方法がどこにも存在しないことを、俺はよく知っているわけで。


　かくなる上はふたたび時間を巻き戻もどすとしよう。残ざん虐ぎやくシーンを描びよう写しやするよりは、まだしもそちらの方が絵的に損害が少ないはずだ。


　なあに心配は無用さ。


　こちとら頑がん丈じようさだけが取とり柄え。たとえ意識を失っていたって、回想シーンぐらいは無事に務めてみせるよ。




　　　七月二十日【同居０日目】（ＰＭ１：50）







　ぶっ倒たおれた金きん髪ぱつのチビガキの服を脱ぬがしているところに、背後から声を掛かけられて。


　不意打ちのカカト落としをモロに食らい、あえなく卒そつ倒とうさせられてからしばしの後。


　俺は我が家の居間で正座させられていた。


「…………」


　目の前には、ちゃぶ台をはさんで美み園その。


　そのちゃぶ台の上には、ひと振ふりの包丁が置かれている。


「…………」


　誤植でも誤字でもない。


　包丁、である。


　昨日俺が研いだばかりの出で刃ば包ぼう丁ちようだ。切れ味は保証できる。むしろ何でこんな時に限ってタイミング良く包丁を研いじゃったのかな、って後こう悔かいするくらいに。


「…………」


「…………」


　俺も美園も無言。


　俺はビビって目を合わせられないので、幼なじみがどんな顔をしているのか見ることができないけど。まあ見れなくても特に問題はない。どんな顔をしてるかは想像つくし、見たら最後、一いつ瞬しゆんで石化させられることも分かりきってる。


「……その説明を信じろ、と？」


　ややあって──ほんと、無限かと思えるほど長い時間が経たってから。


　ようやく美園はボソリと、それだけを言った。


　すでにコイツにはこれまでの経けい緯いを包つつみ隠かくさず、ありのままを伝えてある。


「本当だ。信じてくれ。誓ちかって噓うそは言ってない」


　親おや父じの野郎、いまだに競馬に熱中してるのか、電話に出もしないのだ。


　金髪のガキも目を回したままだし、俺の潔白を証明してくれそうなのは親父だけなんだけどな……ああくそ、いまだかつてこんなにアイツとの会話を望んだことなんてなかったってのに。あの子不幸者め。


「…………」


　美園はふたたび沈ちん黙もく。


　扇せん風ぷう機きが温ぬるい風を送る音だけが、居間に鈍にぶくこもる。


「なあ美園。ええと……」


　俺は居たたまれなくなって会話のタネを探す。


「あー……そう、さっきから気になってんだけどさ」


「なにかしら」


「その、そこに置いてある包丁だよ。そんなもの持ってきて何するつもり？　あーそうかアレだな、暑いしスイカでも切って食おうってことだな？」


「ちがうわ」


　抑よく揚ようのない声で──つまりは俺と話す時のいつもの口調で。幼なじみは言う。


「何かあった時に刺さすために決まってるでしょう」


「おう。スイカをか」


「あんたとわたしをよ。まあどっちを刺しても赤いものは出てくるから、似てるといえば似てるけど」


　……うわあ。


　なんてことのない口調が、本気の度合いを窺うかがわせますね。目がマジだわ。


　いかん。


　薄うす々うすは承知していたけど、どうやら俺は命の危機に瀕ひんしているようだ。なんとか上手くこの場を切きり抜ぬけないと、わずか十六歳で戒かい名みようをもらう羽目になってしまう。


　とりあえずこちらとしては、『何か』とやらが起きないように細心の注意を払はらうしかないのだが……。


「わたしはね」


　と美園。


「おばさまからくれぐれも、ってあんたのこと頼たのまれてるの。『あたくしが家に居ない時は竜りゆうちゃんをよろしくね』って」


　おばさまというのは俺の母さんのことで。この幼なじみは事あるごとにこのセリフを口にする。なにしろ美園のやつは、ウチの母さんを心の底から尊敬していて、その人ひと柄がらに心しん酔すいしきってるからな。


　美園にとって母さんの言葉は神のお告げに等しく、忠実なしもべのごとくその言葉に従う。当人は無神論者のリアリストのくせに、母さんに対してだけはやたらと信しん仰こうが篤あついのだから始末に困る。


「ねえ竜りゆう之の介すけ」


「お、おう」


「あんたの正体が変態のロリコンだった、なんてことになったら、わたしはおばさまに合わせる顔がないわ」


「俺だって合わす顔がねえよ。それが事実だったら、だけど」


「ましてあんたが子供を家に連れ込んで、その子の意識がないのをいいことに手て込ごめにしようとしてた、なんてことになったら──」


「なったら？」


「そうね。包丁じゃなくてノコギリが必要になるかしらね」


　無論、そのノコギリを何に使うのか訊きく度胸はない。


　そして現在のところ、幼なじみが俺の弁解を聞き入れてくれる様子もない。


　はてさて、このピンチをどう切り抜けるべきか。


「なあ美園」


「なに」


「俺とお前は幼なじみだ」


「そうね」


「ほとんど生まれた時からずっといっしょにいるから、付き合いの長さはハンパねえ。俺はお前のことをよく知ってるし、お前も俺のことをよく知ってるよな」


「ええそうね。確かに」


「だったらさ、もうちょっと俺のことを信しん頼らいしてくれてもいいだろ？　俺がこれまで性犯罪に、いやお天道様に顔向けできないことに、ただの一度でも手を染めたことがあったか？　ないだろ？」


「過去の実績は必ずしも未来のそれを担保してくれるわけじゃないわ。信頼というのはね、絶えず証明してこそ価値も意味もあるものよ」


「そりゃそうだけどさ……だいたいお前、俺が年上好きだってこと知ってるだろ？」


「ええ知ってるわ。……腹立たしいほどにね」


「だったらわかるはずだよな？　何が悲しくてこの俺が、貧相で色気のイの字もない、真っ青な梅の実みたいに酸っぱそうなガキに手を出さなきゃならんのだ。普ふ通つうに考えれば答えはひとつだろが」


「気の迷い、というものはね。いつでもどこでも、誰だれにだって起こりうるものよ。あなたが今日ここでそれを起こさなかったという保証はどこにもないわ」


　おいおい。


　そんなことまで言い出したら何でもかんでもクロになっちまうよ。


　うーん。しかし妙みようだな。


　コイツは確かに凶きよう暴ぼうで危険な女だけど、決して物分かりの悪い女じゃない。


　むしろ頭はとびきりいい方だし、ごく常識的な価値判断の基準も備えてるし（俺を破は壊かいする時を除く）、ここまで疑い深くなる理由が解せない。


　そもそも驚おどろくなかれ、俺らの通ってる学園じゃ、美園は慈じ悲ひ深ぶかい女神みたいに扱あつかわれていたりするのだ。


　弱気を助け強きを挫くじき、誰に対しても分わけ隔へだてなく笑顔で接するその姿は、現代のジャンヌ・ダルクとまで呼ばれるほど。まったく、その慈悲を少しは俺にも発揮してくれればいいのに……いや、これは愚ぐ痴ちだな。この際はおいておこう。


　とにかく、コイツがどうしてここまで猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりになるのか。その理由に気づきさえすれば、このピンチを切り抜けることも造作ないはずなんだが。


「なあ美園」


　俺はふたたび懐かい柔じゆうを試みる。


「お前にも家族がいるだろう？」


「……？　ええそうね。いるわ。まだ小学生の弟がふたり。あんたもよく知ってるでしょうけど」


「信しん二じと義よし久ひさ。俺ぁどっちも生まれた時から知ってる。かわいいやつらだよな」


「……なにが言いたいのかしら」


「なあ美園。お前には家族がいる。親父さんとお袋ふくろさんが亡くなってから、お前が女手ひとつで育ててきた家族だ」


「ええそうね。かけがえのない家族よ」


「お前が忙いそがしい中──学校で生徒会役員をやって、トップの成績をキープして、しかも空いてる時間にはせっせとバイトして。そうやって育てた大事な弟たちだよな」


　俺はうんうんひとりで頷うなずいて、


「そんな大事な家族を守る義務を、お前は負ってるわけだ。だったらお前という存在は代えの利かないものだろ？　そのお前がもしここで何か仕出かして、警察のお世話にでもなったらどうなる？　残された弟たちはどうやって暮らしていくんだ？」


「問題ないわ」


　美園は平然と、


「わたしに生命保険を掛けてあるから。受け取り人を信二と義久にしてね」


「せ、生命保険？」


　その歳でか？　マジで？


「それに貯金だってちゃんとあるわ。少ないながらもそれなりの額を、毎月積み立ててるから。わたしに何かあってもしばらくは何とかなるでしょう」


「むむう……」


「そもそもわたし、弟たちにはきちんといろいろ教え込んでるから。たとえ今日わたしが居なくなって、路頭に放り出されることになっても、あの子たちならしっかりやっていけるわ」


「いやまあ確かに、あいつら歳の割にはしっかりしてるけどさ……いや、でもなあ。あいつらもまだほんのガキじゃねえか」


「だいじょうぶよ。わたしはわたしの教育能力を信頼しているから。わたしがこれまで教育をミスったのは竜之介ぐらいのものだしね」


「むう」


　微び妙みようにディスられてることを除けば。美園の発言に、俺はしっかり丸め込まれていたりする。


　こいつが断言することは、いつだってその通りなのだ。


　万一の時に備えた将来設計が万全だというのなら、事実その自信があるんだろう。


　芹せり沢ざわ美園。


　俺の幼なじみ。


　まったくもって頼たよりになる、ほんといい女だ。


　眼鏡めがねを外して三つ編みをほどくと実は美人だし、これで俺を破壊したがる悪あく癖へきさえなければもっとよかったのに。あ、あと俺より十歳ぐらい年上じゃないとダメだけど。


「とにかくそういうわけだから」


　と、美園は相変わらず表情を変えないまま、


「今ここでわたしとあんたに何かあったとしても、それほど問題じゃないわ」


「いやあるだろ問題。というか、何かやらかすなら自分ひとりでやってくれ。俺を巻き込むな」


「だいじょうぶ。わたしに掛かけてある保険の額は、ちょっとしたものだから」


「いやいや。額の問題じゃないだろ」


「だいじょうぶ。ついでにあんたにも保険は掛けてあるから」


「は!?」


　おいこら今なんつった。


「あんたにもしものことがあった時、残された人に一定の金額が支給されるシステムと契けい約やくしていると。そう言ったわ」


「そんな遠回しな言い方に変えたって、発言の不ふ穏おんさは一ミリも拭ぬぐえてねえ。どういうことか説明しろ」


「ちなみに受け取り人はわたし」


　いや説明になってねえよ！


　説明されずとも大体どういうことかは見えてきたけど！


「いやでもお前、さっき言ってなかったか？　俺を刺さしてお前も死ぬみたいなこと。お前も死んじまったら保険金は受け取れねえだろ？」


「心配ないわ。無理心中を図った男女、しかし片方だけが死にきれずに生き残ってしまう──なんて話、けっこうよく聞くし」


「ちょ!?」


　思いっきり計画的な犯罪じゃねえか！


　おまわりさーん！　ここに犯罪者予備軍がいますよ！　早く逮たい捕ほして！


「冗じよう談だんよ」


　生まれて初めて一一〇番しようとする俺に、美園は平へい坦たんな声で、


「あんたに保険を掛けてるのは冗談だから。安心して」


「ほ、ほんとか!?」


「わたしが今まであんたに噓うそをついたことがあったかしら？」


「ああ数え切れないほどな！　でも今は信じる！　というか信じたい！」


「よかったわね。信じる者は救われるわよ」


　他人ひと事ごとみたいに言う幼なじみだった。


　つーかさ、冗談ならせめて笑顔で言ってくれよ。真顔で言われたら普通に信じるだろが、お前のキャラ的に。


「常識で考えなさいよ、常識で。わたしがおばさまを差し置いてそんな勝手な真似まねできるわけないでしょう？」


「……それってむしろ『おばさまの許可さえあればいつでもやる用意がある』みたいに聞こえるんだけど」


「疑り深いわね。器の小さい男だわ」


　誰のせいだ誰の。


「まあいいわ」


　と、美園は少しだけ表情をゆるめて、


「言いい逃のがれの仕様がない状じよう況きようだったとはいえ、状況だけを見て結論を出すのはちょっとせっかちかな、と思わなくもないわ」


「お、おう。そうだよそうだよ。わかってくれたか」


「さしあたり、今のところは判断を保留することにしましょう。あとは直接あの子に具体的な話を訊」


「ううう～……」


　弱々しい唸うなり声ごえが、そこで割って入る。


　居間の片かた隅すみに寝ねかせておいた、例の自じ称しよう・吸きゆう血けつ鬼きのものだ。


「……うなされてるみたいね」


　美園がそちらを見やって、


「暑くて寝ね苦ぐるしい……というよりも、なんだか悪い夢でも見ている感じ。だいじょうぶかしら」


　そう口にする美園の声は、俺としゃべっている時とは一転、ひどく柔やわらかくて繊せん細さいなものになる。俺が命名するところの『外そと面づらバージョン』──よそ様むけの、品行方正で非の打ち所のない、もうひとつのコイツの顔だ。


「きっとあれね、竜之介に乱暴された記き憶おくにさいなまれてるのね。可哀かわい想そうに」


「だから違ちがうつってんのに」


　まあいい。


　幼なじみから受けた誤解も、このガキさえ目覚めてくれればすぐに解ける。


　そうすれば、さんざん無実の罪で俺を痛めつけてくれた美園も、涙なみだを流して反省し、俺に許しを乞こうてくるだろう。そのとき俺は長年にわたって溜たまった鬱うつ憤ぷんを晴らすべく、復ふく讐しゆうの鬼おにと化して美園の野や郎ろうを散々にやりこめてやる所存──


「き、貴様……許さぬ、許さぬぞ……」


　掛けてやったタオルケットを蹴けりのけ、眉み間けんに五本ぐらいシワを寄せながら。金きん髪ぱつのチビガキは寝ね言ごとを語る。


「妾わらわをこんなところに連れ込んで何とするつもりか……いかん、許さぬ、そのような真似を妾に……くっ、卑ひ怯きような……いかん、いかんぞ、そのような真似……ひゃうっ、ふあっ、にゃあっ……」


　……気のせいかな？


　なんだか雲行きが怪あやしくなってきてる気がするのは、俺だけ？


「なっ、そんな、そんな激しくしたら、らめぇ……お尻しり、お尻を叩たたかれるのは嫌いやなのじゃ……ああ、でもなんだかだんだん感じてきて……そんな、感じてなどおらぬ、妾は、妾は……ふああああああっ」


「…………」
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　冷ひや汗あせがタラリと頰ほおを伝うなんていうベタなリアクションを、生まれて初めてやってしまった。


　このガキ、よりによってなんちゅう寝言を！


「美園。聞いてくれ」


　ちゃぶ台の包丁をすばやく確保してから、能面のような無表情に戻もどっている幼なじみへの弁解を開始。


「このガキの寝言をお前がどう解かい釈しやくしたかは、説明されるまでもなくわかるけど。でもちょっとまて、冷静に考えてみてくれ。お前の誤解によれば、俺がこのガキを連れ込んでいかがわしい行こう為いをした、ってことになってるだろうけど、普ふ通つうに考えてその流れおかしくないか？　明らかに西洋人っぽくて、自分のことを『妾』とか呼んでる変なゴスロリのガキと俺との間に、一体どんな接点がある？　ないだろ？　仮に町のどっかで出会って、首しゆ尾びよくこの家に連れ込んで、いかがわしい行為に及およんだとして。夏休みに限らず平日だって毎日のようにお前がウチに来るって知ってるのに、そんな無む謀ぼうなことできると思うか？　んなわけないよな？　なあ美園、もういちど落ち着いて──」


「チェーンソーってどこに仕し舞まったかしら」


「聞く耳持たず!?」


　すでに処しよ刑けい人の目をしている幼なじみの耳に、俺の弁解は届かない。


　いかん。


　このままじゃバラバラ殺人どころか、肉片ひとつ残るかどうかも怪しいぞ。


　何とかしてこの窮きゆう地ちを逃れる手だてを……いやしかしそんな手あんのか？　この状態になった美園を止める方法なんて俺には──


　と、その時。


【あ～あ～♪　河童かつぱの川流れのよ～おに～♪】


　俺の携けい帯たいが着信を鳴らした。


　誰だれもが耳にしたことのある、日本歌か謡よう史しに燦さん然ぜんと輝かがやく名曲。


　嗚呼ああ……携帯を手にしてこの方、これほど着メロに心癒いやされたことがあっただろうか。


　美空ビバリーヒルズ『河童の川流れのように』──我が親おや父じ様からの電話である。


「もしもし!?　親父か!?」


『おう、親父様だ。なんだ竜之介？　せっぱ詰つまった声出しやがって。ただでさえザコくせえ声が、なおさらショボく聞こえるじゃねえか』


　携帯のスピーカーからは親父の声と共に、様々な怒ど号ごうと歓かん声せい、小さな金属同士が立てる音などが、絶え間ない騒そう音おんとなって届いてくる。


　察するに、どこぞのカジノで派手に遊んでるんだろうが……この際に限っては親父の不良っぷりも気にはならない。ずっと俺のコールに出なかったことも不問に付そう。


「親父。よく電話してくれた。いや、ほんと助かった……」


『……なんだお前、泣いてんのか？　気持ちわりいな』


「死の瀬せ戸と際ぎわから生せい還かんした人間の気持ちが、てめーみたいな不良親父にわかってたまるか──いや、それはいい」


　凶きよう器きを探しに行こうとする美園を目で制しつつ、


「親父。例のガキについてだ」


『おう。あいつどうしてる？』


　俺はこれまでの成り行きをざっと説明してやる。


『ふむ、そうか。まあ〝毒どく抜ぬき〟はちゃんと終わってるみたいだな。もちろん天才の俺様にミスがあるわけないんだが』


「自画自賛はどうでもいい。あのガキ何とかしてくれ。あれがウチに居ついたら、遠くない将来俺は確実に殺される」


『ふむ。美園ちゃんか』


　親父の口調がちょっと弱る。


　ケンカ上等で唯ゆい我が独どく尊そんの親父だが、母さんの一番弟子である美園を世界で二番目に苦手としているのだ。


『そりゃまあ災難だった。俺にも責任の一いつ端たんがあることを認めよう』


「だったら何とかしてくれ。つかあのガキを家に帰したいから、あいつの保護者の連れん絡らく先さきをおしえてほしい」


『そりゃ無理だ。俺だってあいつの保護者が誰かなんて知らねえよ。なんせありゃ吸血鬼だからな』


「んな世よ迷まい言ごとを信じられるか。さては隠かくし子ごだな？　隠し子なんだろ？　隠し子に間ま違ちがいないな？」


『馬ば鹿か、滅めつ多たなことを言うんじゃねえ。そんな話が燿よう子この耳に聞こえでもしたらどうすんだ。俺が殺されるだけじゃ済まねえぞ？』


　それは確かに。


　家が全ぜん壊かいするぐらいなら可愛いもんだが、最悪の場合は一家無理心中まである。口は慎つつしんだ方がいい。


『とにかくあいつは隠し子とかそういうのじゃねえ。信じるか信じないかはテメェ次第だが、あのガキは吸血鬼だ。ＯＫ？』


　まあ。


　とりあえずそういうことにしとこう。じゃないと話も進まん。


「つーかさ。ほんと何なんだあのガキは。ほんとに吸血鬼だとして、なんでウチの裏庭でぶっ倒たおれてた？　なんか蔵から這はい出てきたみたいな雰ふん囲い気きだったけど」


『まあな。いろいろあって蔵に封ふう印いんしてたからな』


「なんだよ。まるで本物の霊れい能のう者しやみたいな口ぶりだなオイ」


『そりゃそうだ。本物だからな。霊能者、ってのとはちょっと違うけどよ』


「……んな話は初耳だぜ？」


『そりゃそうだ。言ってなかったからな』


「…………」


　黙だまり込む俺に、親父はへらりと笑って、


『ま、その辺はまたゆっくり話してやる。さしあたって重要なのは、これからお前が何をどうすべきかだ。ちがうか？』


「ちがわねえ。どうすりゃいい？」


『言った通りだ。しばらくそいつの面めん倒どうを任せる』


「いやだから。あのガキが家にいると俺の命が……」


『お前は親父様に食わせてもらってる身分だろ？　だったら親父様の仕事の手伝いぐらいはやるのがスジってもんだ。でもってそのガキを何とかするのは俺の仕事。あとは言わなくてもわかるな？』


「そりゃまあ、そうだけどよ……」


『それにお前、動物飼うのも躾しつけるのも妙みように上手いだろ？　親父様はな、お前のその才能だけは買ってんだ。弱った吸血鬼を飼い慣らすぐらいなら、半人前のお前でもまあ、なんとかなるだろうさ』




　　　八月十八日【同居二十九日目】（ＰＭ４：35）







　──以上、回想終しゆう了りよう。


　時間はふたたび現在に戻り、シーンは我が家の居間へ。


　美み園そのの残ざん虐ぎやく行こう為いをどうにか耐たえきった後（とても文章では書ききれない苦痛を味わわされた俺だが、見た目には傷ひとつ付いてない。このあたりのスキルは天才的）水浴びを終えた江え藤とうが今、濡ぬれた髪かみを美園に拭ぬぐってもらっているところだ。


「はうっ、ぬひっ、うひゃっ」


「こら江藤さん。じっとしてなさい」


「そ、そうは言うがみその──うきっ、むきゃっ──おんしの手つきが乱暴ゆえ、妾の髪がさっきから何本も抜け──はうっ、きゃひっ」


　がしがしとバスタオルを動かしつつ、櫛くしで髪をすく美園の手元からは、『ぶつん、ぶつん』という音がひっきりなしに聞こえてくる。


　自分でろくに髪の手入れが出来ない上、量が多くて髪かみ質しつが細いから。これもまあ江藤の自業自得と言えば言えるんだが……。


「み、みその。やっぱりりゅうのすけに代わってたもれ。おんしの手つきはあまりにも乱暴すぎる……！」


「だめよ。髪は女の命なんだから、気軽に男に触さわらせていいものじゃないわ」


「そ、そうは言うが……はぎゃー!?　爪つめ！　爪が！　妾わらわの首筋をひっかいて肉をえぐっておる！」


　悲鳴を上げる江藤に、さすがの俺も哀あわれを催もよおしてきた。


　成績優ゆう秀しゆうで外そと面づらも百点、野暮ったいファッションをともかくとすれば見た目もいい美園の、弱点その二。それがこの不器用さなのだ。


「おい美園」


「なに」


「そろそろ交代しねーか？」


「嫌いやよ」


「そのまま続けてると、江藤の頭がハゲかねんのだが」


「そんなこと言って、少しでも江藤さんに触ふれていようって魂こん胆たんね。いやらしいわ」


「そういうことはしねえ、って言ってんじゃねえか。江藤はウチで面倒みてる動物のうちの一いつ匹ぴきであって、ハナから女あつかいしてねーよ」


「何じゃと!?　貴様いま何と痛たたたあたたた!?」


　俺の発言にケチを付けようとした江藤が悲鳴を上げる。こちらを振ふり返かえった拍ひよう子しに髪が櫛に引っ張られ、盛大にハゲができたのだろう。アホなやつ。


　ちなみに江藤が着ている服は、生成りのキャミソールにデニムのミニスカート。いずれも美園のお古だ。裸はだかワイシャツは江藤のユニフォームみたいなもんだが、美園がこの家に居る場合は〝反社会的〟という理由で許可されない。


　重ねてちなみに言うと、美園が着ているのは俺たちの通う朋ほう生せい学園の制服だ。当人いわく『私の服にお金を使うぐらいなら貯金に回すわ』とのことで、実際この幼なじみは滅多に私服を着ない。


「み、みそのよ。もうよいのではないか？」


　涙なみだ目で頭皮をさすりつつ、江藤が懇こん願がんする。


「もう十分に水気は取れたし、櫛も十分にかけたではないか。これ以上のケアは必要ないぞえ」


「だめよ。言ったでしょ、髪は女の命だって。ちゃんと乾かわかしてトリートメントもしなきゃ。さ、次はドライヤーね」


「ううう……痛くするのはなしじゃぞ？」


「わかってるわ。ほら頭こっちに向けて」


「ううう……なにゆえ妾がこんな仕打ちを……ふぎゃー!?　熱い熱い熱い熱い！」


「あらごめんなさい。手元が狂くるったわ」


　平へい坦たんな表情と声で謝る美園。


　わざとやってんじゃないかと勘かんぐりたくなるが。まあ素でミスってるだけだよな。自分の髪はちゃんとケアできるくせに、なんで他人のになるとこんなにダメなのか。


　あ、重ね重ねもちなみに言うと。


　美園の髪はめちゃくちゃ綺き麗れいである。


　染めてもいなければパーマも当てていないコイツの髪は、磨みがき抜いた黒真しん珠じゆみたいにつやつや光ってて、それでいて絹糸みたいに柔やわらかくふわふわしてるから。コイツが三つ編みをほどいて颯さつ爽そうと歩いてる姿なんかは、それだけで映画のワンシーンに使えるほどだ。


　だからまあ、髪は女の命だとか言って、念入りに江藤の髪を手入れしたがるのも、それなりに説得力はある。腕うで前まえにはでっかい疑ぎ問もん符ふがつくけど。


「何をじろじろ見ているの」


　自分の手元に集中しながら美園。


「いくらわたしの髪が綺麗だからといって、そんなに穴が開くほど見るのは問題ね。見物料をもらってもいいかしら」


「……自分の美しさに自覚があって、なおかつ臆おく面めんもなくそれをひけらかしてくる人種ってのは、なんでこんなに付き合いにくいのかね」


「褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきましょう」


「つうかお前さ、なんでいつも三つ編みなわけ？　念入りに手入れしているご自じ慢まんの髪なんだからさ、もっと見せりゃいいじゃん」


「わかってないわね」


　美園が肩かたをすくめ（その拍子に熱いドライヤーの先っぽが江藤の首筋に当たり、悲鳴が上がったけど。思いっきりスルー）、


「いつもいつも見せびらかしていたら、ありがたみがなくなるでしょう」


「はあ」


「そういうのはね、ここぞという時に見せてこそ効果があるし、価値だって跳はね上がるのよ。いわゆるギャップの演出ってやつね」


「よくわからんけど、お前が腹黒いってことだけはよくわかった」


「褒め言葉として受け取っておきましょう」


「いや、明らかに悪口なんだけど」


「そもそも考えてみなさい。わたしがもっと毎日、小こ綺ぎ麗れいな格好に着き飾かざって、衆目に姿を晒さらしたなら。どうなると思う？」


「まあ……町中のみんながお前を振り返るだろうな」


「ええそうよ。そしてあらゆる人々がわたしに注目することによって、あらゆる作業効率が下がるのみならず、交通事故率も跳ね上がるでしょうし、鼻の下を伸のばした男どもが恋こい人びとや妻たちに耳たぶをつままれることになるわ。そんな大惨さん事じをわたしが三つ編みにすることで事前に防げるなら、安いものでしょう？」


「そこまであっけらかんと断言されると、いっそ清すが々すがしいね」


　ま、あながち間ま違ちがってないんだろうけどさ。


　十何年も幼なじみやってんだ。そのくらいは承知してる。


「もしくはそうね、これは一種の封ふう印いんかしらね」


「封印？　なんだそりゃ」


「わたしがこの髪をストレートロングにするのは、いわば奥の手の必殺技なのよ。だって、そんなことしたら大たい抵ていの男は一目で恋こいに落ちてしまうでしょうから」


「はあ」


「そんな危なっかしいもの、抜ぬき身みのまま丸出しにしておけないわ。だから三つ編みにして封ふう印いんしておくのよ。わたしを含ふくむすべての人たちの平へい穏おんのためにね」


「まあアレか。自分の左手を押さえて『まて、ここじゃまずい……！』ってうめくようなもんか」


「たとえがいまいちよくわからないけど、たぶんそんなところよ」


「でもさー。必殺技ってことなら、なおさらもっと使えばいいんじゃねーの？　宝の持もち腐ぐされじゃん。俺だってもう何年も見てねえぜ？　お前のストレート」


「…………」


　沈ちん黙もく。


　ややあって幼なじみは肩をすくめると、


「年上好きのあんたにしょっちゅう見せてたら、それこそ効果なんてあってないようなものでしょうに。こちとらいつだって『ここぞという時』を狙ねらってんのよ馬ば鹿か」


「あ？　なんだって？　もっとでかい声で言わないと聞こえねえ」


「別にいいわ。どうでもいい話だし」


　ふむ。


　まあこっちとしてもどうでもいい話だ。


　コイツとの無む駄だ話ばなしに時間を割くのは、もはや呼吸するのと同じくらいありふれたことだし。強しいてこちらから突つっ込こんで話を聞くほどでもなかろう。


　時に、江藤の髪のお手入れはまだ終わらない。


　長くて量の多い髪だから、乾かすのにしばらく時間が掛かかりそうだ。ここらでもいっちょ回想シーンといこうか。





　包丁を持ち出してきた美園の魔まの手てをかわし、電話を掛かけてきた親おや父じから金きん髪ぱつのガキの世話を押しつけられ、不承不承ながら俺がそれを受け入れた後にまで。時間はさかのぼる。




　　　七月二十日【同居０日目】（ＰＭ６：10）







「生き血じゃ」


　あぐらを搔かいてふんぞり返った金髪のガキが、えらそうに言い放った。


「妾は誇ほこり高たかき夜の血族、マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスである。新しん鮮せんな生き血の他は口にせぬ」


「つってもなあ」


　俺は肩をすくめて、


「そりゃ生き血ってやつは栄養ありそうだし、ヘバったお前の体力を回復させるにはいいかもしれんけど。今日はそんなもん用意してねーし」


「ならば今すぐ用意するがいい」


「無茶言うんじゃねえ。とりあえずもう料理作っちまったし、いま並べてあるもん食っちまえよ」


「断る」


「言っちゃなんだが俺、料理うまいぞ？　例えばほれ、そこのレバニラ炒いためとかはどうだ。ビタミンも鉄分もたっぷりで、いい血を作ってくれるぜ？　血を作るもんを食うってことは、言いい換かえりゃ生き血を飲んでるのと同じだろ？」


「下らぬ詭き弁べんを用いるでないわ、うつけ者が」


　ぷん、とそっぽを向くガキであった。


　俺の渾こん身しんの作であるレバニラ炒めを、見向きもしなければ匂においを嗅かごうともしない。


　──さて。


　もう少し状じよう況きようをつまびらかにしておこう。


　いま現在、ここは宇う堂どう家の居間。


　ちゃぶ台の上には色とりどりの夕食が並び、俺と美み園その、そして長ったらしい名前の金髪のガキが席についている。


　ここに至るまでの流れは、おおよそ次の通り。


　


　どうにか美園に状況を納得させ、暫ざん定てい的ながら味方につける。


　↓


　しばしの後に金髪のガキが目を覚ます。


　↓


　暴れたり取り乱したりするガキを、俺と美園でどうにか落ち着かせる。


　↓


　まあ腹が減っては戦もできん、ということで、まずは晩飯でも食いながら話をしようや、ってことになる←今ここ。


　


　……と、いった感じだ。


「何度でも言うぞ、りゅうのすけとやら」


　大あぐらをかいたチビガキが横おう柄へいなツラ構えで、


「みそのとやらもよく聞くがいい。妾わらわは生き血以外は口にせぬ。妾が好むは人間どもの悲鳴と絶望であって、人間どもの手て垢あかがついた汚きたならしい料理などではない。早う生き血を持って参れ」


「いやだから。ねーんだよそんなもん」


　美園はとっくに『いただきます』をして、夕食に箸はしを付けている。手作り餃子ぎようざの肉にく汁じゆうの香かおりがこちらにまでぷんと漂ただよってきて、空きっ腹に大変こたえる。ちくしょう、俺も温かいうちに食いたいな。


　というかこの野や郎ろう、我関せずって顔で静観しやがって。面めん倒どうなことはぜんぶ俺に任せるつもりか……いやまあ、確かにこれは俺の問題であって美園の問題じゃないんだし。下手に口出しされてもそれはそれで、って思うけどさ。


「妾の慈じ悲ひにより」


　ガキのたわ言はまだ続く。


「貴様らの生き血をよこせ、とは言わぬようにしてやっておるのに。にもかかわらずこれ以上増長するというなら、妾にも考えがあるぞえ？」


「考えってなんだよ」


「ふん。妾がその気になれば、貴様ら脆ぜい弱じやくな人間どもなんぞ指先ひとつであの世行きだ、ということを忘れるでない」


「お前さっき押さえ込まれてたじゃねーか。俺と美園に。余よ裕ゆうで」


「あれは腹が減って動けんかったからじゃ！　貴様らの生き血を一ひと滴しずくでも口にすれば、たちどころに我が力は蘇よみがえり、貴様らを瞬またたきひとつの間に塵ちりと化してくれようぞ！」


「でもまあ、その生き血は用意してないわけで」


「それゆえ早く用意せよと申しておる！　貴様らに目に物を見せてやるためには是ぜが非ひでも必要なのじゃ！」


　まあ。


　そんなこと言われて用意するバカはいないわけだが。


　しかしこのガキ、しゃべり方はエラソーだし、微び妙みように難しい言い回しを使ったりもしてるけど。中身はやっぱアホなガキだな。


　だったらしょうがねえ。


　こっちは余裕ある大人として、根気よく子供を諭さとしてやるとするか。


「ええとお前……名前なんだっけ」


「マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスじゃ」


「ＯＫ、マリーなんとやら。じゃあこうしようぜ。お前の要求どおり、生き血を調達してきてやる」


「ふむ。殊しゆ勝しような心がけである」


「じゃ、ちょっくら近所の肉屋に買い物行ってくるわ」


「ちょっと待て貴様」


「あん？　なんだよ」


「肉屋というのはあれであろう？　貴様らが育てた家か畜ちくの肉を売る店ではないのか。そんな場所で人間の生き血が調達できるのかえ？」


「おう。心配すんな」


「そうか。ならばよい」


「ま、鼻つまんで飲めば何の血かわからねーよな」


「き、貴様！」


　たちまち怒ど気きを発するチビガキ。


「この妾に畜ちく生しようの血を飲ませるつもりか!?　そんなもので妾の飢うえが満たされると思うてか、うつけ者！」


「うっせーな。どうせ成分的には大して変わらねーだろ？　お前あれか？『コーラといえばペプシ。これは譲ゆずれん』とか言って、コカ・コーラを毛け嫌ぎらいするタイプか？　こちとらお前の身元やら無礼やらは脇わきにおいた上、作ってやったメシを食わねえワガママにも目を瞑つぶってやって、そこからさらに血まで用意してきてやる、って言ってんだ。いい加減に妥だ協きようしろよ」


「妥協とかそういう問題ではない！　そもそも妾の身体からだは、人間の生き血しか受け付けんようになっておるのじゃ！　それ以外のものを口にしたところで、なんら我が血肉にはなりえぬ！」


　あーもう。


　めんどくせえ設定だな。


　しかし人間の血、ねえ？


　ここらで都合よく鼻血でも出てくれれば、調達すること自体は簡単なんだけど。さすがにそういう訳にもいかんし。かといって自分の身に傷を付けてどうこう、ってのは、いくらなんでもサービスしすぎだろう。


　ふうむ。


　刃は物ものを使ったりすることなく、平和に、自然に出血するパターン。それでいて鼻血以外の何か、となると──


「竜りゆう之の介すけ」


　その瞬しゆん間かん突つき刺ささる、美園の氷のような視線。


「今わたしの下腹部に視線を向けた理由。教えてもらえる？」


「ん？　何の話──」


　ごす


「ほぐあっ!?」


「教えてもらえる？」


「いやだから何の話──」


　ごす


「ふぐおっ!?」


「ねえなに考えてた？　今どこから血を調達しようと思ったか、言ってみなさい」


「ご、誤解だ。そんなこと俺は──」


　ごす


「う……ぐお……」


「言ってみなさい。怒おこらないから」


「いやもうすでに怒って──」


　ごす


「み、美園、話を聞──」


　ごす


　ごす


　ごす


　次々と繰くり出だされるキックが、ちゃぶ台の下で的確に俺の下半身を破は壊かいしていく。


　いかん。このままだと俺は赤ちゃんのつくれない身体になってしまう。


「こ、これ貴様。そのくらいにせんか」


　もはや声も上げられぬ俺に代わって、チビガキが仲裁に入った。


　あまりの惨さん事じをさすがに見かねたのだろうが、さっきまでの傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度はどこへやら。顔色は青いし声も震ふるえっぱなし。


「そやつが死ぬと、妾に生き血を提供する者がおらんようになる。もう少し配はい慮りよしてたもれ」


「……そうね。その通りね。ごめんなさい」


　笑顔で素直に謝り、あっさり破壊活動を停止する美園。


　この幼なじみがキレたら我が親おや父じ様でも止められないし、尊敬する母さんですら時には手に余るほどだから。この状況はかなりのレアケースと言える。


　これはアレだな。


　美園としては、金きん髪ぱつのガキの扱あつかい方をまだ計りかねているのだろう。いつもみたいに外そと面づら全開の優等生で接するべきなのか、それとも俺と接する時みたいに本性丸出しでいくべきなのかを。


　でもってこれでチビガキも理解したはずである。


　美園がいかに危険な人物であるか。それにくらべて俺がいかに人間のよくできた、やさしい男であるか。


　躾しつけの第一歩は、逆らっていい相手とそうでない相手を理解するところから始まり、頼たよるべき相手が誰だれかを理解させることで完成をみる。ふふ、計算どおりだな。捨て身の策に出た甲か斐いがあったってもんだ……え？　いや、負まけ惜おしみとかじゃねーって。いやマジで。


「まあとにかくだ」


　俺は下腹あたりをさすりつつ、滝たきのように流れる脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながら、


「そういうわけで、ちょっと生き血を用意するのは難しい」


「そうかしら？」


　と、すまし顔で食事を再開している美園が横よこ槍やり。


「わたしがその気になれば、今すぐにでも用意できるけど。新しん鮮せんなやつを、たっぷりと」


「ほう。その血はどっから調達してくるんだ」


「別に鼻血でもいいわよね？」


「おいこら待て。俺の顔の中心部分を見つめながら不ふ穏おんなことを口走るな」


　それは事実上、俺が調達するのと一いつ緒しよだろが。


「とにかくそういうことで、今日のところはガマンしろ。ええと……マリーなんとやら」


「マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス」


　チビガキはしかめっ面で、


「いい加減に覚えぬか、うつけ」


「すまんすまん。それでまあ、俺が言いたいことは、だ」


「ふむ？」


「騙だまされたと思って俺のメシ食ってみろよ。ぜったい美味うまいから」


「嫌いやじゃ」


「つかほんと美味いって。マジで。いやほんとに」


「何と言われようと断る」


「お前って高貴な夜の血族じゃなかったっけ？　だったら出されたもんは食う、ぐらいの礼れい儀ぎは示してみせろよ」


「ええい、しつこいぞ貴様！　食わぬと言うたら食わぬのじゃ！」


　むう。


　なんだかアレだな。


　野菜嫌ぎらいの娘むすめに無理やりピーマンを食べさせようとしてるような、そんな構図になってきたな。うーんどうしたものか。


　……まあ本来ならば、である。


　そこまで人間の生き血とやらにこだわるなら、別に少しぐらい分けてやってもいいのだ。『一ひと滴しずくでもいい』みたいなこと言ってたし、その程度なら俺が指にちょいと針を刺せば済む話。何なら俺の血を吸ったヤブ蚊かでも用意してやりゃいい。


　にもかかわらず、俺がその選せん択たくをとらないのは。他ならぬ我が親父様の有り難いお言葉があるからだ。


　


　というわけで、回想シーンの中でさらに回想シーンといこう。


　二度目の電話の時。最後に親父はこう言った。


『バカ息むす子こ。お前に三つのアドバイスをくれてやる』


「ほう。拝はい聴ちようしようじゃねえか」


『その一。この件はまだ燿よう子こには黙だまっとけ』


「まあそうだろな。隠かくし子ご疑ぎ惑わくもあることだし」


『滅めつ多たなことを言うんじゃねえ。隠し子じゃねえけど、燿子が知ったらそれはそれで面めん倒どうなことになるんだよ』


　親父の声は珍めずらしく苦々しい。


「なんだ。なんか因いん縁ねんでもあんのか？」


『ガキはまだ知らなくていい話だ。でもってアドバイスの二つめだけどな、お前ちゃんとアレ持ってるか』


「コンドームなら持ってねえよ？　俺まだ必要ねえし」


『馬ば鹿か、そのアレじゃねえ。お前に渡わたしてある例のお守りだよ』


「ああ。あれのことか」


　俺が物心つく前からずっと身につけている、うさん臭くさい護ご符ふのことだ。


【剛ごう蓮れん寺じ謹きん製せい】と、まんま恥はずかしげもなくプリントした、その実どこぞ東南アジアあたりの町工場に発注したと思おぼしき安物、なのだが。


「親父が口うるさく言うから、肌はだ身み離はなさず身につける習慣がついちまってるけどさ。つってもこんなチャチなもんつけてて何になるのかね……どうせ中身はアレだろ？　適当なお経を書いた紙が入ってるとか、そんなんだろ？」


『中身なんざ何だっていいさ。とにかくそいつはずっとつけてろ。寝ねる時も風ふ呂ろ入る時もクソする時も、一秒の例外なく、死ぬまでだ。親父様のありがたい忠告なんだから死ぬ気で守れ。できるな？』


　まあ特に否やはなかったので、その忠告は受け入れた。とっくに慣例になってることだから、今さらやめる方がむしろ気持ち悪いし。


『で、最後のアドバイスだけどな』


「おう」


『あのガキ、たぶん人間の血をよこせつって大おお騒さわぎするだろうけどよ。まあやらないほうが身のためだな』


「……いや。忠告されるまでもなくやらねえよ、そんなもん」


『そうか、それならいい。まあそれじゃしっかりやれよ？　任せたぜ？』


　


　──以上、回想の回想おわり。


　放任主義で自分勝手なクソ親父だから、助言みたいなものは滅多にしないけど。俺の記き憶おくしてる限り、アイツの助言が外れた例ためしは一度もない。


　むしろたまにしか助言しないだけに、その指し摘てきはえらくピンポイントだったりする。


　その点だけはいくら気にくわないアイツのことでも、公正に評価しなくちゃいけないわけで……ゆえに今回ガキがどれだけわめこうとも、血をやるのはやめておこうと思う所存なのだ。


「いまだに理解しておらんらしいゆえ、いま一度言ってやる！　耳をかっぽじってよく聞くがいい！」


　ガキはガキでいい加減苛いら立だってきたのだろう。


　歯を剝むき、指をこっちに突つきつけながら、


「そもそも妾わらわの身体からだは、人間の生き血しか受け付けんようになっておるのじゃ！　それ以外のものを口にしたところで、なんら我が血肉にはなりえぬ！　わかったら早う人間の生き血をもってまいれ！」


　とはいえ、こっちはこっちで譲ゆずる気もない。


「よしわかった。じゃあこうしようぜ。ええとなんだっけ、マリー何とやら」


「いい加減に覚えよ！　我が名はマリー＝フランソワーズ＝ヴィぐっ」


　ごりっ、といういい音がした。


　次の瞬しゆん間かん、チビガキが口を押さえて悶もん絶ぜつする。


「おい。大だい丈じよう夫ぶか？」


「……！　……！」


「ったく。自分でも舌した嚙かむぐらい長い名前なんだから、適当に縮めればいいのに……あーわかったわかった悪かったよ、そんな目でこっち見んな。……えーとそれでだな、とりあえず提案があるんだが」


「……何じゃ。申してみよ」


「メシってやつはな、たいていの場合は冷めるとまずくなるもんだ。まして今日は中ちゆう華か系の料理をそろえてある。中華料理は火の料理、つってな。数ある料理の中でも出来たてのアツアツを食わなきゃ意味がねえ。……もうだいぶ冷めちまったけど」


「それがどうした」


「ぶっちゃけ俺は腹が減っている。腹が減ってちゃ戦はできねえし、気分だってささくれる。そんなコンディションじゃ纏まとまる話もまとまらねえ」


「むう……？」


「つーわけで俺、先にメシ食っていいか？」


「貴様が先に、じゃと……？」


　たちまち眉み間けんにシワを寄せるガキ。


「このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスに、下僕たるべき貴様よりも後に食事をとれ、とな？」


「まあそう言うなよ。ちゃちゃっと食うからさ。十分、いや五分でいい」


「ぬう……」


「それにあれだ、腹を満たして体力つければ、より質の良い生き血を調達できる、かもしれねえ。そうなればお前にとっても悪くない話だろ？」


「むにゅう……」


　しばし難しい顔をしていたガキだが、やがて偉えらそうにふんぞり返って、


「……三分じゃ。それ以上は待てぬ」


「ＯＫ。それでいい」


　作戦の第一段階はこれで完かん了りよう。


　さてお次は、と。


（美園。おーい美園）


　我関せずの顔でメシを食いつづけ、その実、一部始終をつぶさに観察している幼なじみへアイコンタクト。付き合いの長いあいつのことだ、この目配せひとつで俺の意図は汲くんでくれるだろう。


「さて、それじゃいただきまーす」


　というわけでミッションスタート。


「どれどれ、何から食おうかな……よっしゃ、まずはこの、肉にく汁じゆうたっぷりの餃子ぎようざからいこうか」


　箸はしでひとつ摘つまみ、タレをつけて口に運ぶ。


「おおう……この芳ほう醇じゆんな味ときたら」


　俺は天上の音楽に耳を澄すますみたいに目を閉じて、


「朝仕入れたばかりのキャベツとニラのうまみ、そして肉屋でわざわざ挽ひいてもらった豚ぶたミンチのコク。そのふたつが渾こん然ぜん一体の餡あんとなって、絶ぜつ妙みようのハーモニーを奏でている。そして何より餡をやわらかく包む皮の秀しゆう逸いつなことよ……粉から打った皮は甘みがあって、それでいて油をたっぷり含ふくんでカリッと焼きあがって、餡の味をこの上なく引き立てているな。いやはや、自分で作っておいてなんだけど。こりゃー美味い」


「ええそうね」


　美園が相あい槌づちを打って、


「でも忘れちゃいけないのは、餃子と相性ぴったりのこのタレよ。ＸＯ醬ジヤンと豆トウ板バン醬ジヤンをベースに、いくつもの醬ジヤンをブレンドして数日寝かせ、少量の紹しよう興こう酒しゆと黒くろ酢ずで伸のばしてあるわ。甘味と酸味と辛から味みが絶妙にバランスが取れてて、このタレがあるだけでもご飯が何なん杯ばいだって食べれそう。これ、ダイエット中の女の子にはぜったい食べさせられないわよね。身体にも心にも毒どくだから」


　……ふ。


　さすがは長年の幼なじみだ。俺の作戦に上手く乗ってくれてる。こういうところはホント頼たよりになるよなこいつ。


「竜りゆう之の介すけってほんと料理だけは上手よね。味にだけ限って言えば、今すぐ店を出しても通用するわよ」


「まあな。なんせ材料に金かけてるし、手間もたっぷり掛かけてるからな」


「それにこれ、このレバニラ炒いためよね。普ふ通つうはレバーって多少は臭みとかあるんだけど、これってそういうのはぜんぜんないのよね」


「まあな、これも今朝シメたばっかりの豚のレバーを使ってるからな。生で食ってもなんの問題もないくらい鮮せん度どがいいからよ、元から臭みなんてほとんどねえんだ。その上で下ごしらえもきっちりやってるし、これで変な臭においとかしたら物理的におかしいってレベルよ。内臓系が苦手なやつに出してもぜったい食わせる自信あるぜ」


「そうよね。ほんと言うとわたしもあんまり内臓系って得意じゃないんだけど、このレバニラに関してはまったく別物よね」


「あとはやっぱあれよ、火だよ火。ウチは業務用のコンロ入れてるからさ、普通の家庭じゃぜったいに出せねえ火力が出るんだよ。その火力を全開にして、短時間でさっと炒めてるからさ。レバーにも野菜にも、ギュッと旨うまみを閉じ込めることができるんだよな。これで不味まずいわけがねえ」


　キャッキャウフフと、それはもう楽しそうに。


　二人して料理の感想を語り合う。


　俺と話す時はいつも殺さつ伐ばつとしている美園も、この時ばかりはヨソ行き用のスマイル全開、今すぐ料理番組の司会が務まるレベルで愛あい想そを振ふりまいている。


「むう……？」


　それをひとり蚊か帳やの外で聞いてるチビガキは、対照的に不満げな表情だ。


　うん。


　今のところ順調のようだな。


　むろん賢けん明めいなる読者諸兄がすでにお察しの通り、この作戦の狙ねらいは明らか──せいぜい美味そうにメシを食ってみせ、チビガキの胃い袋ぶくろをこれでもかと刺し激げきするのが目的である。躾しつけの第二ステップは何といっても〝餌えづけ〟、これに限るからな。


「おう、こっちのマーボー豆どう腐ふの出来も最高じゃねえか。やっぱ豆腐から手作りするとぜんぜんちがうな。大豆をケチらずに作った豆腐ってのは、なんでこんなに甘くてコクがあるのかね」


「こっちの卵スープもいいわよ。味わいひかえめで、それでいてボディはしっかりしてて。料理と料理の間をつなぐ脇わき役やくとしては最適で、むしろこれだけでも主役を張って良いくらいね」


　生き血以外は受け付けない、とか意地を張ったって、身体は正直なもんである。これだけ美味そうにメシを食われて食しよく欲よくが湧わかないはずがない。


　チビガキよ、好すき嫌きらいは許さんぞ？


　まして俺の料理が食えないなんてのは論外。ぜったいに箸を付けさせてやる。


「ふーう。食った食った」


　あらかた皿を空にして、俺は膨ふくらんだ腹をさする。


「……ふん。ようやく終わりおったか」


　血走った目で食事風景を凝ぎよう視ししていたチビガキは、苛立ちを隠かくさない声で、


「さあ、腹は満たされたのであろう？　ならば早う生き血を──」


「あーすまん。その前にひとつ頼たのみがあるんだけどよ」


「頼みじゃと？」


「おう。ちょっと残っちまったんだよ、これ」


　と言って、俺は皿のひとつに視線をやり、


「そのレバニラ炒めな。最高に美味いから食いたいんだけど、さすがに腹いっぱいでもう食えねえんだわ」


「……それで？」


「悪いんだけどさ。その残り始末してくんねーか」


「始末とはつまり、妾にそれを食え、と？」


「おう」


「……貴様、頭に虫でも湧いておるのか？　食えぬものは食えぬとさっきから言うて」


「ほれ」


　有無を言わさず、レバニラの皿をガキの鼻先に突き出だしてやった。


「いや、ほんと頼む。このとおり。人助けだと思ってさ」


「…………」


　黙だまり込むガキに、俺は内心でほくそ笑む。


　計算どおりだ。


　さっきまでは匂においも嗅かぎたがらなかったガキが、今はレバニラを目の前にしても嫌いやがるそぶりがない。むしろ興味深そうに残り物の料理を観察し、小鼻を少しばかりくんくんさせて、


「むう……？　これはいい匂い、なのか……？　何やら覚えのある匂いも混じっておる気がするが、はて何であったか」


「食ってみろよ。ちろっと舐なめてみるだけでもいいからさ」


「…………」


　じろりと俺を見、次いでレバニラの残りを見る。


　俺、レバニラ、俺、レバニラ、と何度も視線を往復させて。


　やがて生まれて初めてカブトムシを触さわる子供みたいに、ガキはゆっくり手を伸ばして。


　レバニラ炒めのタレの部分に指をちょっとだけつけて。


　ぺろり。真っ赤な舌を出して舐め取った。


「むう……？」


「どうだ？　美味いだろ？」


「う……まい。ような。気がする。なぜじゃ？」


「んなこと言ったって美味いもんは美味いんだよ。ほれ、タレだけじゃなくて他のも味見してみろ」


「むう」


　言われてガキは、レバーの切きれ端はしをつまんで口にいれる。


　もにゅもにゅ。


　もにゅもにゅ。


「…………。うまい」


「おう。そうだろ？」
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「解げせぬ。人間の口にする糧かてを妾わらわは受け付けぬはず……一体どうなっておる？」


「さあな。腹減ってるから何でも美味いんだろ」


「むう」


「とにかく美味いことはわかったんだ。残りも食ってみろよ」


「むう」


　しきりに首をひねるガキだったけど、それでも俺の料理が美味いという事実は動かしようがない。


　もうひとかけら、レバーを口に入れる。


「むう」


　さらにもうひとかけら。


「むむう」


　今度はニラとモヤシをいっしょに。


「むむむむむむう」


「つかお前。箸つかえよ箸」


「むう、おかしい。なぜじゃ。なぜこんなに美味く感じる？」


　残り物のレバニラを平らげると、今度はもともとガキのために用意してやった皿の方にシフト。


「うむ。食える。うん、悪くない」「いやむしろ美味い。これは美味いぞ」「解せぬ。一体どうなっておるのか……こんなものを食べて腹を壊こわしたりはせんのかのう、心配じゃのう。いやしかしそれにしても美味い」


　むしゃむしゃ。もりもり。


　見る間に皿の中身が減っていく。


　ちなみにさっきガキが言っていた『何やら覚えのある匂い』ってやつだけど。たぶんその答えはニンニクである。夏だしスタミナをつけねえと、ってことで、普ふ段だんよりたっぷり入れてるからな。ほんとにこいつが吸きゆう血けつ鬼きなら、そりゃまあ未知のエリアに踏ふみ込んでるんだろうさ。


「これ、りゅうのすけとやら」


「おう？」


「何をぼんやりしておる。妾の皿はすでに空であるぞ」


「おう、完食しやがったか。だから言ったろ、美味いって」


「いいから早うお代わりを持ってまいれ。久方ぶりの食事ゆえ、まだぜんぜん足りぬ」


「わかったちょっと待ってろ。何か作ってやる」


　


　──その後。


　面めん倒どうなガキを餌づけできたことに気をよくした俺は、ガキの望むままに料理を運んでやったのだけど。


　今にして思えばこの時のことが間ま違ちがいの始まり、ってことになるんだろな。やっぱ。




　　　八月十八日【同居二十九日目】（ＰＭ７：00）







　というわけで回想終しゆう了りよう。


　時間はふたたび現在に戻もどって、江え藤とうの髪かみを乾かわかし終えた夕暮れ時。


　我が宇う堂どう家の食しよく卓たくでは、ちょい遅おそめの夕食風景が展開している。


「りゅうのすけ！　おかわりじゃ！」


「おいこら江藤。お前どんだけ食うつもりだ。そろそろお櫃ひつのご飯が無くなっちまう」


「そのような些さ細さいな問題でつべこべ言うでない！『ご飯が無くなったなら炊たき直せばいいじゃない』みたいなことを、アントワネットも申しておったぞ！」


「他家よそは他家よそ、宇堂家うちは宇堂家うち。ここじゃ一日に炊く米の量ってのは決まってんだよ。あとアントワネットさんのそのセリフってガセだからな？」


「ええい、せこい話じゃな！　この家は高貴な客人に食わせる米にすら不自由しておるのかえ!?」


「けっこういい米使ってんだよウチは。あとお前がとにかくたくさん食いすぎる。ただでさえ動物どもに食わすエサ代がバカにならねえんだ。そこへお前みたいに大食いな動物が居ついちまったから、こちとら家計が火の車なんだよ」


「貴様りゅうのすけ！　妾を動物あつかいするなと何度も──」


「ほれ。お代わりこんなもんでいいか？」


「おお、妾好みの特盛りではないか！　さすがりゅうのすけ、話がわかる！」


　画に描かいたような『特盛りごはん』を満足げに搔かき込む江藤を見ながら、俺は内心でため息である。


　いやはや。


　生き血生き血と喚わめかなくなったのはいいけど、その代わりにこのザマだ。


　最初はあれだけ俺の料理を拒きよ否ひしてたのに、とにかく今じゃよく食う。


　ひたすら食う。


　なんら生産活動に貢こう献けんしてないくせに、カロリー消費量は人の数倍という、まったくもって地球に優しくない、表ひよう彰しようもんの腐くされニートの誕生だ。世界選手権とかあったらメダル確実だろうに、惜おしいこった。


　まあ手のひらを返した今となっては、『りゅうのすけの料理は最高じゃな！』とベタ褒ぼめ状態なので、必ずしも悪い気はしないのだけど。いや、しかしそれにしたってなあ。餌えづけは躾しつけの重要なプロセスだけど、ちと味を覚えさせすぎたか。


「りゅうのすけ！　おかわりじゃ！」


「……あのな江藤。『居候、三杯ばい目にはそっと出し』って言ってな。お前みたいな立場のやつは、もちっと遠えん慮りよするのが常識なんだ。ちっとは考えろ」


「かっかっか、無理を言うでない！　何しろ妾は燃費が悪いからのう！」


「ちっ。七〇年代のアメ車かお前は。プリウスを見習え」


「妾にとって効率のよい栄養源とは、人間の生き血に他ならぬ！　貴様が生き血を提供せぬゆえ、仕方なしに人間の食事でガマンしてやっておるのじゃ！　そのことをゆめゆめ忘れるでないぞ！」


「うそつけ。毎日美味うまそうに食ってるくせに」


「それよりりゅうのすけよ！　今日の料理は美味いには美味いが、エビのつみれにちと臭くさみが残っておるな！　下ごしらえに手を抜ぬいてはならんぞ!?」


　……この野や郎ろう。


　ニートの分際で、いっぱしの評論家気取りか。ちとお灸きゆうを据すえてやる必要があるな。


「わたしも同感ね」


　と、思わぬところから敵に援えん軍ぐん。


　江藤の毛け繕づくろいをしたついでに夕食をお呼ばれしている、我が幼なじみだ。


「つみれだけじゃなくてこっちのお吸い物のお出だ汁しも、カツオとか昆こん布ぶのえぐみが出ちゃってるわね」


　宇堂家と芹せり沢ざわ家は、昔から家族ぐるみの付き合いをしているから。美み園そのがウチの食卓に座るのは珍めずらしくない。すでに述べたとおりコイツは不器用で、不器用というからには料理も下手くそだし。芹沢の親おや父じさんとお袋ふくろさんが亡くなってからは、けっこう頻ひん繁ぱんにウチの飯を食いに来るようになった。


　とはいえ遠慮も慎つつしみもある女だから（俺に対する時を除く）、母さんあたりが食事に誘さそってさえ辞退することもあったのだが。江藤が居着いてこの方は、呼ばれもしないのに食卓に座ることが多くなった。


　いやまあ、いいんだけどな。幼なじみに飯を食わせてやるぐらいのことは。


「せっかくわざわざ食べに来てるんだから、手て抜ぬきは勘かん弁べんしてもらいたいものね。幼なじみとはいえ客は客なんだから。おもてなしの心を忘れず、ひとつひとつの料理に真心を込めて。そうすればこんなイージーミスは防げるでしょうに」


　…………。


　いや、まあ。


　食わせる分にはいいんだけどさ。


　どうしてウチのタダメシ食らいどもは上から目線というか、偉えらそうというか、余計なひとことが多いのかね？


「ちくしょう、なんか腹立ってきたぞ……ええい、これ以上お前らに食わせるメシはねえ！　もう帰ってくんな！」


「そう短気を起こすものではないわ」


　すまし顔でお吸い物をすすりながら、美園。


「それもこれも、竜りゆう之の介すけの料理の才能を高く評価してるからなのよ。あんたならもっと美味おいしいものを作れる、それを知ってるからこそ辛から口くちにもなるんだわ」


「むう。いやまあ、そうかもしれんけどさ」


「それに竜之介の料理って、美味しいだけじゃなくて栄養バランスもしっかりしてるから。ダイエットにはちょうどいいのよね。食べる量を減らしても、しっかり栄養は取れるから」


「なんだお前。ダイエットしてんのか」


「ええ。ちょっとね」


「へえ。太ったのか」


「ええ。胸がね」


「……お前、そういうセリフ口にしてるとそのうち刺さされるぞ」


「だいじょうぶよ。あんたの前でしか言わないから」


　……まあその点は信用してるけどな。


　コイツの裏表ありっぷりはホント半はん端ぱねえんだ。


「しかしお前ってさ、俺の料理を美味いとは言ってくれるけど。ケチもけっこうつけてくるよな。それも重箱の隅すみをつつく的なやつをさ」


「そりゃそうよ。そのくらいしかケチをつけるところもないし」


「んだよ。自覚あってやってんじゃねえか。クレーマーかお前は」


「……そりゃクレーマーにもなるわよ」


　お椀わんを口につけながら、ぶつぶつと。


「こっちが足元にも及およばないくらいあんたの料理は美味しいんだから……こんなんじゃ、わたしから手料理をふるまうなんて夢のまた夢じゃない。こっちの身にもなれ、ってもんよね。八つ当たりとはわかってるけど」


「え、なんだって？　よく聞こえねー」


「それで結構よ。聞かなくてもいいことだから」


「んだよ、またそれか。お前最近それ多いなあ」


「りゅうのすけ！　おかわりじゃ！」


　そこで無ぶ遠えん慮りよに割り込んでくる居候。


　空の茶ちや碗わんを差し出しながら屈くつ託たくなく笑ってるのを見ると、腹を立てるのも馬ば鹿からしくはあるけれど。


「……あのな、お前はそろそろ空気読むことを覚えろ江藤。あとお代わりはもうねえ。お前がぜんぶ食い尽つくした」


「ご飯が無くなったなら炊き直せばいいじゃない！」


「うるせえもう米が残ってねえんだよ。腹八分目でガマンしとけ」


「なんと!?」


　江藤は目を丸くしたかと思うと、一気にテンションの下がった顔になり、


「つまらんのう、つまらんのう！　妾わらわの退たい屈くつを慰なぐさめてくれるのは美味なる食事のみだというのに！　これでは生きている意味などないわ！」


「てめえこの野郎。お前がこれまで夢中になってクリアしてきたゲームたちに謝れ。もしくは今すぐ死ね」


「ええい、座が白けた！」


　ふん、と鼻を鳴らし、その場で仰あお向むけにひっくり返って。


「妾はもう寝ねるぞ！」


「おいこら。そんなところで寝るな。寝るなら二階行け」


「ふん、それはできぬ相談じゃな！　妾の血糖値は限界まで上がっておるゆえ、もはやここを一歩も動けぬ！　りゅうのすけがお代わりさえ用意しておれば、こんな惨さん事じにはならなかったのにのう！　まったく無念なことよ！」


「なに責任なすりつけてやがるてめえ。いいからさっさと二階に──」


「……すう……すう」


「…………」


　嗚呼ああ──。


　信じがたい、信じたくもない事実ではあるが。


　この音は紛まごう方かたなく、疑いようもなく、聞きき間ま違ちがえようもなく。


　無む駄だメシ食らいの鼻から漏もれる、幸せそうな寝ね息いきなのである。


　この居候め。コンマ数秒で眠ねむりの世界に誘われやがった。のび太かお前は。


「うーんむにゃむにゃ……もう食べられんぞえ……」


　しかも言うに事欠いてその寝ね言ごとか！


　おまけに美園のお古のワンピースはへそまでめくれていて、パンモロの大おお盤ばん振ぶる舞まい。さらにはたらふく膨ふくれた腹のあたりをポリポリ搔くというあさましい姿……その堕だ落らくっぷりはのび太ですら足元にも及ぶまい。


「この野郎……仏の竜之介と呼ばれる俺もさすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたぜ。お仕置き決定だな」


「お仕置きについてはわたしも賛成だけど」と美園。「でもどうやって？」


「ああん？　そんなもん決まってんだろ。ひん剝むいたケツを思いっきりしばき倒たおして痛てててててて!?」


「あんたね、いい加減その前時代的なお仕置きをやめなさい」


「馬鹿お前、ガキに言うこと聞かせるにはコレが一番だって昔から相場が──痛ててててて痛い痛い痛い！　おいこら美園、箸はしで鼻の穴をつまむのをやめろ！　それは料理をつまむための道具だ！」


「いいからお尻しり叩たたきはやめなさい。子供と言ったって、江藤さんは見た目けっこういい年ねん齢れいなんだから。絵的にまずいでしょうが」


「いいや、やめないね！　むしろ尻を叩くってのは絵的にまずいからこそ、お仕置きとして効果があるんだ！　つうか他人がよそ様の教育方針に口出しするんじゃねえ痛てててて痛いやめろ鼻がもげる！」


「いま何て言った？　十何年の付き合いになる可愛い幼なじみに対して、他人と。そう言ったのかしら？　ん？」


「いやすまん、口がすべった！」


「おばさまに報告しようかしら」


「それだけはご勘弁を！」


「ふん、まあいいわ。いずれにしてもここらで一度、徹てつ底てい的てきに話し合う必要があるみたいね。そこに直りなさい竜之介」


　


　──と、いうわけで。


　江藤に教育的指導をくれてやるはずが、なぜか俺の方がお灸を据えられる形になってしまった。理り不ふ尽じんすぎる。


　まあいい。


　ともあれ、江藤という名前の自じ称しよう・吸きゆう血けつ鬼きが我が家に住み着くようになった経けい緯いは、およそこんな感じだ。


　ここから先の物語は引き続き、


　


　①すっかり堕落して腐くされニートにクラスチェンジした江藤の腐れっぷり


　②いかにして江藤が腐れていったか、その経緯


　


　について、いくつか搔い摘つまんでレポートしていく。読者諸兄には、江藤の世話をする俺の苦く心しん惨さん憺たんっぷりをご理解いただく一助としていただければ、これ幸いである。




　　　八月十九日【同居三十日目】（ＡＭ４：00）







　先にも述べたとおり、現在は夏休みのまっただ中。


　午前四時には空が白み始め、五時にもなれば世界はすっかり光を取とり戻もどす、爺じいさん婆ばあさんにおあつらえ向きの季節だ。


　そしてこの俺、宇う堂どう竜りゆう之の介すけの朝もまた早い。


　四時ぴったりに目覚まし時計をセット、時計が鳴り始める直前に必ず目を覚ます。


　ぼさぼさになった髪かみを搔かき、あくびをしながら伸のびをひとつ。


　たったそれだけで俺のスイッチは簡単に入る。目はバリバリに冴さえ、血圧も通常値に戻り、あっという間に活動可能なコンディションが整う。普ふ段だんから送っている規則正しい生活の賜たま物ものである。


「おいこら江え藤とう。起きろ」


「ふみゅ……」


　タオルケットをはね除のけ、布団からもずり落ち、大おお股またひらいて寝息を立てている居候に声を掛かけるけど。当然というか何というか、自称・吸血鬼が目を覚ます気配はない。


　ちなみに江藤が俺の部屋で寝ね起おきしているのは、夜中のトイレにひとりじゃ行けないとかほざくからである。うざいにも程があるが、下手にガマンさせて寝ね小しよう便べんでもされるよりはいくらかマシだ。むろん、美み園そのの抜ぬき打うち査察に注意する必要があることは言うまでもない。


「おいこら。いつまで寝てやがる。さっさと起きろ」


「うう～ん……これ以上はもう食べられんぞえ……」


「お前の寝言はそれしかないのか」


　呆あきれつつ、まずは俺自身の朝の支度だ。


　カーテンを開けて朝日を浴び、窓も開け放って大きく深呼吸。今日の天気予報は昨日のうちにチェック済み、自分の布団をベランダに晒さらして日干しの準備ＯＫ。


　さらにはパジャマを脱ぬいでＴシャツとジーンズに着き替がえ、さしあたり現時点でやれることは全部やり終えた、のだが。


「むにゃ……すう、すう……」


　まったくもって予想どおり、江藤は夢の世界に旅立ったまま。


　うん。


　そろそろ強制執しつ行こうタイムだな。


「おいこら。起きやがれ」


　一度は止めた目覚まし時計を、江藤の耳元でスイッチオン。


　ＺＲＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！　ＺＲＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ！


「む……うん……むにゃ……」


　たちまち無骨な騒そう音おんが部屋に響ひびきわたるも、ターゲットは眉まゆ根ねを寄せて身じろぎしたのみ。目を覚ます気配はない。


「おい。起きろ」


「むうっ……」


　ほっぺたをペチペチ叩いてやると、今度は剝はがれていた布団をひっつかんで丸まりやがった。


「てめえ、起きろつってんのに」


「むにゃ……」


　ふたたび布団を引き剝がそうと試みるも、火事場の何とやらというやつか。思いのほか強い力で抵てい抗こうしてくる。普段は箸を持つのも苦労するぐらい非力なくせに、こういう時だけはこんガキャ……。


　しょうがねえ。


　この手の輩やからを釣つる奥の手は、古来よりただひとつである。


「おい江藤。起きろよいい加減に」


「…………」


「そろそろ起きねーとマジでキレるぞこら」


「…………」


「そうか起きないか。残念だな。今日の朝メシはレバニラにしようと思ってたのに。起きないなら俺ひとりで食っちまうかな」


「レバニラ!?」


　効果は抜ばつ群ぐんだった。


　ぐずっていた江藤が一いつ瞬しゆんで跳はね起おき、目をキラキラさせて、


「ほんとうか!?　ほんとうじゃな!?　うそではないな!?」


「おう。うそじゃないぜ」


「うひゃはー！　さすがはりゅうのすけじゃ、話が分かる！　朝からレバニラが食べられるとは、盆ぼんと正月がいっぺんに来たみたいじゃのう！」


「そうか。そりゃよかったな」


「妾わらわはまだ夢を見ておるのかのう!?」


「不安なら自分のほっぺたをつねってみりゃいい」


「そうか、そうじゃな！　早速そうしよう……おおう、痛い！　めちゃくちゃ痛いぞえ！　夢ではない証しよう拠こじゃのう、にゅふふふふ！」


　テンション上がりっぱなしであった。


　ま、レバニラひとつでここまで上がってくれるなら安いもの、ではあるのだけど。


「あ、そうだ。言い忘れてたわ」


「なんじゃ？　まさかレバー少なめで野菜たっぷりにする、とでも言うのではあるまいな？」


「んなことしねーよ。その手の炒いため物は、肉っ気と野菜っ気のバランスが肝かん心じんなんだ」


「ではあれか？　まさかピーマンを入れるつもりか？　そんなものはレバニラと認めぬぞ？」


「話が合うな。俺もピーマンは入れない派だよ」


「むう。じゃあ何を言い忘れたと……？」


「おう、実はな。『今日の朝メシはレバニラにしようと思ってた──ただし江藤が良い子にしていたら』って言うつもりだったんだわ」


「んな!?」


「いやーすまんすまん、なんかセリフを省略しちまったな。どうやらあらぬ誤解を招いちまったみたいだぜ……悪いことをした」


「き、貴様！」


　先ほどまでのテンションはどこへやら、今にも泣きそうな顔になって、


「妾をだましたのか!?　だましたのだな!?」


「人聞きの悪いこと言うんじゃねえ。良い子にしてたらほんとに作ってやるつもりだったんだよ。ちゃんと材料だって用意してある」


　つっても冷れい凍とうモノのレバーだから、味は落ちるけどな。


「しかしながら残念なことに、お前は良い子ではなかった。俺が何度も起きろと言ったのに起きなかった。あまつさえ、布団に包くるまって二に度ど寝ねをむさぼろうとしやがった。これじゃあれだな、とてもじゃねーけど良い子だったとは言えねーよな？」


「待つのじゃりゅうのすけ。あれはほんの出来心なのじゃ」


「お前、これまでちゃんと早起きした例ためしねえだろが」


「そうは言うが、そもそもりゅうのすけの朝は早すぎるのじゃ！」


「馬ば鹿か野や郎ろう。早起きは三文の得、って言ってな。早起きして損することなんて基本ねえんだよ。一日をたっぷり長く使えるし、家事だって好きなだけやれるだろ」


「それは貴様の好き勝手じゃろう!?　なにゆえ妾まで貴様のレアな習慣に付き合わねばならぬ!?」


「宇堂家の人間は今、俺しかいねえ。てことは宇堂家のルールは俺が決める、ってこった。わかるか？」


　これまで何度も言って聞かせたことを、改めて宣言する。


「でもって俺のルールじゃな、この家で寝起きする人間はきちんと早起きして、規則正しい生活を送ることになってるんだよ。ＯＫ？」


「子供にはたっぷりの睡すい眠みんが必要なのじゃ！」


「なんだお前。自分を子供だって認めるのか？」


「ええい、揚あげ足あしを取るでない！　というか妾は夜の血族ゆえ、そもそも陽が昇っておる間に起きるのが苦手なのじゃ！　その点を理解せよ！」


「なんだ。まだ生きてたのかその設定」


「設定とはなんじゃ設定とは！　貴様、このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスを愚ぐ弄ろうするか!?」


「へーへー。わかったからもう起きろ。いい加減目は覚めただろ？」


「嫌いやじゃ！　妾はぜったいに起きぬぞ!?　かくなる上はストライキじゃ！　レバニラを食べさせると約束せぬ限り、妾はこの布団から一歩も出──」


「と言ってる間に片付けちまうんだけどな。よっこらせ、っと」


「にぎゃあああああああ!?」


　俺に抗こう議ぎしているスキに布団を引っぺがし、さっさと押し入れに仕舞い込む。


「き、貴様は鬼おにか!?　さては人の皮をかぶった鬼なんじゃな!?　そうじゃろう!?」


「いや、たぶん鬼はお前の方だ。吸きゆう血けつ鬼きだし」


「妾をたばかってレバニラを食わせぬだけでなく、最後の心のよりどころである布団までも奪うばうとは！　貴様は犬いぬ畜ちく生しようにも劣おとるやつじゃ！」


「犬にも劣る？　そりゃお前のことだろ？　お前よりウチのワン太のほうがよっぽど役に立つしな。ほれ、もういい加減に朝の支度始めんぞ？」


「りゅ、りゅうのすけえええ！」


　部屋を出ようとする俺に、江藤はぼろぼろ泣きながら縋すがり付いてくる。


「頼たのむ、この通り！　今日の朝ごはんはレバニラにしてたも！」


「ダメだ」


「一生のお願いじゃ！」


「もう何回も聞いてやっただろ、お前の一生のお願いは」


「おんしが朝一番からレバニラの話題を持ち出したゆえ、妾の舌はすでにレバニラ味になっておるのじゃ！　こうなっては最早レバニラ以外の朝食はありえぬ！」


「悪いけどな、今日の朝は豆とう腐ふ系で攻せめる、って決めてんだよ。そのために昨日から豆乳を仕込んどいたからな」


「おんしの豆腐は確かに美味いが、今日はそれではダメなのじゃ！」


「あきらめろ。この決定は覆くつがえらん」


「嫌いやじゃああああ！　レバニラがいいいいいい！」


　いやいやをしながら、じたばた暴れる江藤。


　あーもー。


　ほんと鬱うつ陶とうしいなこのガキは。


「わかったわかった。そこまで言うならレバニラも追加で作ってやる」


「ほ、ほんとうか!?」


「ああ」


「今度こそ、今度こそ噓うそではあるまいな!?」


「噓じゃねえよ。その代わりひとつ言うことを聞いてもらう」





[image: ]


「むう……？　それは何じゃ？」


「今日は歯は磨みがきを自分でやれ」


「えええ～～～？」


　たちまち渋しぶい顔をする江藤。


「それはつまり、妾が自分の手で、自分の歯を磨みがく、ということかえ？」


「他にどんな解かい釈しやくのしようがあるんだよ」


「口をゆすぐのも、やってくれぬのか？」


「たりめーだ」


「服に水をこぼしても拭ふいてくれぬのか？」


「言わなきゃわからんのかお前は」


「むう」


　江藤はひょっとこみたいに唇くちびるを突つき出だして、


「それはずいぶんと高いハードルじゃのう……妾に務まるとは思えぬ難題じゃ」


「どこがだよ。おしめの取れない幼よう稚ち園えん児じだって、そのくらいできるだろが」


「むうう……そう簡単に越こえられるハードルとは思えぬが、さりとてレバニラを諦あきらめるわけにはゆかぬ。ふむう、一体どうすれば……」


　しばし首をひねっていた江藤だけど、しばらくしてポンと手を叩たたき、


「よい案を思いついたぞえ」


「ほう。言ってみろ」


「なあに、簡単なことじゃ。妾がひとりで歯磨きをするのに比べれば、まったくもってイージーなミッションよ」


「さっさと言えよ。勿もつ体たいぶらずに」


「うむ。平たく言えばな、妾におんしの生き血をこう、ほんのちょっとだけ──」


「却きやつ下か」


「ちょっとだけ！　ほんのちょっとだけじゃ！　ほんのわずか、指先で舐なめる程度でよい！　おんしの生き血を妾に分けてくりゃれ！」


「何度も言ってんだろ？　俺がお前のその望みを叶かなえることは絶対にない。いい加減あきらめろよ」


「生き血さえあれば、妾は何だって出来るというのに！　歯磨きなんぞ何百回でもやってみせるのに！」


「なんと言われようと、ダメなもんはダメだ」


「ううううううう～っ！」


「唸うなっても無む駄だだぜ？　俺はお前に血をくれてやるつもりはないし、お前が自分で歯磨きをしない限りレバニラは作らない。理解したか？」


「ううううううう～っ！」


　涙なみだをボロボロこぼしながら肩かたを怒いからせ、絶望に満ちた目で、江藤は飼い主である俺を睨にらみつけてくる。


　あーもー。


　ほんとうぜえなコイツ。


「……わかった。じゃあこうしよう。もしお前がひとりで歯磨きをできたなら、レバニラは特別の大盛りで作ってやる」


「むうっ……？　特別の大盛り、じゃと？」


「おう」


「それはつまりあれか？　いわゆる特盛りというやつか？　食いきれないほどテンコ盛りの大サービスの、ダイエットとは対極にある、手加減なしの大盛りのことかえ？」


「それだけじゃねえ。今日は朝昼晩、ぜんぶレバニラ炒めを出してやる」


「な、なんと!?」


　たちまち目を輝かがやかせる江藤。


「三食すべてがレバニラじゃと!?　そんな、まるでゲームの必殺技みたいな出来事があっていいのかえ!?」


「ま、たまにはな」


「うっひょう！　すごいのう、すごいのう！　盆ぼんと正月がいっぺんに来たみたいじゃのう！」


「こら、飛とび跳はねるんじゃねえ。ホコリが立つだろが」


「せこいことを言うでない！　今日は三食レバニラなハレの日、細かいことは気にせず無礼講としゃれ込もうではないか！」


「それもこれも、お前が自分ひとりで歯を磨けたら、だぞ？」


「かかか、お安いご用じゃ！」


　壊こわれたスプリングみたいに飛び跳ねつつ、江藤は部屋を走り出ていって、


「それではさっそく歯磨きしようかのう！」


「おう。行ってこい」


「歯磨き粉この泡あわがさぞかし盛大に飛び散るとは思うが、気にするでないぞ!?」


「馬鹿野郎、ちゃんと片しとけ。あと歯磨き粉を食うのもやめろよ？　あれはバナナ味だけど食い物じゃねえんだ」


　忠告してやったが、はてさてどこまで耳に届いていたやら。ま、あんまりひどい状じよう況きようだったら追試させりゃいいんだけど。


　


　──さて。


　ごらんの通り朝一番から騒さわがしいことこの上ないが、残念ながら現状、この騒がしさが宇堂家の標準レベルである。


　ま、これでもずいぶん扱あつかいやすくなった方なのだ。ちょっと前までのあいつは、今よりもっと輪を掛かけて面めん倒どうくさいヤツだったからな。




　　　七月二十一日【同居初日】（ＡＭ10：00）







　というわけで回想シーンに入る。


　自じ称しよう・吸血鬼がウチに転がり込み、さんざん渋っていた俺のメシをたらふく腹に詰つめ込んだ翌日。


　ここで問題となったのは、マリーなんとやらの扱いについてである。


「妾わらわがこの家の客分となってやることについては、まあ良しとせんでもない」


　宇う堂どう家の居間、大あぐらをかいてふんぞり返って。高貴な夜の血族を詐さ称しようするチビガキはそう言った。


「りゅうのすけとやら。貴様の妾に対する態度や扱いは、まったくもって無礼極まる」


「へえ。そうかい」


「とはいえ、貴様の作る料理の味には一定以上の価値を認めぬわけにはいかぬ。あのレバニラを再び味わえるというのであれば、妾がこのあばら屋に身を置かざるを得ないのも道理であろう」


「ふうん。そりゃよかった」


　つーか素直に言ったらどうだ？


　記き憶おくもいまいちハッキリしない上に、どこにも行く当てがないので、この家に居候させてください──ってさ。


　ま、今さら細かいことをネチネチ突っつく気もねーけど。このガキの面倒を見ることについては、もう俺の腹も決まってることだし。


「じゃがな、りゅうのすけとやら」


「なんだよ」


「妾がこの家の客分になるに際しては、ひとつ明確にしておかねばならんことがある」


「ほう、奇き遇ぐうだな。俺もハッキリさせときたいことがあるんだわ、お前がこの家に居候するに際してはさ」


「ふむ。ならば苦しゅうない、申してみよ」


　ふんぞり返るチビガキの格好は、例の暑苦しいゴスロリ服だ。


　まだ昼前とはいえ、クーラーのない我が家のこと。すでに気温も湿しつ度どもイヤな感じで上じよう昇しようしており、チビガキの額には早くも汗あせがにじんでいる。


　昨日のこいつであれば、たぶんとっくにぶっ倒たおれているだろうけど。俺のスタミナ料理が効いたのか、今日はずいぶんマシなコンディションのようだ。


　よし。


　そういうことならまあ、少しぐらいは厳しくやっても問題ないよな？


「じゃあお言葉に甘えて言わせてもらおうかね」


「うむ。苦しゅうない」


「昨日のうちに考えといたんだ。とりあえずコレを見てもらおうか」


　と言って、俺は用意していたレポート用紙を取り出す。


「？　なんじゃそれは？」


「一日のスケジュール表だよ。お前の」


　奇くしくも夏休みは始まったばかり。


　根性の曲がったガキの生活態度を改めるには、ちょうどいい機会だ。


「この家で暮らすからには、このスケジュールに従ってもらう」


「…………？」


　俺の苦心の作を差し出してやると、マリーなんとやらは眉まゆをひそめつつも受け取って。


　ちらりちらりと視線を走らせて斜ななめ読よみ。


「なっ……」


　やがて汗の浮ういた額に朱しゆ色いろが差し、スケジュール表を持つ手がぷるぷると震ふるえ始めたかと思うや、


「なんじゃこりゃあ!?」


　びりびりとまっぷたつに破り捨て、腹の底から雄お叫たけびをあげた。


「貴様りゅうのすけ！　これは一体なんのつもりじゃ!?」


「おう。ちゃんと日本語読めるんだな。安心したぜ」


「そんなことは聞いておらぬ！　ここに書かれているのは一体なんなのかと聞いておるのじゃ！」


「だからスケジュール表だって」


　ちなみに内容はこんな感じ。


　


　４：00　起き床しよう　着き替がえ　布団の片付け　ざっと部屋の掃そう除じ


　４：15　歯は磨みがき　洗面　シャワー


　４：30　体操、ストレッチなどの軽い運動で身体からだをほぐす


　４：45　朝食を作るのを手伝う


　６：00　朝食


　６：20　朝食の片付け


　６：30　掃除、洗せん濯たく、動物の世話など、家事の手伝い


　８：00　筋トレ、ジョギング


　９：00　礼れい儀ぎ作法、躾しつけ、読書、勉強など、自分を磨くための時間


　11：00　昼食を作るのを手伝う


　12：00　昼食


　12：30　昼食の片付け、歯磨き


　13：00　昼ひる寝ね


　13：05　起床


　13：10　礼儀作法、躾け、読書、勉強など、自分を磨くための時間


　17：00　夕食を作るのを手伝う


　18：00　夕食


　18：30　夕食の片付け、歯磨き


　19：00　礼儀作法、躾け、読書、勉強など、自分を磨くための時間


　20：00　風ふ呂ろ


　21：00　自由時間


　22：00　就しゆう寝しん


　


「……ふむ」


　分ぶん離りしたスケジュール表を貼はり合あわせ、ざっと眺ながめ直す俺。


「おいマリーなんとやら」


「マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス！」


「おう、そのなんとやら。お前これのなにが不満なわけ？」


「このたわけ！　そんなもの一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう!?」


「ふむ」


　言われた俺は、もう一度くまなくスケジュールを見直して。


　そしてあらかじめ承知していた問題点を口にする。


「……うん。やっぱ工夫が足りないよな、このスケジュールは。いかにも直球すぎて面白みがないなー、って思ってたんだよ俺も」


「そんなところに不満は持っておらぬ！」


「あーそんじゃあれだな。もっと分刻みに区切って、内容も細かく書いた方がよかったんだな？　ＯＫまかせろ、俺もその方がいいと思ってたんだ」


「じょ、冗じよう談だんではないわ！」


　自称・吸きゆう血けつ鬼きはちゃぶ台をばんばん叩たたきながら、


「そのような馬ば鹿かげたスケジュールには従わぬ！　妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス！　もっと優ゆう雅がで風ふう雅がな日々を送るべき、高貴な夜の血族であるぞ!?」


「わかった。じゃあどのへんが不満なのか、一個ずつ聞いていこうじゃねえか」


「まずもって、なぜ妾がこんなに働かねばならぬ!?　片付けやら掃除やらは、ぜんぶ貴様がやれば済む話であろう！」


「働かざる者食うべからず。この原則はどんな動物だっていっしょだ。お前がどれほどお偉えらいお方なのか知らんけど、ウチで暮らすからには原則をきっちり守ってもらう」


「読書や勉強というのはまだしも、礼儀作法やら躾けやらがスケジュールに入っておるのはどういうことじゃ!?」


「んなもん見たまんまだろ。お前、礼儀も躾けもぜんぜんなってねーじゃんか。そんなんじゃ世の中渡わたっていけねえ、この際だから俺がみっちり仕込んでやる」


「そもそも夜の血族たる妾が、なにゆえこんな朝型生活を送らねばならんのか！」


「夜型のままで真っ当な社会生活が送れるか。夜の血族だか何だか知らんけど、仕事上の理由でもない限りは夜型なんて認めん」


「あと昼寝の時間が五分しかないのは何なのじゃ！」


「馬鹿、昼寝ってのはさくっと終わらせた方が効率いいんだよ。むしろちゃんと昼寝の時間を取ってやったことに感謝しろ」


「ええい、話にならぬ！」


　マリーなんとやらは『ぷいっ』とそっぽを向いて、


「こんな生活は刑けい務む所しよの中にいるのと変わらぬ！　妾は従わぬぞ！」


「いいや。従ってもらうぜ？」


「もとより貴様なんぞに妾の暮らしを管理される謂いわれなどない！　先ほどハッキリさせておくことがある、と言ったのは、まさにそのことであったのじゃ！　妾は生態系の頂点に立つ存在であり、貴様はしがない下僕に過ぎぬのじゃぞ!?　それなのに貴様というやつは！」


「へえ。お前がボスで、俺は使いっ走り、ってか？」


「そうじゃ！」


　ふむ。


　まあこの流れになることは予想できていた。というかむしろ、この流れにならなかったら俺から言い出すつもりだった。


　現在、躾けのステップは〝どちらの立場が上であるか〟をクソガキの身体に教え込む段階に入っているのだ。


「ところでお前さ」


「なんじゃ!?」


「この家の他に、どっか行くアテとかあったっけ？」


「ぬ」


　クソガキは一いつ瞬しゆん黙だまり込んでから、


「……ふん、そんなことは考こう慮りよに入れる価値もない！　下僕たる貴様は妾わらわを受け入れ、喜んで妾にかしずく！　それが道理であり、自然の成り行きというものじゃ！」


「へえ、そうかい。ところでお前ってすぐぶっ倒れるし、体力とかもぜんぜんないよな？　昨日だって俺と美み園そのに簡単に押さえ込まれてたよな？」


「そ、それは！　妾がまだ本調子ではないゆえ──」


「もうちょっとさ、使いっ走りの俺にも分かるように説明してくんね？　お前のどのへんが『生態系の頂点に立つ存在』なのかをよ。そうすりゃ俺もお前の主張に納得してやるし、スケジュールだって考え直してやる」


「ぬぬ……」


「あ、『生き血さえあれば』とか言うのは無しな？　そういう仮定の話じゃなくて、今すぐここで証明してくれや。ＯＫ？」


「むっ……ぐ……」


「ほれどうした。早く見せてくれよ、お前のすごさを」


「…………っ」


「できるのか？　いやできねーんだろ？　お前なんざ口だけ達者な単なるガキだ。自分で自分の面めん倒どうをみることもできねえ、単なる半人前だ。半人前がいっちょまえに生意気な口きいてんじゃねえ。大人しく地べたに這はい蹲つくばって、俺の言うことを素直に聞いとけばいいんだよ」


「き、貴様あッ！」


　逆上したガキが見境もなく飛びかかってくる。


　が、遅おそい。


　同情するくらい遅くて非力で、理に適かなってない動き。親おや父じとのケンカで鍛きたえ上げた俺からすれば、こんなガキの相手は食後の腹ごなしにもならん。


「むぎゃっ!?」


　適当にいなして足を引っかけてやると、ガキは他た愛わいもなく顔面からぶっ倒たおれる。


　その背中に体重をかけて腕うでの関節を取れば、はい一丁あがり。


「ええい、どかぬか貴様、この無礼者が！」


「いいぜ？　ちゃんと俺の言うこと聞くなら、だけど」


「ふん、誰だれが貴様ごときの言うことなど！　身の程を知るがいい！」


「お前こそ身の程を知れよ。その格好でよくデカい口たたけるな」


　事実をそのまま指し摘てきしてやると、ガキは悔くやしそうに歯ぎしりして、


「くそっ、思うように動けぬ。いまだ我が力は戻もどらず、か……！」


「秘められた潜せん在ざい能力があるようにはとても見えねーけどな」


「痴しれ者ものめが！　ほんのひと滴しずくでも生き血をすすることさえできれば、貴様なんぞたちどころに消し飛ばしてくれる！」


「だから血なんてやらねーっての」


「くうっ、口くち惜おしや……！」


「自分の立場を理解したか？　理解したならごめんなさいをしろ」


「はあ!?　なぜ妾が貴様に謝罪などせねばならぬ！」


「ほう。理由が分からない、ってか？」


「当然じゃ！　このマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスは、貴様ごとき下郎に下げる頭を持っておらぬ！」


　頭下げるどころか、俺に組くみ敷しかれて身動き取れねえじゃんか──と言いたいところをガマンして、


「家主であり、お前の保護者役を買って出てる俺に対する不服従。暴言。暴力行こう為い。どれひとつ取ってもお仕置きモノだろ？」


「ふん、知らぬな！　いずれも妾に与あたえられるべき当然の権利を行使したに過ぎぬ！　貴様にとやかく言われる筋合いはない！」


「へーえ。そうかそうか」


　ちなみに俺は体たい罰ばつ推進派だ。


　言っても聞かない相手には、回復可能な範はん囲いで痛みを与えて分からせる。シンプルかつ効率的、使いどころさえ間ま違ちがわなければ最良の教育手段だろう。実際俺はそのやり方で数多くの動物どもを躾けてきたから、一家言あると自負している。


「ッ!?」


　有無を言わさずドレスをまくり上げ、ストッキングを引きずり下ろしてやると。


　ガキの表情が一変した。


「き、貴様！　何をするか!?」


　まあアレだ。


『きっちり躾しつけてやってくれ』という親父のお墨すみ付つきだし。その期待に応えてやるのが親孝行ってもんだろうしな。もちろん何か問題になった時は、親父にぜんぶ責任取らせるんだけど。


「何をするつもりかと聞いておるのじゃ、この無礼者めが！　妾にこのような格好を強いるとは、よほど命が惜おしくないとみえる！」


「青い顔でそんなセリフ言われたって、怖こわくもなんともねーわな。でもってこれから何をするかなんて、言わなくてもわかるだろ？　ケツまくられて四つんばいになった上でされるお仕置きなんてのは、全世界共通のはずだ」


「ま、待て！　待たぬか貴──」


　聞く耳持たず。


　右手を振ふり上げ、手首にスナップを利かせつつ、ためらいなく叩きおろした。


　ぱしんッ


　乾かわいた、抜ぬけるような音が居間に響ひびきわたる。


「ひうッ!?　や、やめ──」


　ぱしんッ


「ひぎゃッ!?」


　ぱしんッ


「にやッ!?」


　ぱしんッ


　ぱしんッ　ぱしんッ


　ぱしんッ　ぱしんッ　ぱしんッ


　都合九発。


　ま、こんなところかな？


「よし。反省したか？」


「…………ふ……あッ」


　途と中ちゆうから声も出せなくなったガキが、弱々しくうめく。


「？　おい？」


　ガキの顔を覗のぞき込むと、涙なみだのにじんだ目は焦しよう点てんがうつろ。


　ほっぺたは赤く上気していて、呼吸もひどく荒あらくて。


　さらには全身がびくんびくん震ふるえていて、唇くちびるの端はしからちょっぴりヨダレまで垂らしている始末。


　むう。


　ちとやりすぎたか？


　いや、でもそんな強く叩たたいた覚えはないんだけど。


「おいこら。聞いてんのか？　反省したか、って言ってるんだが？」


「うぐっ……えぐっ……」


　ガキは洟はなをすすりつつ、


「こ、こんな屈くつ辱じよくは生まれて初めてじゃ……許さぬ、決して許さぬぞ……」


「なんだ。やっぱ反省してねーのか。んじゃ追加でもう五、六発いっとくか？」


「や、やめんか！　そ、それ以上されたら妾はもう……！」


　かつてない必死さで拒きよ絶ぜつするガキ。


「じゃ、反省するんだな？」


「…………」


「ＯＫわかった。せーのっ──」


「ぎゃー!?　やめいやめい！　そんな高々と手を振り上げるでない！　そんなのされたら、妾はもう普ふ通つうに戻れんようになる！」


「？　まあよくわからんけど、とにかく反省はするんだな？」


「…………。する」


「本当だな？　その言葉に噓うそはないな？」


「…………」


　こくり。


「じゃ、俺の言うことをちゃんと聞けるな？」


「そ、それとこれとは話が別──」


「せーのっ」


「ぎゃー!?　わかったわかった聞く！　聞くぞえ！」


「よし。じゃあさっきのスケジュールも守れるな？」


「あ、あのスケジュールはあまりにもタイト過ぎ──」


「せーのっ」


「噓ですごめんなさい！　ちゃんと守ります！　できるだけ頑がん張ばります！」


「よし。いい返事だ」


　うなずき、ガキを解放してやる。


「な、なんという恥ち辱じよく……覚えておれよ、この借りは必ず……！」





[image: ]


　ストッキングをずり下ろされた格好のまま悔し泣なきしつつ、いまだに反はん抗こう的な呟つぶやきを漏もらしてやがるけど。まあ今回はこんなところで十分だろう。躾けに焦あせりは禁物だ。


　そう、それともうひとつ。躾けの際に忘れちゃいけないことがある。


「ところでお前。レバニラ好きか？」


「…………？」


　警けい戒かい心丸出しでこっちを見上げつつ、首を傾かしげるガキ。


「言葉どおり、そのまんまの意味だよ。お前レバニラ好きか？　昨日食ったみたいなやつ」


「……別に、嫌きらいではない」


「美味うまかったか？」


「ふん。まあそこそこの味であったわ。……なぜそのようなことを訊きく？」


「また作ってやろうか？」


　ガキの眉まゆ毛げがぴくりと反応したのを、俺は見み逃のがさない。


「……作りたければ作ればよかろう。夜の血族たる妾わらわには関わりなきことじゃ。妾の生きる糧かては、人間の生き血と決まっておるゆえ」


「いや実はな。あのレバニラってまだ研究の途中なんだよ」


「研究の途中、じゃと？」


「おうよ。新しん鮮せんなレバーを用意して、手間を惜しまずに臭くさみを取る。これだけでも十分美味いレバニラは作れるんだけどな。でももっといろいろ工夫すれば、これまで食ったこともないくらい美味いレバニラが作れるはずなんだよな」


　もちろんこれは方便だ。言ってることに噓はないが、そこまでレバニラという料理に執しゆう着ちやくしてるわけじゃない。


「俺が目指すのは、いわば究極のレバニラ──でもそこにたどり着くためには、どうしても必要なものがある。研究に掛かける時間、それと味見役だ」


「…………」


　興味なさげにそっぽを向いて話を聞いているガキだけど。眉毛の端はじっこが、さっきからぴくぴく動きっぱなしだ。


「お前がちゃんと俺の言うことを聞いてスケジュールを守るなら、俺も時間に余よ裕ゆうができる。余裕ができるってことは、研究にかける時間も増える、ってこった」


「…………」


「でもって研究の成果ってやつは、誰かに試してもらわなきゃいけねえ。そこでお前の登場ってわけだ。なんせお前は高貴な夜の血族？　ってやつなんだろ？　だったら、俺みたいな一いつ般ぱん庶しよ民みんよりも味の差は分かるはずだよな？」


「……ふん。言われるまでもない。貴様ら凡ぼん俗ぞくと妾とでは、根本から出来がちがう。我が糧となりうるは人間の生き血のみといえど、我が舌はあらゆる味を判別しうる。貴様のレバニラに評価を下すのも容易たやすいことじゃ」


「おうそうか、そりゃ頼たのもしい。そんじゃ早速だけどよ、俺の最新バージョンのレバニラを試してみねーか？　もっと美味いレバニラを作るアイデアが、実はもういくつかあるんだけど」


「…………」


「どうだ？　やってみねえ？」


「……ふん」


　ガキはしばしの間をおいてから、髪かみをかき上げるフリをして目め尻じりを拭ぬぐいつつ、


「まあそういうことであれば、妾とて手を貸してやらんでもない。レバニラなどという料理にはさしたる興味もないが、貴様に貸しを作っておくことは損にならぬであろう」


「そうか。そりゃ有り難えな」


「貴様の組んだふざけたスケジュールも、そういうことであれば幾いくばくかの価値はあるというものじゃ。従う気などはさらさらないが、多少は歩み寄ってやることを考えてやらんでもない」


「そうかそうか。そりゃよかった」


　うん。


　ま、今のところはこれで十分かな。


　アメとムチの構図をきっちり描えがき、その枠わく組ぐみに躾けの対象をはめ込んでやること。今はそれが肝かん心じん。


「但ただしじゃ、りゅうのすけとやら」


「あん？」


　さっきまでの泣きっ面はどこへやら。


　ガキは大してありもしない胸をふんぞり返らせて、


「我が名はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス。何人たりとも汚けがすことの叶かなわぬ至高の存在である。貴様ごとき下郎は本来、妾と口を利くことも叶わぬということを忘れるでないぞ？」


「…………」


　やれやれ。


　どうにも学習能力の低い野や郎ろうだな、こいつは。俺が今まで扱あつかってきたどんな動物よりも物覚えが悪いんじゃないかね？


「にやっ!?　な、何をするか貴様！」


　そんな態度を取られると、また躾しつけタイムに入らなきゃならん。ケツを叩くこっちの手だって、けっこう痛いんだけどな。


「は、離はなせ！　離さぬか！」


「ダメだ。どうもお前、自分の立場ってもんがよく分かってないみたいだからな。いいぜ、分かるまで何度だってお仕置きしてやる」


「待て！　いや待って！　待ってくださいお願いします！　そこだけは、妾はお尻しりだけは弱──」


　すぱあんっ！


　さっきよりも強めのスパンキング。


「ひゃあうっ!?」


　すぱあんっ！


「ひああっ!?」


　すぱあんっ！


「ふにゃあっ……ふあっ、はあ……っ！」


　すぱあんっ！


　すぱあんっ！　すぱあんっ！


　ロープレであればクリティカルヒット、あるいはかいしんのいちげき間違ちがいなしの平手打ちが。見る間に悪い子のケツを赤く染めていく。


　……念のために言っておくが（美園あたりがよく誤解するのだ）、別に好きこのんでやってるわけじゃない。俺はロリコンでもなければ性せい癖へきがＳに偏かたよっているわけでもない。それはすでに述べた通りだ。


　むしろこの時、平手を振ふり下ろす俺はまことにもって憂ゆう鬱うつだった。


　理由はことさら説明するまでもあるまい。


　吸きゆう血けつ鬼きを名乗るヒネたクソガキの教育が、思ってたよりも遥はるかに、覚かく悟ごしていた以上に茨いばらの道となることが、すでに十分すぎるほど予想できていたから、である。


　でもって、悪いことってのは立て続けにやってくるもんだ。


　クソガキの将来を不安視するあまり注意力が散さん漫まんになりきっていた俺は、その瞬しゆん間かんになるまで気づかなかったのである。天敵の接近と、自らの命の危機に。


　


「なにをしているの」


　


　声がした。


　イヤというほど身にしみている、幼なじみの氷点下の声が。


「……み、美園？」


　瞬しゆん時じに凍こおりついた俺は、ぎくしゃくと振り返かえる。


　こちらを見下ろす幼なじみの顔は、例によって表情も温度も何もない、のだけど。


「ええと美園さん？　今日のこの時間は、たしかアルバイトに行く時間だったように記き憶おくしているのですが……」


「仕事先の都合で休みになったのよ。で、様子を見に来てみれば……まさかこの有様とはね。恐おそれ入いったわ」


「待て。話を聞いてくれ。話せば分かる」


　尻丸出しのクソガキを解放しつつ、俺は決死の弁解を試みる。


　──前回は問答無用のカカト落とし、だった。


　俺はそいつを食らって一発ＫＯされたわけだが。それは決して『情なさけ容よう赦しやのない一いち撃げき』ではない。むしろその逆……たったの一撃で昏倒させてあげようという美園の慈じ悲ひであることを、俺はよく知っている。


「悪いのは俺じゃない。そこのガキの躾けがなってないから仕方なく──」


「た、助けて！　助けてたも！」


　涙なみだ目で美園の腰こしにすがりつくクソガキ。


「妾はやめてほしいと言ったのじゃ。何度も言ったのじゃ。なのにこやつが無理やり妾を……ひっく」


「ちょ、てめえクソガキ、よりによってそんな誤解を招く言い方を！　おい美園、ちがうからな!?　そういうことじゃなくて──」


「どうだっていいのよ、そんなことは」


　そう言って美園は笑った。


　グラビアの表紙にできそうなくらい極上の、幼なじみの俺でさえもう何年も見てないような最高の笑顔で。


　その瞬間に俺は確信する。


『あ、死んだ』と。


「ひとつだけ確かなことはね。わたしはわたしの中で飼っている獣けものを、今回ばかりは抑おさえられそうにないなー、ってことだけ。ごめんなさいね竜りゆう之の介すけ？　遺ゆい言ごんは聞いてあげられそうにないし、遺骨を残してあげられる自信もないけど。まあいいわよね？　どうせあんたは今日で最後なんだし」


　


　……その後、俺など足元にも及およばぬ体たい罰ばつ推進派の美園がいかなる行動に出たか。その詳しよう細さいは割愛させていただくとしよう。この小説にＲ指定が付くと、いろんな方面に申し訳が立たなくなるので。


　結果としてどうにか命は拾った、ただしその前後の記憶はかなり飛んでいた──とだけ付け加えるに留とどめておく。




　　　八月十九日【同居三十日目】（ＡＭ９：00）







　さて。時間はふたたび現在に戻もどる。


　朝の弱い江え藤とうをレバニラのエサで起こし、自分で歯は磨みがきをさせることを約束させたシーンの、その後。


「ええい控ひかえい！　控えおろう！」


　太陽が十分すぎるほど世界を照らし、すでに朝方と呼ぶにはためらいを覚えるほど気温が上がっている、午前九時。


「妾わらわをいったい誰だれであると心得る!?　誇ほこり高たかき夜の血族、マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスであるぞ！　頭ずが高い、控えおろう！」


　宇う堂どう家の庭先で、江藤がどっかの時代劇みたいな節回しでキメ顔を作っている。


「これ貴様ら！　頭が高いと申しておるじゃろうが!?　まずは妾から一メートル以上は離れた上、畏かしこまって我が言葉を聞け！」


　ヤツが相手にしているのは、俺や美み園そのでもなければ近所のガキどもでもない。宇堂家で面めん倒どうをみている動物どもだ。


　犬のワン太をはじめ、猫ねこのニャン吉きちにミドリガメのカメ蔵、といった幹部連中たちを筆頭に、ニワトリのニワ子やフェレットのフェレ之の助すけなど、ウチの動物どもがほぼ勢せい揃ぞろいして江藤を囲んでいて。


「ええい、離れよと申しておるのに！　ニャン吉、足を爪つめでひっかくでない！　妾の足は爪研とぎではないぞ!?　フェレ之助は足の周りをぐるぐる走り回るのをやめよ！　妾の足がもつれて転んだら何とする!?」


　でもってすっかり弄もてあそばれていた。


「おのれ畜ちく生しようども、妾を愚ぐ弄ろうするか！　言うことを聞かぬとエサはやらんぞ!?」


　そう言って江藤はエサを満まん載さいした箱を高々と掲かかげる。


　するとたちまち動物どもが不平の声をあげた。わんわんにゃーにゃー、きーきーしゃーしゃー、ぶひぶひこけこっこー。やかましいことこの上ない。


「……相変わらず動物どもに舐なめられてんな、お前は」


　縁えん側がわに腰かけて成り行きを見守っていた俺は、深くため息。


「もっと胸を張れ。どっしり構えろ。ヒステリー起こしたみたいにぎゃーぎゃーわめくな、ゆっくり威い厳げんをもって話せ。そうすりゃ今よりマシになる」


「そ、そうは言うがりゅうのすけよ！」


　江藤は左右にタタラを踏ふみつつ、


「こやつら畜生どもは、妾の高貴さをいささかも理解せぬ！　しょせん下等生物を手なずけたところで大した役には立たぬし、妾はもうエサやりを放ほう棄きしたいぞえ！」


「ギリギリお前でもできる仕事はそれしかねえんだ、死ぬ気でやれ。できなきゃ晩メシ抜ぬきだからな？」


「ご、ごはん抜きじゃと!?　それはあまりにもあまりな仕打ちではないか!?」


「いいからやれ。きっちり教えた手順どおりにな」


「妾に死ねと言うのか!?」


「一回ぐらい晩メシ抜いたくらいで死にやしねえよ。つかお前、不死身の吸血鬼サマじゃなかったっけ」


「虐ぎやく待たいじゃ！　これは虐待であるぞ！　そんなひどいことをしたら、妾は児童相談所に訴うつたえ出るぞ！」


「一回メシ抜いたくらいで虐待とか、どんだけゆとりだよお前。あと吸血鬼に人権はねえはずだから安心しろ」


「くうっ、この世には神も仏もないのか……！」


「ちゃんと仕事すりゃ済む話だ。ほれ、早くしろ」


　あごをしゃくって譲じよう歩ほする気がないことを示してやると、江藤はくちびるを尖とがらせて、


「屈くつ辱じよくじゃ……本来であれば妾の号令一下、生きとし生けるもの全てはたちどころに膝ひざをつき、命いのち乞ごいを始めるであろうに……」


「そういう時代もあったかもしれんが、そりゃ今の話じゃねえ。過去じゃなくて現実を見つめるこった」


「りゅうのすけよ。そこで提案じゃ」


「ほう。聞こうじゃねえか」


「うむ、しごく簡単なことよ。わずかな条件を満たすだけで妾は瞬またたく間まにかつての姿を取とり戻し、見事エサやりの役目を果たせるで──」


「新しん鮮せんな生き血さえ口にすれば、だろ？　それはもう聞きき飽あきた。何度頼たのまれたってぜったいにやらねえから諦あきらめろ」


「むう」


　江藤はひょっとこみたいにくちびるを曲げて、


「けちんぼめ。別にたっぷり寄よ越こせと言うておるわけではない、つまようじの先にほんのひと滴しずくだけでもよいのじゃ」


「ダメなもんはダメだ。ほれ、いいからエサやりを続けろ」


「むう」


「もう何度も言ってるからさすがに分かってるだろうけどな？　エサやりってのは、ただエサを食わせるだけじゃ足りねえ。動物どもとしっかりコミュニケーションを取りつつ、エサをやる側ともらう側をきっちり線引きする。そこが肝かん心じんなんだ」


「むう。めんどいのう」


「あーそれと、動物どものコンディションをチェックするのも忘れるなよ？　こうやってエサやりするのはそういう意味もあるんだからな」


「むうう」


「ほれ、早くしろ。動物どもが痺しびれを切らしてんぞ」


「ええい、横からごちゃごちゃ言うでない。気が散るではないか。──これ貴様ら、まとわりつくのをやめい！　言うことをきかんとエサをやらんぞ!?」


　再び騒さわぎ立てる江藤を眺ながめながら、俺はまたしてもため息。


　ま、アレだ。


　ニート吸きゆう血けつ鬼きが手こずるのは無理もない。ウチの動物どもはワン太を筆頭に、総じて頭が良いから。宇堂家における江藤の立場が最下層に位置することを、みんなちゃんと分かっている。ヒエラルキーの低いやつが舐められるのは自し然ぜんの摂せつ理りだ。


「ええい、もはや堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたわ！　貴様らそこに直れ！　妾が直々に懲ちよう罰ばつを下してやるゆえ、大人しくふぎゃあ!?」


　あーあー。


　結局そうなったか。


「こ、これ貴様ら、やめ、やめんか！　離はなれ──うひい！」


　ついにガマンの限界を超こえたらしい羊のメリーが、江藤の細っそい腰こしめがけてアタック。


　体重四十キロの突とつ撃げきを、貧弱なモヤシニートが耐たえられるはずもなく。あっさり押おし倒たおされた拍ひよう子しにエサ箱がひっくり返り、飛び散ったエサめがけて餓うえた動物どもが一気に群がったのだ。


「ぎゃ────!?　く、食われる！　りゅうのすけ、助けてたも！」


「断る」


「わ、妾を見捨てるのか!?」


「自業自得だ。エサやりひとつもロクにできねえ自分をたっぷり反省しろ。動物どもに舐め倒されながらな」


「お、鬼おに！　悪あく魔ま！　りゅうのすけのあほ！」


「だいじょうぶだ安心しろ。そいつら大たい概がいのものは食うけど、吸血鬼を食うほど悪あく食じきじゃねえから」


「そ、そういう問題では──むぎゅう!?」


　豚ぶたのとん平に押し倒されたあたりで江藤の声は途と切ぎれた。


　散らばったエサを我先にと求める動物どものエネルギーはすさまじく、非力な江藤が対処できるものではない。コインランドリーに突つっ込こまれた洗せん濯たく物ものみたいにもみくちゃにされ、もはや悲鳴さえ上げられずにいる。


　──五分後。


　食しよく欲よくの嵐あらしが吹ふき荒あれた現場には、泥どろとヨダレまみれになった江藤の変わり果てた姿があった。


「……ふむ。ニート吸血鬼ここに眠ねむる、か」


「あほう！　まだ生きておるわ！」


　跳はね起おきて犬歯を剝むき出だしにする江藤だが、すぐに「むにゅう……」と突っ伏ぷして、


「だめじゃ……もう一歩も動けぬ……」


「お前ほんと体力ねえな。要介かい護ご老人かよ」


「そもそもじゃ。やんごとなき身分である妾が畜生どもの世話をする、そのことからして間ま違ちがいなのじゃ」


「いい加減何度も同じこと言わせんな。お前がどんなスゲーやつだとしても、ウチで暮らすからにはきっちり家事を手伝ってもらうんだよ」


「くうっ……生態系の頂点に立つ妾わらわが畜生どもに足あし蹴げにされ、地面に這はい蹲つくばっておるとは……見ておれよ畜生ども、今に目にものを見せてくれる！　妾の真の恐おそろしさを、必ず彼奴きやつらに思い知らせてくれるぞ……！」


「ま、今のお前じゃカメ蔵にも勝てるかどうか怪あやしいけどな」


「ともあれりゅうのすけよ」


　復ふく讐しゆうに燃えていた顔から一転、無む邪じや気きに目をキラキラさせて、


「これでエサやりは終わったぞえ。もうゲームをやってもよいか？」


「ああん？　バカ言ってんじゃねえ。ウチの基準じゃな、あれをエサやりとは言わねえんだよ。躾しつけもできてねーし、コンディションのチェックもできてねえ。すっ転んだ拍子に飛び散ったエサを、動物どもが勝手に食っただけじゃねーか」


「そ、それはやつらが妾の言うことを聞かぬから……！」


「言い訳は聞かねえ。ミッション失敗、ゲームもお預けだな」


「そ、そんな!?」


　絶望の色に染まる江え藤とうの顔。


「話がちがうぞりゅうのすけ！　エサやりさえやれば今日はゲームやり放題なのではなかったのか!?」


「そりゃエサやりを上手くやれたらの話だよ」


「ＪＡＲＯに訴えるぞえ!?」


「ちなみにＪＡＲＯってのは日本広告審しん査さ機構のことだが、俺はお前に『うそ、おおげさ、まぎらわしい』広告を出した覚えはない。むしろ契けい約やく不ふ履り行こうで俺がお前を訴えてもいいくらいだ。ったく、躾けする前にエサばらまきやがって……あれじゃ動物どもがつけ上がるだろうが。どうやって責任取るつもりだ？　ああん？」


「ええい、そのような小難しい話をして妾の気を逸そらそうとしても無む駄だじゃ！　そんな見みえ透すいた手に乗るものかえ！」


「しかしお前、よくＪＡＲＯなんて知ってたな。時代錯さく誤ごの吸血鬼にしちゃ、上出来な現代知識だ」


「むっ。そうかの？」


「おう。意外にちゃんと社会勉強してるってことだな。ちょっと見直したぜ」


「ふん、今ごろ妾の偉い大だいさに気づいても遅おそいわ。妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス。下々の文化に触ふれることもまた、高貴なる存在の義務であるのじゃ」


「おーすごいすごい、偉えらいなー。よっしゃ、ご褒ほう美びに頭をなでてやろうか」


「えっ、ほんとうか？　えへへ、照れるのう……じゃなくて！　話を逸らそうとしても無駄じゃと言うておる！」


「おお。お前それっていわゆるノリつっこみ、ってやつだぜ？　ナウでヤングな現代人でもなかなか使いこなせない、最さい先せん端たんのモードだよ」


「えっ？　そ、そうなのかえ？」


「おうよ。いやーすげーなお前、いやほんと見直したわ」


「ふん、大したことではないわ。妾はマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス。その程度は出来て当然である」


「そっかそっか、偉いなー。よっしゃ、ご褒美に頭をなでてやろうか」


「えっ、ほんとうか？　えへへ、照れるのう……ってりゅうのすけ!?　貴様妾をバカにしておるのか!?」


　ふむ。


　ノリつっこみに加えてテンドンまで使いこなすとは。この吸血鬼、見た目によらず熟練度が高いな。


　いやまあ本当のところは、単なる乗せられやすいバカなんだろうけど。


「つかお前、いい加減起きろよ。さっきから地べた這い蹲った格好のまま喚わめきやがって、みっともねえ」


「嫌いやじゃ！」


　高らかに叫さけぶと、江藤はじたばた手足をバタつかせて、


「やんごとない身であるこの妾が、こんな様になってまで貴様に言われた仕事をやったのじゃ！　見返りをもらわぬ限りここを動かぬぞ！」


「ダメだ」


「ゲーム！　ゲームがやりたい！」


「ダメだ」


「下々の文化に触れることは高貴なる存在の義務であり、そんな妾を貴様も偉いと言うたではないか！　近ごろの妾は、下々の文化の代表であるゲームに触れることに忙いそがしいゆえ、もっとたくさんゲームをやらねばならぬ！」


「毎日さんざんやりまくってるだろが。今日ぐらいは休め。目にも悪いし」


「…………うううっ」


　力なく突っ伏し、洟はなをすする江藤。


「がんばったのに……妾がんばったのに……」


「重要なのは過程よりも結果だろ」


「ううっ……こんなひどい話があってよいのか……長い眠りから覚めてみれば記き憶おくはハッキリせぬし、いつまでたっても力は戻もどらぬし……そのうえ唯ゆい一いつの楽しみであるゲームまで奪うばわれるとは……こんな様では生きている意味などないわ……」


「よく言うぜ。メシ食うのが一番の生いき甲が斐いだとか、お前よく言ってるじゃねえか」


「……ううっ……ぐすっ……」


「ほれ、そろそろ立て。ミッション失敗したんだから、次の仕事が待ってるぞ」


「……うううっ……ひっく……」


「…………」


　むう。


　こりゃマジ泣きしてるか？　ちとやりすぎた？


「次の仕事は庭の水やりだ。水の量とか水をやる順番とかいろいろあるけど、エサやりよりは簡単だろ？　それが終わったらゲームもやらせてやる」


「……ぐすっ……えうっ……」


「泣いたってダメだからな。ゲームがしたいなら仕事をしてから。ここは譲ゆずらねえ」


「……ううっ……えっぐ……」


　あーもー。


　これじゃあれだ、なんかこっちがイジメてるみたいじゃねーか。


「わかった。ちょっとだけ譲じよう歩ほしてやる」


「……じょうほ？　ひっく」


「仕事しない限りゲームはやらせんが、その前に一休みしていい。扇せん風ぷう機きの前でごろんと横になって、ちょっと体力を回復させろ」


「……うう」


「休んでる間に冷たい飲み物も作ってやる。お前の好きなスイカジュースだ。『くくく……スイカはよいのう。生き血をすすっておるように思えて、実に気分がよいわ』とか何とか、お前いつも言ってるよな？」


「……ううう」


「どうだ？　悪くねえ話だろ？　あーいちおう言っとくけど、さすがの俺もここから先は譲歩できねえからな？」


「……うううう～」


　いまだに涙なみだの浮ういた目で地べたをにらみ付けながら、くちびるを嚙かむ吸きゆう血けつ鬼きだったけど。やがて『こくん』と小さく頷うなずいた。


「よし、良い子だ。じゃあそろそろ立て。シャワー浴びさせてやるから」


「…………」


「おいどうした。早く立てよ」


「…………おんぶ」


「はあ？」


「腰こしが抜ぬけて立ち上がれぬ。おんぶ」


「…………」


　ため息。


「わーった。わーったよ。ほれ」


　肩かたを貸して立ち上がらせ、望み通りにおんぶしてやる。


「よっこらせ、っと。おう、ちゃんと摑つかまってろよ？」


「……うむ」


「つーかひでえな、この動物臭しゆう。こりゃ俺も着き替がえてシャワー浴びねえとダメか」


「ぐすっ。誰だれのせいじゃ……」


「お前の自業自得だよ。でもまあいい、とりあえず休ませてやるから、次の仕事はしっかりやってくれよ？」


「うむ。じゃがその前にりゅうのすけよ、スイカジュースの件を忘れるでないぞ？」


「忘れてねえよ。ちゃんと作ってやる」


「キンキンに冷えたやつじゃぞ？」


「わかってるよ」


「シャワーも、おんしが妾に浴びせるのじゃぞ？」


「お前ひとりでやらせると、風ふ呂ろ場ばのあちこちが泡あわだらけの水みず浸びたしになるからな。後始末も面めん倒どうくせえし、まあ今回は俺がやってやる。つかいい加減シャワーぐらい自分で浴びれるようになってくれ、頼たのむから」


「頭も、おんしが洗うのじゃぞ？」


「ああ、やってやるよ」


「シャンプーハットも、ちゃんと付けるのじゃぞ？」


「……おい。さすがに注文が多すぎるだろ。つうかいい加減、そのうっとうしい髪かみを切りたいんだが？　毎日毛け繕づくろいする俺の身にもなれ」


「バカを言うでない。こんなにきれいな金きん髪ぱつを短くするなど、世界的な損失ではないか。切るなんてとんでもないことじゃ。──あ、それとシャワーの温度は、熱いのも冷たいのもダメじゃからな？　その中間の、ほどよいところで頼むぞえ」


「へいへい……」


　


　──まあごらんの通り。


　動物どもにエサをやるという、たったそれだけの仕事をさせるだけでこの様である。


　でもって、賢けん明めいなる読者諸兄はお気づきかと思う。回想シーンで俺が作成したスケジュール表と、現在の江藤の行動が、まるで違ちがっていることに。


　が、それもやむを得ないのだ。何しろこのスカタン吸血鬼は、俺の想像をはるかに超こえる役立たずだったのだから。




　　　七月二十一日【同居初日】（ＡＭ10：30）







　というわけでたびたび申し訳ないが、時間をふたたび巻き戻す。


　尻しり叩たたきのお仕置きをしてるところを美み園そのに見られ、前後の記憶が怪あやしくなるほど痛めつけられた顚てん末まつを経て。


　俺、クソガキ、美園の三人は、ちゃぶ台をぐるりと囲む形で座っている。


「話は大体わかったわ」


　俺お手製のスケジュール表に目を通しつつ、美園が言った。


「やり方はともかく、やろうとしていることには賛成よ。今後この子がこの家で暮らしていくのであれば、ちゃんと規律正しい生活をさせないとね」


　ちらり、自じ称しよう・吸血鬼のほうに視線をやる美園。


「…………」


　マリーなんとやらは、さっきから不服そうに黙だまり込んだままだ。


　慣れない正座にひざをもぞもぞさせながら、俺と美園を交こう互ごにチラ見している。生意気なクソガキもさすがに美園相手では分ぶが悪いようだ。


　ま、当然だろう。


　俺なんかと違って、美園がマジギレした時のヤバさはガチだからな……まして俺が痛めつけられてるシーンを、クソガキはつぶさに見ているから。むしろ小便を漏もらさなかっただけ褒ほめてやるべきかも。


　いや、ほんとに悪あく魔まと化すんだよこの女は。


　外傷を与あたえず、なおかつ対象が廃はい人じんにならない程度に痛めつける技術に関しては、もはや完全に職人芸。学力優ゆう秀しゆうで組織を束ねる人望もあるから、末は博士か大臣か、みたいな風にご近所では言われてるけど……たぶんこいつの天職は拷ごう問もん官だと俺は思うね。


「それにしても先が思いやられるわ」


　幼なじみは無表情にこちらを見ながら、


「竜りゆう之の介すけとこの子がこの家に、ふたりで暮らすとなれば。この先も似たようなトラブルが何度だって起きるでしょうし」


「いや、ちょっと待ってくれよ」


　美園に異を唱える俺（もちろん正座させられ中）。


「これでも俺は、なるべく平和的に解決しようとしたんだぜ？　スケジュールを見せて、その理由もちゃんと説明してさ。それでもこのガキが納得しなくて、納得しないどころか俺にケンカ売ってきたから、それでしょうがねーからお仕置きしてやったんだよ。ほれ、見ての通りこのクソガキはよ、見た目もガキなら中身はもっとガキだし。こういうヤツに物事を教え込むには、ケツのひとつやふたつは叩たたいてやったほうがいいんだって。俺はそのやり方で動物どもを躾しつけてきたからさ、説得力があることはわかるだろ？　ていうか美園、お前だってしょっちゅう弟どものケツ叩いてる──」


「竜之介」


　にっこり。


　満面の笑顔を咲さかせる美園。


「他所よその子が聞いてる場で身内の話をするのは、良くないことだと思うわ。ねえそうでしょう？」


「はい。その通りです」


　俺は即そく座ざに折れた。笑顔の裏には般はん若にやの面が隠かくされている──そのことは長年の経験から痛いほど知っている。文字通りに。


「ま、とはいえあんたの言うことにも一理あるわ」


　美園はふたたび無表情に戻もどって、


「適度なお仕置きが教育にとって有効なのは認めましょう。お尻叩きの効率のよさが歴史的に証明されてることもね」


「だろ？」


「でも今回は駄だ目め」


「なんでだよ」


「子供と言い切るにはもう微び妙みような年ねん齢れいでしょう、彼女。お尻叩きなんて許されるのは、せいぜい第二次性せい徴ちようの始まる前までよ」


「俺から見たら立派なガキだよ」


「ガキって言ったって、あんたと三つか四つしか変わらないじゃないの、見た目的には」


「とにかくだ」


　なおも何か言おうとする幼なじみを遮さえぎって、


「俺は親おや父じからこのガキの世話を任されたんだ。成り行きはともかくとして、任されたからには出来る限りのことをやる。俺なりのやり方でな。そのことについて文句は言わせねえよ」


「そう。困ったわね」


　ふう、とため息。


　それから左右に首を振ふり、悲しげな目で、


「悪いけどわたし、これ以上この件について議論するつもりはないの」


「奇き遇ぐうだな。俺もだよ」


「仕方ないわね。じゃあ暴力に訴うつたえ出ることにしようかしら」


「ちょ!?」


　あっさり脅きよう迫はくに出やがった。なんてやつだ。


　この女の戦せん闘とう能力の高さはすでにご承知の通りである。とてもじゃないが腕うでっ節ぷしで勝てる相手じゃない。


「てめえ汚きたねえぞ美園！」


「何とでも言いなさい。いつだってこの世は勝った方が正義なのよ。……ふふ、暴力って本当に素敵ね。いつだって自分の主張を押し通せるし、なにより面倒がないし。この力を与えてくれたおばさまには感謝してもしきれないわ」


　指の関節をコキコキ鳴らしつつ、危険な薄うす笑わらいを浮かべる美園。


　ほんとにとんでもねえ女だった。


　どうみても正義の側じゃなくて悪の大ボス側だった。


　そしてまことに残念ながら、これが俺の幼なじみなのだった。


「で？　どうするの竜之介？　これでもまだ自分の主張を押し通すつもり？」


「ぬう」


「わたしはあんたの不満げな唸うなり声ごえを聞きたいんじゃないのだけど？」


「……わーった、わーったよ。尻叩きは金こん輪りん際ざいやめる。それでいいか？」


「ええ。それでいいわ」


　にっこり笑って頷うなずく美園。


　ったく……こういう時だけ可愛く笑いやがるんだよな。笑顔ってのは本来、凄すごみを利きかせる用よう途とに使うものじゃないはずなんだが。


　まあいい。


　ここは面従腹背といこう。躾けにとって尻叩きを超こえる有効な武器はないわけで、これを捨てる手はない。


　ま、要するに隠れてやればいいってことだ。美園は何かと多た忙ぼうな身だから、いつも監かん視しの目を光らせておくことは出来ないだろうし。その気になれば隙すきを見つけることはいくらでも──


「その顔は『隠れてやればいいや』って思ってる顔ね、竜之介。別にやってもいいけど、それなりの覚かく悟ごはしておきなさいよ？　その時は遠えん慮りよなくお仕置きしてあげるから。リミッターなしでね」


　……まあ。余よ裕ゆうで見み抜ぬかれてますけどね。


　が、俺はやる時はやる男。その必要が生じた際は、ためらうことなく伝家の宝刀を抜ぬいて自称・吸きゆう血けつ鬼きの尻しりをひっ叩ぱたいてやる。もちろん美園にはぜったいバレないように工夫した上で、だけどな！


「それはそれとして」


　無表情に戻って美園。


「とりあえずこのスケジュール表。これを彼女にやらせてみましょう。……ええとあなた、名前なんていったかしら？」


「……マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス」


「そう。じゃあ江え藤とうさん、今日からあなたはこのスケジュールに従うように。できるわね？」


「むう」


「返事は？」


「わ、わかった。わかったから、そんな殺気のこもった目で睨にらむでない。やれるだけのことはやってみようぞ」


　あわててこくこく頷く自称・吸血鬼。


　ふむ……美園のやつ、このガキにも殺人光線を放つようになったか。どうやらガキのことを暫ざん定てい的ながら『身内』と判断したらしい。この二面性魔ま神しんが作り笑いを捨てる相手は、自分の本性をさらけ出してもＯＫと判断した相手に限られるのだ。


　つってもまあ、ガキの目の前で何度も俺を痛めつけてるわけで。今さら取とり繕つくろいようもない、ってのが本当のところかもしれんけど。


「時間は……ああ、そろそろ十一時になるのね。今日のところはスケジュールをさくっと省略して、まずはお昼ごはんを作る手伝いからよ」


「ぬ……」


「早く立ちなさい江藤さん。時間が押してるんだから」


「い、いや、それが。足がしびれて──」


「いいから早く立ちなさい」


「ひぎゃっ!?　こ、これ、無理やり立たせるでない！　ふくらはぎが！　向こうずねが！」


「痺しびれたぐらいで死んだりしないわ。いいから早く」


　腕を捕つかまれ、台所まで引っ張られていく自称・吸血鬼。


「くっ……なぜ妾わらわがこのような……！」


　美園には聞こえないようブツブツ不平をたらしているクソガキは、自分の名前がなんだか微妙なところで略されたことにも気づいてないようだった。


　とまあ、そんなこんなで。


　マリーなんちゃら改め江藤さんは、この家の暮らしに馴な染じむための第一歩を踏ふみ出した、わけなのだが。





　　　　　　　＊





　ミッションその１。


　


「いいか江藤。包丁の持ち方はこうだ」


「こ、こうかえ？」


「ちげーよ、それじゃ力の入れすぎだ。野菜ごとまな板まで刻む気か」


「むう。ではこんな感じかの？」


「それは力抜きすぎだよ。しかも力抜きすぎて顔まで脱だつ力りよくしてんじゃねえか。すっげーマヌケな顔してんぞお前」


「……チッ。注文の多いやつじゃ」


「何か言ったか？」


「空耳じゃろう。ほれ、それではこれでどうじゃ」


「ふむ。まあ一応は見られる感じになったか。じゃあ次はな、左手を野菜に添そえて。人差し指と中指の背中に、包丁の横っ腹を当てるようにして」


「む……こ、こうか？」


「うん、まあそれでいい。で、あとは真っ直ぐ下に力を入れる」


「うむ。こうじゃな」


「馬ば鹿かおまえ力入れすぎ。そんなやり方じゃそのうち指切るぞ。あとそんな力ちから一いつ杯ぱいやったらまな板が削けずれる」


「ええい、仕方ないであろう!?　こうせねば切れんのじゃから！　貴様、包丁の手入れを怠おこたっているのではあるまいな!?」


「研といだばっかだよ馬ば鹿か野や郎ろう、道具のせいにすんじゃねえ。ほれ、手が止まってる。さっさと続きをやれ。あとリズムをキープするのを忘れんな」
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「くっ……我が牙きばが本来の姿であれば、このような野菜を切ることなど造作もないというのに。このようなナマクラを用いるのを強しいられるとは、今さらながら我が落らく魄はくも行き着くところまで行き着いたものよのう……」


「ブツクサうるせえな。キメ顔つくってボヤいてるヒマあったら手え動かせ。さっきからぜんぜん進んでねえぞ」


「ええい黙だまれ下郎。言われずとも心得ておるゆえ、そこで大人しく指でもくわえて見物しているがよい。妾の妙みよう技ぎをもってすれば、野菜ごときを切り刻むことは造作もない──な、ちょ、なんじゃ!?　目が！　目があああ!?」


「まあそうなるよな。タマネギ切ってんだから」


「き、貴様さてはあれじゃな!?　妾を罠わなに嵌はめおったな!?　このような手段を用いて妾を暗殺しようなどとは卑ひ怯きよう千万であるぞ！」


「タマネギぐらいで死ぬかよ馬鹿野郎。そもそもお前に暗殺するほどの価値はねえ。いいから手え動かせ」


「無茶を言うでない！　このような目くらましをされては切れるものも切れ──うぎゃあ!?　指が！　指がー！」


「…………」





　　　　　　　＊





　ミッションその２。





「いいか江藤。掃そう除じ機きの持ち方はこうだ」


「ふむ。こうかの」


「……もっと普ふ通つうに持てよ。竹たけ槍やりで誰だれか刺さそうってわけじゃねえんだ、そんなに腰こし入れなくていい。足もそこまで踏ん張ばる必要ねえから」


「ええい、いちいちケチを付けるでないわ。要するにこの棒っきれの部分さえ握にぎっておればいいのであろう？」


「お前が少しでも楽にやれるようにと思って、こっちはアドバイスしてやってんだ。体力も腕わん力りよくもねえんだから、力抜いてやるクセつけないと先が保もたねーぞ？　そもそも掃除機なんてのはな、鼻歌でも歌いながら気軽にかけるもんなんだよ。そのための文明の利器なんだから」


「ふん、ブッダに教えを説くとはまさにこのことよな。貴様に言われずともそのようなことは承知しておる。大人しく妾の働きをそこで見ておれ」


「そうか。そんじゃま、ちょっとやってみろ。手元のスイッチを入れて、あとは先っぽの部分を前後左右に動かせばいい」


「ふむ。スイッチとはこれかの。……おおう!?　こやつ、いきなり唸りだしおったぞ！」


「電源が入っただけだよ。ほれ、早く動かせ。電気代だってタダじゃねえんだ」


「ふん、わかっておるわ。……む？　むぬ？　くっ、ふおっ」


「？　どうした」


「この先っぽめ、なにやら強きよう烈れつに床ゆかを吸い込んでおるようじゃ！　ぴくりとも動かせぬぞえ……！」


「おま、ホントどんだけ非力なんだ……とりあえず設定変えろ。手元のスイッチだ。弱いとか強いとか書いてあるやつ」


「こ、これかえ？　……おおう、軽くなった軽くなった」


「ったく。ここまで来るのにどれだけ掛かかってやがる。時間も押してんだ、早く始めろ」


「ふん、言われずとも分かっておるわ。……まったく、どこぞの姑しゆうとめのようにネチネチと。陰いん険けんな男じゃ」


「なんか言ったか？」


「空耳じゃろう。さて、それでは始めるとするかえ」


「あ、ちょっと待て。お前コードが足に絡からまって──」


「ひゃあ!?」


「って言わんこっちゃねえ、派手にすっ転びやがって」


「くっ、なんじゃこの紐ひもは!?　どんどん伸のびて絡まって……！」


「下手に暴れるからだ馬鹿野郎。落ち着いて外せばなんてことねえ、パニックになるな。掃除機はお前を取って食ったりしねえから」


「だ、だめじゃ、紐が絡まって外れんようになった！　りゅうのすけ、助けてたも！」


「…………」





　　　　　　　＊





　ミッションその３。





「いいか江藤。箸はしの持ち方はこうだ」


「ぬ……く……こ、こうかえ？」


「ちがう。もうちょっと薬指と小指を曲げて。んで薬指の横っ腹で箸を支える感じ」


「む……ぬ……こ、こうかえ？」


「不格好だなオイ。まあいいや、んで下の箸は基本支えるだけな。でもって上の箸を動かして物を挟はさむようにするんだ。ほれ、そこの豆をつまんでみろ」


「むぐ……こ、これは中々……き、きつくはないかえ？　指がぷるぷる震ふるえるのじゃが」


「慣れだよ慣れ。いいからまずはやってみろ」


「ぬ……む……ふおっ……」


「ほれ、もうちょいだ。がんばれがんばれ」


「く……ほっ……ああっ!?　また落としてしもうた！」


「おう、惜おしかったじゃねえか。ほれもう一回」


「むにゅ……ひょほっ……くおっ……ああもう無理じゃ！」


「こら、箸を投げ出すな。簡単に諦あきらめるんじゃねえ」


「これ以上やったら指が攣つってしまうぞえ！」


「だから慣れだって、そんなもんは。お前の礼れい儀ぎ作法はひたすら最悪だが、メシの食い方に関してはホント目も当てられねえからな。箸の持ち方は絶対に覚えさせるぞ」


「こんなもの使わずとも、ナイフとフォークとスプーンで事足りるであろうが！」


「郷に入りては郷に従えだ。ほれ、さっき教えたみたいにやってみろ」


「むう。どうやって持つんじゃったかのう」


「下側の箸をこう、頭がちょっとはみ出るくらいに持ってだな。でもって薬指の横っ腹に当てて、親指と人差し指の間に挟み込む感じだな」


「む。むむむう……」


「なんだ。説明が難しかったか？」


「いや。薬指というのは果たして何本目の指であったかのう、と思うて」


「そこからかよ」





　　　　　　　＊





「──想像以上ね」


　冷たい麦茶をすすりながら、美園が冷静に判断を下した。


「あの子、思ってたよりもずっとなってないわ。頭も悪いし体力もないし、精神的にも幼いし。これは先が思いやられるわね」


　時刻は正午をいくらか過ぎたころ。


　真夏の日差しと蟬せみの鳴き声がシャワーみたいに降り注ぐ中、俺と幼なじみは縁えん側がわに腰かけて庭を眺ながめている。


「ひぃ……ふう……うひぃ……」


　その庭では現在、江藤がジョギングのエクササイズをしている真っ最中。


「も、もうダメじゃ……これ以上は走れ……」


「ばうっ！　ばうばうばう！」


「うひい!?　わ、わかった走る！　走るゆえ吠ほえるでない！」


　だらしなく舌を出し、犬のワン太に吠え立てられながら、であった。


　ちなみにジョギングと言っても庭木と庭木の間、およそ二十メートルほどの距きよ離りを何度か往復しただけである。いかに炎えん天てん下かのコンディションとはいえ、人並み外れた体力のなさであった。


「料理も掃そう除じも箸の使い方も、その他もろもろ何やらせてもダメ。正直ワン太よりも使えないわよね、あの子」


　容よう赦しやなくこき下ろす美園だが、まあ事実そのままだからフォローもできん。実際ウチのワン太は優ゆう秀しゆうだしな。牧羊犬とか狩しゆ猟りよう犬ってのは、下手な人間より役に立つわけで、口だけ達者なモヤシと比ひ較かくするのはむしろ失礼ってもんだ。


「とりあえずひとつだけ確かなのは。あのスケジュールを守らせるのは現実的じゃない、ってことだけど」


「まあな」


　江藤の無様な姿を目で追いながら俺はボヤく。


「もうちょっとスケジュールをゆるくしていって、あのガキでもどうにかこなせる程度に調整してくしかねえな」


　ちなみに俺が江藤に教育を施ほどこしている最中、美園はひとことも口を挟まなかった。


　船頭多くして船山に登る──俺が江藤の保護者役になってる以上、その立場を侵しん害がいしたりはしないのである。暴君であり暴力女でもあるけど、その辺はわきまえた女なのだ。


「りゅ、りゅうのすけ！」


　と、せっぱ詰つまった声で会話に割り込んでくる自じ称しよう・吸きゆう血けつ鬼き。


「なんだ江藤。走るのサボるんじゃねーぞ？」


「さ、サボりたくてもサボれんわ！　犬ころに妾わらわを追わせおって──こんな無礼と不敬が許されると思うてか!?」


「しょうがねえだろ。そうしねえとお前、走らねえんだから」


「ええい、こんなものは拷ごう問もんに等しい苦行であるぞ！　覚えておれよりゅうのすけ、この借りは必ずや倍にして返してくれる！」


「拷問とか言うけど、走り始めてからまだ二分も経ってないからな？　あとお前、走るっていうかほぼ歩いてるからな？」


「しょうがないではないか！　そもそも妾は夜に生きる種族ゆえ、このような昼間から動くのは性に合わんのじゃ！」


「つうか、そんだけしゃべる元気がありゃまだ余よ裕ゆうだろ。ほれ、キリキリ走れ」


「くっ──決して忘れぬぞこの屈くつ辱じよくは！　りゅうのすけよ、あとで必ず後こう悔かいすることになるぞえ!?　今のうちに妾に尽つくしておいた方が身のためであるぞ!?」


「あーもー、ほんっと口の減らねえ野や郎ろうだな。……おいワン太。もうちょっとペースを上げてやれ」


「ばうっ！　ばうっ、ばうばうばうっ！」


「ひい!?　これ貴様、やめんか！　尻しりを突つっつくでない！　犬いぬ畜ちく生しようの分際で──うひゃ、うひっ!?　わ、わかった走る！　走るぞえ！」


　さすが、ウチの動物どもを束ねるボス犬である。江藤のケツをせっつくワン太の姿は、実に堂に入っていた。まったく頼たよりになるヤツだぜ、どこかの誰かとちがって。


「あんた、それだけは本当に上手いわよね」


　と、その様子を見ていた美園。


「それだけはって、何がだよ」


「動物を手なずけるのがよ。それだけは職人芸だったわ、昔から」


「んー、まあな。ウチの親おや父じですら、そいつだけは認めざるを得ねえからな。もちろんあのガキだってきっちり躾しつけてみせるぜ」


「さあ。それはどうかしらね」


「しっかしあいつ、どこの誰だか知らんけどさ……しかしそれにしてもまあ、よく今日まで生きてこれたよな、あの生命力のなさで」


「吸血鬼なんでしょ、彼女。だったらそういうことがあっても不思議じゃないんじゃないかしらね」


「なんだ美園。お前は信じてんのか？　あいつのヨタ話を」


「別に、あの子が本物かどうかになんて興味ないわ。わたしが興味あるのは、あの子がわたしの敵なのか否か。それだけよ」


「なんだそりゃ？　物ぶつ騒そうな話だな」


「疑わしきは先制して排はい除じよするのがベストなのよね、ほんとは。でもまあ、あの子はおじさまの──仙せん太た郎ろうさんからの預かり物だし」


「よくわからんけど、お前はお前なりに通さなきゃならん義理がある、ってことか」


「まあそうね。おじさまはおばさまの選んだ配はい偶ぐう者しやですもの。無下にはできないわ」


　……うん。


　親父と母さんのヒエラルキー差がハッキリわかる発言だな。


「ところで竜之介」


「おう？」


「あの子の面めん倒どう、ほんとうにこの家でみるつもり？」


「ま、そうなりそうだわな。記き憶おくもなけりゃ親しん戚せきも身よりもないってんだから」


「警察に届け出るなり、児童相談所に連れん絡らくするなり、やり方はいろいろあるでしょうに」


「俺だって、できることなら保健所に通報したいけどな。親父からの頼たのまれ事だし、見るからに訳ありだし、まあそういうわけにもいかんだろ」


「何なら、わたしの家であの子の面倒をみる、という手もあるんだけど」


「それこそ現実的じゃねえだろ。お前なんだかんだで忙いそがしいし、家計だって楽じゃないんだろうし」


「まあ、それはそうね」


　と、そこで会話が途と切ぎれた。


　ゾンビみたいにダラダラ走る（というか歩いてる）江藤の息切れと、ワン太の吠え声。それと鼓こ膜まくに痛い蟬せみ時雨しぐれだけがしばらく流れて。


「ひとつ聞いておきたいのだけど」


「おう」


「あんたにとってのあの子って、何？」
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「…………？」


　なんだ。


　今日は妙みように口数が多いというか、変に絡からんでくるな、こいつ。


　不思議に思って幼なじみの横顔を盗ぬすみ見みると、いつもの無表情よりもう一段上の、ほんとにまっさらなポーカーフェイスである。十数年の付き合いになる俺も、これをやられるとさすがにこいつの考えが読めない。


「んー。そうだなあ」


　ここは茶化さない方がいいかな、と本能的に判断。


　ちょいと真面まじ目めに考える。


「まあそうだな、あれじゃね？　普ふ通つうに考えたら、居候とか同居人とか。そういうことになるんじゃないかね」


「普通に考える、ってどういうことかしら」


「いや、そりゃまあ言葉どおりの意味だけどさ。通常どおり、常識的に考えて、ってことだけど」


「じゃあ、普通じゃない考えでいけばどうなるのかしら」


「普通じゃないつーかなんつーか……もうちょっと細かく深く考えていけば、ってことだけど。例えば師し匠しようと弟子の関係、って見ることもできるし。あとは家主と店たな子こ、とか。もっと言うならそうだな……親戚の子とか妹みたいな、っていうか。もしくは娘むすめみたいなもの、とかさ」


「ふうん。そう」


「どっちにしてもあれだな、『手の掛かかる』って形容詞は入るけどな」


「それにしては、それほど面めん倒どうくさがってるようにも見えないんだけど」


「んーそうか？　ま、動物の面倒みるのは好きだからな、確かに」


　ぶっちゃけた話、である。


　そんな話を振ふられても困るのだ。


　別に大それた考えがあって、チビガキの面倒みようってわけじゃない。何か知らんけど、たまたまあのガキと俺の人生が交わる瞬しゆん間かんがあって、たまたまあいつに行き場がないらしくて、たまたま俺には多少の余裕があった。あいつの面倒を見ようってのは、ほんとそれだけの理由でしかないのだ。


「まあなんつーか。困ってるやつがいて、俺の手の届く範はん囲いでそいつの力になれるなら。まあできるだけ力になりてえな、っていう。そんだけのことだよ。俺にとってあのガキが何なのか、って訊きかれたら、まあそう答えるしかねえわな」


「そう。まあ、あんたらしいと言えば、らしいかしらね」


　てなことを言って肩かたをすくめた美園の横顔は、ちょっと笑っていたかもしれない。なんせ表情の変化が少ないやつだから、いまいち確信はないけど。


「いいわ、そういうことなら認めてあげましょう。とりあえずはね」


「なんだよそりゃ。あのガキの面倒をみるのに、いちいちお前の許可を取らなきゃならんのか？」


「別に許可なんていらないわ。ただわたしの許可がないと、とても悲しい出来事が起こるという、それだけのことよ」


　ふむ。


　まあ『悲しい出来事』の中身はだいたい想像がつく。その出来事の当事者はたぶん俺ひとりなんだろうな、ってことも。


「彼女の面倒を見ることについては、まあいいとしましょう」


　と、続けて美園。


「長年にわたって封ふう印いんされてきた吸血鬼で、今はぜんぜん力もなくて、普通の人間と変わらなくて、いまいち記憶もあいまいだ、ってところも納得するわ」


「まあな、今んとこそうするしかないわな。親父は例によってバックレたままだし、電話にも出ねえし」


「問題は、完全無欠に社会不適合者な彼女をどうやって教育していくか、ってことだけど」


　走るスピードがさらに落ちて、ほとんど砂さ漠ばくで遭そう難なんしてるみたいになってる江え藤とうを眺ながめながら、


「正直ちょっと見当がつかないわね。人間相手ならともかく、自称・吸血鬼を教育するなんて。おまけに想像を絶して物覚えが悪いし、隙すきあらば反はん抗こうしようとするし」


「だよなあ。そもそも記憶力がニワトリ並みだから、せっかく教えたことも三秒で忘れやがるもんな。こっちとしては、種を蒔まいてない畑に水をやってるみたいな気分になるっつーか」


「対策としてはそうね、例えばお仕置きの効率を高めていくとか」


「それは一理あるな。いつの世も、痛みってやつはいちばん効率のいい教訓になるし。もちろん教える側のモラルの高さが前提だけど」


「といっても、あの子が『懲こりない子』だってことはもう分かってるし。どうにかしていい方法を探せればいいのだけど」


「そこは俺に任せろ。尻しり叩たたきのやり方については、ちょっとしたニューアイデアがあるから。そいつを披ひ露ろうするいい機会だ」


「そのやり方を披露した瞬間に、あんたは残された寿じゆ命みようの全てを使い切ることになると思うわ」


「……なあ美園。お前はいい加減に現実を認めるべきだ。実際に俺の尻叩きは抜ばつ群ぐんの効果を発揮したんだぜ？　そのことについてお前はどう思うんだよ」


「同じ日本人として恥はずかしく思うわね。お尻叩きなんて野や蛮ばんな行こう為いが許されるのは、せいぜいネアンデルタール人までよ」


「しょうがねえだろ。あの金きん髪ぱつのおつむがネアンデルタール人並みなんだから。目には目を、歯に歯を、っていうだろ？　原始人には原始的なやり方でやりゃいいんだよ」


「大事なことだから何度でも言うけど。あんたの言う『原始的なやり方』をもう一度やったら、今日この日まで生きながらえてきたことを必ず後こう悔かいすることになるから。あ、ちなみにこれは予言ね？　忠告ではなくて」


　真夏の昼、じんわりと肌はだから汗あせがにじむ縁えん側がわで。


　俺と幼なじみの議論はお互たがい譲ゆずらず平行線。


　と、不意に何やら笑いがこみ上げてきた。


「何を笑っているの？」


「ん？　いやまあ、なんつーか」


「事と次第によっては、そのにやけた顎あごの関節を外してあげるけど」


「おい。脱だつ臼きゆうはクセになりやすいからやめろよマジで。……いや、何か思いのほか真面目に教育論っぽいことやってるからさ。それがちょっと面白かったっていう、それだけのことだよ」


「どこが面白いのか、わたしにはさっぱり分からないのだけど」


「そりゃお前、あれだよ。まるで自分たちの子供をどうやって育てようか、って相談してる夫婦みたいじゃんか、今の俺らって」


　かっかっか、と笑う俺。


　血も繫つながってないわ、そもそも子供と呼ぶにしては少しばかりとうが立っているわ──そもそもにおいてなし崩くずし的に押しつけられた厄やつ介かい者ものに対して、えらく真しん剣けんになっている俺たちの姿が。なんだか妙におかしく思えたのだ。


　ま、事情がどうであれ、引き受けたからには真面目にやるのは当然だけどな。情に流されて拾ってきた動物どもの面倒も、俺は手を抜ぬくことなくこれまでやってきたし。そのことはささやかながら、俺にとっての誇ほこりになってるわけで。今回だって途と中ちゆうで投げ出すつもりは毛頭ないのだ。


「……わたしたちの子供は」


　と。


　俺の誘さそい笑いにも無反応だった美園が、かなりの間をおいてポツリと呟つぶやく。


「あんな風に金髪になったりしないわ」


「いや、そりゃまあそうだろ。俺もお前も思いっきり日本人じゃねえか。俺とお前の間に金髪の子供が生まれたら、そりゃ俺の子供じゃないよ」


「ええそうね、それはわたしたちの子供じゃないでしょうね。でもね竜りゆう之の介すけ、わたしが金髪の子供を産むことは決してないのよ」


「なんだ。外国人には興味ないってか？」


「ないわ。わたしが興味のある相手は、ごく狭せまい範囲に限られるもの」


「へえ。そうかい」


「ええそうよ。そしてわたしは決して浮うわ気きなんかしないわ。これと決めた男にだけ、わたしは一生ついていくつもりよ」


「ふうん。まあ確かにお前、そういうところ堅かたそうだもんな」


「ええ。そこは信用してもらっていいわ」


「ふうん。そうか」


「ええ。そうよ」


　…………。


　…………。


　…………なんだろね？


　いつの間にか妙みような会話になってしまった。


　いや、美園の野や郎ろうが妙に真剣な顔して──それも俺の方をまったく見もせずに、なにやら具体的じゃない話ばかりするから。だから変な空気になってしまったのである。俺は悪くないはずだ。たぶん。


「まあわたしとしては」


　明後日あさつての方角を向いたまま、美園がそんな風にまとめに入る。


「江藤さんとひとつ屋根の下に暮らしてる間に、何も間ま違ちがいを起こさないのであれば。さしあたってはそれで十分よ」


「間違いって何だよ、間違いって」


「そんなの決まってるでしょう。あんたがあの子に劣れつ情じようを催もよおして、血迷った行動に走るんじゃないか、ってことよ」


「信用ねえなあ。あのガキは単なる居い候そうろうであって、俺にとっちゃそれ以上でもそれ以下でもねえよ。……いやすまん、訂てい正せいする。あいつは俺にとって居候以下、俺が面めん倒どうみてる動物どもと同レベルの存在だ。美園よ、お前は犬とか猫ねことかに劣情を催したりするのか？　しねえだろ？」


「中身だけじゃなくて、見た目も動物並みならよかったんだけどね。残念ながらあの子、中身はともかく見た目は怖こわいほど綺き麗れいだし──それに綺麗なだけじゃなくて、なんだかちょっと危ない感じなのよね」


「そうか？　うーん、俺にはちょっと分からんけど」


「あんたの節穴には初めから期待してないわ。……それにしても面倒なことよね。本来なら、疑わしきは率先して排はい除じよしておきたいのだけど」


「お前の辞書には冤えん罪ざいって言葉が載のってないのか？　とにかく何度も言ってるけどさ、お前が心配するようなことは起こらねえから。変に気ィ揉もむんじゃねーよ」


「そうかしら」


「おうよ。お前も知ってるだろ？　自じ慢まんじゃねえが俺は年上好きなんだ。三み十そ路じ前の女なんて幼よう稚ち園えん児じと大差ねえぜ」


「さすがにそこまでいくと、自慢じゃないどころか口にするのも憚はばかられることだと思うのだけど」


「馬ば鹿か、女は四よ十そ路じこえて初めて輝かがやくんだよ。動物なのか人間なのかもよく分からんガキに欲よく情じようするなんて、天地がひっくり返ってもありえねえ」


「でも、彼女が綺麗な女の子だってことは事実でしょう？」


「そりゃまあ確かに、綺麗は綺麗だと思うけどさ。でもよ、ぶっちゃけあいつよりお前の方が美人だと思うぜ？　どうせ手を出すんなら、あんな骨と皮だけのガキよりもお前にするけどな」


　まだしも俺好みの年ねん齢れいに近いしな、美園の方が。


「だからまあ、とにかく心配すんなって。お前が心配してるようなことは起こらねえ。天に誓ちかって保証するよ」


「…………」


「？　おい美園。聞いてんのか？」


「……ええ。聞いてるわ」


　と言って、幼なじみは俺から顔を背けつつ、


「……こいつって本当、どうしようもないくらい天然のコマシよね。無自覚なそういう発言がどういう効果をもたらすか、一度徹てつ底てい的てきに教育するべきなのかしら。まったく、そういうところばかりおじさまに似て……」


「あん？　なに言ってんだ？　ひとりでブツクサ言ってても聞こえねえぞ」


「うるさいわね。あんたには関係のないことよ」


「だったらこれ見よがしに俺の前で言うんじゃねえよ……つーかお前、なんか耳たぶとか首筋のあたりがやたら赤くねえか？　大だい丈じよう夫ぶか？」


「うるさいわね。あんまりしつこいと、目に指を入れるわよ」


「ってお前!?　マジで目め潰つぶししながら言うんじゃねえよ！　俺の白羽取りが間に合わなかったら、危うく視力２・０の目が光を失うところだったじゃねえか！」





　　　　　　　＊





　──と、まあ。


　この日の昼下り、真夏の日差しと蟬せみの鳴き声がシャワーみたいに降り注ぐ中で展開したシーンの概がい要ようは、おおむねこんなところである。


　……いや。ちょっと待った。


　もう少し、より詳しよう細さいに、この時の出来事を伝えておかなきゃならん。


　実はこの直後、ジョギングを続けていた江藤がぶっ倒たおれた。


　原因は明白。美園との会話に夢中になるあまり、江藤にもワン太にもジョギング中止命令を出さなかったからである。


　不向きな走り込みで（といっても概おおむね徒歩だが）体力を消しよう耗もうした江藤は、もはやヘルプを求める声すら上げられず、ワン太もワン太で俺の命令に忠実すぎるあまり、ひたすら江藤のケツを追ってジョギングを続けさせていたのだ。


　言い訳の余地はない。


　明確に、言いい逃のがれようもなく、俺の失態である。


　もちろん不死身の吸きゆう血けつ鬼きであるからして、少しばかりの熱ねつ中ちゆう症しようで死ぬことはないし。一時間ほど安静にして目を覚ました後は、例によって偉えらそうな態度と口調で、高貴な夜の血族に対する扱あつかいの悪さについて俺に説教を垂れてくれたし。


　俺としてはついイラッとして伝家の宝刀・尻しり叩たたきを抜こうとしたところを、例によってデストロイヤー美園によってひどい目にあわされた、とかなんとか。そんなエピソードもあったりしたわけだけど。


　肝かん心じんなのは、俺としても『言い訳の余地のない失態』だと自覚していたことであり、いかに動物と紙一重のガキが相手だったにしても、さすがに悪いことをしてしまったという自責の念があったということだ。


　その事実を、ここに伏ふく線せんとして提示しておくことにする。


　


　今にして思えば、だ。


　美園があれだけしつこく気にしていたのは、いわゆる虫の知らせというやつだったのかもしれないと──まったくもって今にしてではあるが、思わなくもない。


　無論、この時の俺には知る由よしもなかったことだ。


　知る由になったのは、この時から下ることおよそ六時間後。


　美園が所用で家に戻もどり、不平たらたらの江藤を俺ひとりで調教し、四苦八苦しつつもおおむね失敗に終わった、失意の夕食時のことになる。


　ああこの際だ。


　ここまで思わせぶりになったことだし、いっそのことオチもバラしてしまおう。


　この後のシーンにおいて、自じ称しよう・吸血鬼が本物の吸血鬼になる。


　でもってこれもついでだ。


『あんたにとってのあの子って、何？』


　と幼なじみに訊きかれ、いまいちハッキリした答えを返せなかったことについて、もう一度返答する機会を与あたえてもらうとしよう。


　今の俺──江藤との付き合いがそろそろ一ヶ月になろうとしている俺であれば、迷わずこう答えることができる。


　マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスとは何者か？


　答えは至極簡単。小学生でも知ってる単語ひとつで言い表そう。


　すなわち、マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスとは俺にとって、原げん爆ばくや水すい爆ばくにも匹ひつ敵てきする『爆ばく弾だん』である、と──。




　　　七月二十一日【同居初日】（ＰＭ７：10）







「あり得ぬ。まったくもってあり得ぬことじゃ」


　陽も沈しずみかけ、縁えん側がわからのぞく空に夕焼けの色が広がっている。


　本来のスケジュールから遅おくれに遅れ、ようやく調ととのった夕食の席において。江え藤とうはぶちぶちと不平を垂らしていた。


「何があり得ぬって、それはもう徹てつ頭とう徹てつ尾び、何から何まですべてがあり得んのじゃが。それにつけてもここ数時間のうちに起きた出来事は、もはや侮ぶ辱じよくを通とおり越こして冒ぼう瀆とくの域に達したと断言できるほど、まったくもって極め付きにあり得ぬことであったわ」


「ごちゃごちゃうるせえな。いいから黙だまって食えよ」


「訓練などと称しようして妾わらわを炎えん天てん下かに走らせ、しかも加減を知らぬ犬っころに追わせた挙句、妾を失神の憂うき目めに遭あわせるわ。それでも飽あき足たらず、やれ躾しつけやら勉強やら礼れい儀ぎ作法やらと口うるさく言って、妾を消耗させるわ」


「だから黙って食えってのに」


「まったく、貴様は一体どこの何様なのじゃ？　妾を疲つかれ殺すべくどこぞから派は遣けんされたエージェントだとでもいうのかえ？」


「なんでお前を暗殺するのにそんな手段を採らなきゃならんのだ。そんなまどろっこしいことするまでもなくお前なんぞは──いや、まあいい。とにかく食え」


「そもそも貴様は、物事には順序があるということを知らんから始末に負えぬ。あんな事細かにスケジュールを組んだとて、明らかに妾にとってはオーバーワークであろうが？　いかに綿密であれ、妾にこなせぬ分量の業務を押し付ければこうなるのは目に見えておったろうに」


「お前が偉そうに言える立場かよ。そういうのを盗人ぬすつと猛たけ々だけしい、っていうんだ」


　まあ。


　そうやって白い目をしてはみる俺だけど。


　正直なところ、声のトーンにいまいち張りがないのは否めなかった。


　いかんせん、俺の監かん督とく不行き届きによって江藤がぶっ倒れたのは事実である。


　加えて俺が組んだスケジュールによって江藤の体力を圧あつ迫ぱくしたこともまた、言い逃れのしづらい事実だ──俺はもちろん美み園そのも納得したあのスケジュールが、どのていど妥だ当とうなものだったかの是ぜ非ひはさて措おくにしても。


「まったく、貴様の無む駄だな熱血指導に付き合わされる妾の身にもなれ、というものじゃ。高貴な夜の血族たる妾は、そもそも昼間に活動するには向いておらぬと、重ね重ねにも申しておるのに。それにもかかわらず貴様は何じゃ？　適材適所の真逆をいく、不適材不適所ともいうべき愚ぐ劣れつなスケジュールを考案し、考案しただけならまだしも妾にそれを強制するとは」


「おいこら。手で食うな、つってんだろ。せっかく教えてやったんだから、ちゃんと箸はしを使え」


「貴様は動物の躾け方に自信があるようじゃが、動物ども相手の実績を妾に対するそれと混同してもらっては困る。貴様が得意なのはあくまでも動物どもの躾け方であって、妾にかしずくための技術とはまるで異なるということを忘れるでない」


　その一方で、江藤の態度は大変にデカかった。


　頭が悪いは悪いなりに、俺の語勢が弱いことは察しているのだろう。長年の恨うらみをここで晴らしてやろうとでも言うような、強気の発言がつづく。


「そもそもりゅうのすけよ、貴様は妾を何だと心得る。妾が高貴な夜の血族であることは繰くり返かえし述べておるにもかかわらず、妾に対する不ふ遜そんな言動の数々……本来であればとっくに極きよつ刑けいとなるべきところを、妾の慈じ悲ひによって生かしておいてやっておるのじゃ。そのことをゆめゆめ忘れるでない」


「こっちも繰り返し言ってるだろ？　お前のどこが『高貴な夜の血族』なのか証明して見せろ、ってよ。それさえ証明してくれるなら、言われるまでもなくかしずいてやる。証明できたら、の話だけどな」


「ほれ、まずそこからして不遜であろう。妾の言葉を疑うなど、下々の民にはあってはならぬのじゃ」


「はあ」


「貴様らに唯ゆい一いつ許されるのは、妾の言葉の一字一句を崇すう拝はいし、恐おそれ敬い、唯い々い諾だく々だくと従うことのみである。それほどに我が言葉は重く、また唯一絶対の価値を持つ。そのことはもはや、常識を通り越して宇宙の真理と言うべきじゃろう。くしゃみはおろか呼吸ひとつすることすら、妾の許しを得て初めて叶かなうものと心得よ」


「だーから。そういう発言の頭の悪さが、お前を『高貴な夜の血族』から遠ざけてるってことにいいかげん気づけよ。ほれ、冷めないうちにさっさと食え。晩飯はお前の好きなレバニラにしてやったんだから」


「ふん、なぜ貴様に命じられねばならぬ。食うか食わぬかは妾が決めること、貴様ごとき下郎が口を差さし挟はさめる問題ではないわ」


「ふうん。そうかい」


　負い目はあるにしても、さすがにそろそろ面めん倒どうくさくなってきた。居い候そうろうの増長っぷりをこのまま放置しておくのも頂けない。


　というわけで、そろそろエサで釣つって話をまとめることにする。


「そりゃ残念だ。今日のレバニラは、わざわざとっておきの特別製にしてやったんだけどな。食わないならしょうがねえ、俺がひとりで始末するか」


「……む。特別製とな？」


「おうよ。普ふ通つうのご家庭じゃまずお目に掛かかれねえ、スペシャルでウルトラでグレートな特別製だ。でもま、食わないお前には関係のない話だな。つーわけでお前の分は俺が食うぞ？」


「待つのじゃりゅうのすけ。何がどう特別なのか、まずは聞かせるがよい」


「材料を変えた。……つーわけでお前の皿は俺がもらう」


「ま、待たんか貴様！」


　たちまち食いついてくる自称・吸血鬼。


「それだけで説明を済ませたつもりになるでない！　材料の何をどう変えたのか、もっと具体的に教えよ！」


「やだよめんどくせえ。まあひとつだけ言えるのは、今日のレバニラは本気の本気でハンパねえ仕上がりになってる、ってことだけだな。……つーわけで、お前の分は俺が食う」


「なぜそんな遠回しな、しかも肝かん心じんなところを避さけた言い回しをするのじゃ!?　意地悪をするでない！」


「そんなに知りたいか」


「知りたいぞえ！」


「じゃあ、教えてくださいお願いしますと言え」


「教えてくださいお願いします！」


　ためらいなく従う江藤だった。おまけに命じたわけでもないのに頭まで下げてやがるし。


　うむ。


　まったくもってちょろいヤツだな。むしろ将来が心配になるくらいに。


「よし、そこまで言うなら教えてやろう。今日のレバーはな、奮発してブランド和牛のレバーにしてあるんだ」


「ほほう」


「出すところに出せばひと皿ン千円のやつを、知り合いに頼たのんで分けてもらったんだよ。こいつはすげえぜ？　生のまま口に入れれば天にも昇のぼるような甘みがあって、そりゃもうたまんねえんだ」


「ほう、ほう」


「そいつを贅ぜい沢たくにもレバニラ炒いためにするってんだから、その知り合いが聞いたら卒そつ倒とうしかねんよな。そんなもったいないことに使わないでよぉ～、ってさ。下手したら出入り禁止になる危ない橋を渡わたろうとしてんだ、俺は」


「おおう……よく分からんが、すごそうじゃのう」


「なんでよく分からねえんだよ。そんな難しい説明してねえだろうが」


「まあとにかく、今日のレバニラはすごいのじゃな？」


「おう。すごいんだ」


「よかろう。そういうことであれば、妾が口にするのにふさわしい料理と言えるであろうて。りゅうのすけよ苦しゅうない、さっそく妾にそのレバニラを提供せよ。妾が直々にその味見をして進ぜるゆえ、むせび泣いて感謝するがよいぞ」


「いや、別に無理して食わなくていいんだけど？」


「食べさせてくださいお願いします！」


「最初から素直にそう言えばいいんだ。ほれ、食っていいぞ」


「ひゃほう！　いただきまーす！」


「おいこら。ちゃんと箸を使えって言ってんだろ」


　苦言を呈ていするも、いったん食事を始めたコイツは飢うえた獣けものと化す。何を言ったところで人類の言語は理解できまい。


　まあいい。


　今日のところは見み逃のがしてやろう。


　このレバニラは本当の本当にスペシャルだからな。せいぜい楽しんで味わって──


「……ほう？」


　と。


　いったん食事を始めるや、食べ終わるまで没ぼつ頭とうするのが常だった江藤が。


　がっついている手を不意に止めて。


「ほう、ほう。なるほどの、確かにこれは特別製じゃ。のう？　りゅうのすけよ」


「…………」


　表情は変わらなかった、とは思うが。


　正直これには驚おどろいた。


　この野や郎ろう、ちゃんと気づきやがったのか……入れるっつーほど入れてないというか、ちょっと混じったのをそのままにしといただけなのに？


　内心で戸と惑まどう俺をよそに、江藤は食事を再開して。


　レバニラを皿まで舐なめ尽つくして、きれいに平らげる。


「ふふ、堪たん能のうしたぞ。確かに美味であった」


「……そうかい。そりゃよかった」


「口では可愛くないことを申しておったが、きちんと反省はしておったようじゃの。良き哉かな、良き哉」


「うるせえな。んなこたいいから、メシ終わったなら片付けもちゃんとやれ。俺は絶対にお前を甘やかさねえ、やるべきことはやってもらうぜ？」


「しばし待て」


　と言って江藤は目を閉じる。


「ちと落ちつくだけの時間が必要じゃの。久方ぶりの刺し激げきゆえ、いくぶん身体からだに堪こたえる。しばし待つがよい」


「…………」


　──本来であれば。


『うるせえこの野郎、んなこと言ってサボる気だな。その腐くさった根性叩たたき直してやるからケツ出せコラ』


　とでも言って、問答無用の処置を取るところだけど。この時の俺は何も言わなかった。


　いや。言えなかった、という方が正しい。


　もちろん後になってからそれと気づいたことである。この時点における俺はまだ何も知らない──あるいは何かしら異変は察していたのかもしれないが、その異変を脳みそで理解するのはもう少し先のこと。


　くり返す。この時の俺はまだ、何も気づいていない。


「──さて。待たせたのう」


　十秒か二十秒か。


　その程度の時間を瞑めい目もくに費やしてから、江藤はニヤリと笑って。


「それでは始めるとしようかえ」


「始める？」


　片付けをか？　じゃあさっさと始めろよ──とでも返すべきところだ。本来であれば。


「……始めるって、何を？」


「決まっておろう。断罪じゃよ、貴様の」


　くくく、とカンに障る含ふくみ笑わらいを漏もらしながら。


　悠ゆう然ぜんと江藤は片かた膝ひざを立て、くつろいだ姿勢を取る。


　おいこら、みっともねえ格好すんじゃねえ。畳たたみの上に座る時は正座、それができなきゃせめて胡座あぐらにしろ──とでも叱しかるべきところだ。これまで通りなら。


　が、できない。


　本能がそれを許さない。


「いやはや、まったくもって散々にやってくれたのう」


　そんな俺をニヤニヤ眺ながめながら──さながら小ネズミを見下ろす虎とらのような目つきで俺を縫ぬいつけながら。江藤は言う。


「この妾わらわをして獣と同等に扱あつかうわ、小間使いのごとく雑用に使うわ。無礼千万も極まった挙句、躾しつけと称しようして尻しりまで打ちよう擲ちやくする始末。今こうして思い起こせば、怒いかりよりもむしろ笑いがこみ上げてきよるの。かつて覚えのない、新しん鮮せんな経験であったことには違ちがいないゆえ」


「……へえ。そうかい」


「ところでりゅうのすけよ。ちと見苦しい姿を晒さらすが、許せ」


「見苦しい姿？　って何が──」


　最後まで言い切ることはできなかった。


　なぜならこの野郎は、何やら喉のど元もとのあたりをさすったかと思うや。


　突とつ風ぷうにあおられたみたいに背中を反り返らせて。


「うぐえっ」


　吐はきやがったのである。


　さっきまでレバニラの大盛りが乗っかっていた皿の上に、それと同じだけの量のレバニラを。胃い袋ぶくろから思いっきり逆流させやがったのだ。


　比ひ喩ゆでもなんでもない。文字どおりの吐と瀉しや、嘔おう吐と。


　いきなりのことに俺はキョトンとする他なく、その間にも江藤は繰くり返かえしえずいて、胃の中身を残らず吐き出そうとしていて、


「……ふむ。ようやく少しはマシな気分になったわ」


　口元をぬぐいつつ、相変わらずのニヤニヤ顔で、


「いくつ齢よわいを重ねたとて、やはりどうにも受け付けんのう。こればかりは如何いかんともしがたいか」


「……おま。何やって……？」


「申したであろ？　人間の口にする糧を妾は受け付けぬと」


　にたあ、と。


　不気味に不ふ吉きつに。『そいつ』は笑う。


　笑った拍ひよう子しに覗のぞいた犬歯は、何かの冗じよう談だんみたいに長く鋭するどく。


　射い貫ぬくようにこちらを正視する両の瞳ひとみは炯けい々けいと、爛らん々らんと、赤く輝かがやいて。


「……つか、誰だれ？　お前」


「マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィス」


　俺の問いかけにそいつは迷いなく答える。


　誇ほこらしげに、高らかと。


「何なん人ぴとにも犯しがたい血族の名を受うけ継つぐ夜の王。永遠の闇やみを征ゆく、唯ゆい一いつ無二にして不ふ可か触しよくの存在──それが我が名の意味するところである。くく、ようやくまともに話ができるな？　りゅうのすけよ」





　　　　　　　＊





　──さて。ここで種明かしをしよう。


　種明かしというかまあ、俺がやらかした単なるミステイク──ただし決定的かつ致ち命めい的てきな──を披ひ露ろうするだけの話だが。


　マリーなんたら改め江藤がここに至って、赤い瞳と乱らん杭ぐい歯ばという吸きゆう血けつ鬼きのステレオタイプな象しよう徴ちようを取とり戻もどした理由は、極めてシンプルである。


　俺が血を与あたえたからだ。
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　より正確に言えば、この夕食の数十分前。


　俺は包丁で指を切った。


　もちろんわざとじゃない。朝から何だかんだとバタバタしていて──躾けってやつは、される方よりむしろする方が大変だというのが俺の持論だ──なおかつ新たな同居人の行く末に頭を痛めっぱなしだった俺は、率直に言って疲つかれていた。


　意識がぼんやりしていて、まぶたも重くて、あまつさえ生あくびまで交えながら、野菜を切ったり肉を切ったりしていたわけで。そんだけ悪条件が重なれば、プロ級の腕うで前まえを自負する俺だってミスのひとつやふたつはやらかす、ってもんである。


　問題はミスそのものじゃなくて、その後の処置だった。


　──と、ここで先だって提示した伏ふく線せんが生きてくる。


　俺の不手際で江藤のコンディションを管理しきれず、炎えん天てん下かのオーバーワークでぶっ倒たおれさせた、っていうアレ。


　江藤に対する、俺の少なからぬ負い目。


　つまりはこういうことである。


　けっこう深く指を切り、どくどく湧わき出る血流を口に含んで止めながら、『早く止まんねーかなーコレ』とか考えている俺の頭に。その時まったくもって唐とう突とつに、こんな思考がポッと湧いて出たのだ。


『これ、あいつにくれてやろうか』


　という思考が。


　ハッキリ言おう。気の迷いだ。


　肉野菜の載のったまな板に飛び散った血を、何もしなければそのまま洗って流すだけの血液を眺めながら。つい、そう思ってしまったのである。


　もちろん親おや父じの忠告は覚えていたし、信じてはいなくても守るつもりでいた。そうでなくても他人に自分の血を与えるなんてのは、生理的にぞっとしないし。


　反面、江藤の主張については、おおむね検討に値しない戯たわ言ごとだと判断していた。ただの中ちゆう二に病びよう電波女と決めつけるには不自然な点がいくつもあったけど、それでも江藤が『本物』であると信じるよりはよっぽど現実的だったはずだ。もちろん『ほんの一ひと滴しずく、指先にほんのちょっとでいいのじゃ』なんて主張も信じてはいなかった。


　だったらどうして血を与えた──と言われれば、まことにもってその通りである。反論のしようもない。まったくもって正論だ。冷静に考えれば誰だってそう結論するはずで――だからこそ、気の迷いとしか言いようがないわけで。


　まあ。


　言い訳はこのへんにしておこう。


　種明かし──というか反省、あるいは懺ざん悔げ──はここで終わり、自じ称しよう・吸血鬼が本物の吸血鬼に転じたシーンへ。ふたたび時間は巻き戻る。





　　　　　　　＊





「半死半生の妾を生かしてくれたことには礼を言う」


　相変わらず立たて膝ひざの体勢で、俺をニヤニヤ見ながら。


　江藤は珍めずらしく感謝の言葉を述べた。


「こうして血を与えてくれたことにもな。もっとも生き血フレツシユではなく火通しボイルドではあったがのう……とはいえこの際は贅ぜい沢たくを言うまいて。ほんのわずかであり、生き血でもなかったが、それでもかつての姿に近づくには十分じゃ」


「そうかい。そりゃよかったな」


　なるべくぶっきらぼうに答える俺だけど。言ってみればそれが精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうだった。


　本当は何も答えずに黙だまってるのが一番なんだろうが──たぶんまだしもその方が身の安全を確保できたはずだ──まだこの時の俺は半信半疑というか、必ずしも現実のそのままを受け入れてはいなかったのだ。


　お笑いキャラとしか言いようのない、せいぜいよく言ってもマスコットキャラでしかなかった金きん髪ぱつのチビガキが。


　見た目も声も、最前までと少しも変わらない江藤が。


　いま俺の目の前で、得体の知れない存在感を放って鎮ちん座ざしていることが。


　そんな事実、にわかに信じられるわけがない。


「しかしまあ、ここまで戻るのに随ずい分ぶんと掛かかったものじゃ」


　そんな俺の様子など気にも留めない様子で、江藤は続ける。


「妾をあそこまで普ふ通つうの人間に作つくり替かえるとは、さすがにやりおる。中身も外見もほとんど人間同然に変えて……しかも記き憶おくにまで干かん渉しようするとはのう。かかか、見事見事。さすがにやりおるわ、せんたろめは」


「仙せん太た郎ろう？」


　親父の名前が出てきたことで、いよいよ俺の逃にげ場ばはなくなってきた。


　逃げ場というのはつまり、今のこの状じよう況きようが夢であればどんなにいいかという、現実逃とう避ひのことを指すわけだが、


「お前。親父のこと知ってんのか」


「むろん知っておる。いかに記憶をいじくろうと、知っていることを知らぬことにはできぬからの。ましてあやつの事とあればなおさらよ」


　と言って吸血鬼は目を細める。


　むろん友好を示すそれではない。むしろその真逆の剣けん呑のんな視線が、前にも増して遠えん慮りよなく俺を抉えぐってくる。


「で？　せんたろは貴様の父親なのか？　りゅうのすけよ」


「ああ」


「ふむ。確かによく似ておる。世の中の全てに喧けん嘩かを売るような、鼻っ柱の強い面構えなぞはそっくりじゃな。それに加えてせんたろめとは別の面おも影かげ──ああそうか、そうであるか。いや、当然ながらそういうことになるであろうな」


　吸血鬼はさらに一段と目を細めて、


「貴様はせんたろの息むす子こであり、あの女の息子でもある、というわけか」


「あの女？」


　って母さんのことか？


　こいつ母さんのことも知って、


「────!?」


　次の瞬しゆん間かん。


　俺は吹ふき飛とんだ。


　台風が吹き荒あれる日、いきなりドアを開けた時みたいな──いや、その何倍何十倍もの衝しよう撃げきにぶち当たって。文字どおり宙に浮うき、弾だん丸がんみたいな速度で空中遊泳を強しいられて。


　ずがん、ずどん。


　障子をぶち抜き、次の間の襖ふすまにも大穴を開けて──最後は押し入れに収納してあった布団に受け止められて、コンマ数秒の強制飛行はようやく終わる。


（な──）


　打ち所には恵めぐまれた、と言うべきではあるが。


　トラックにでも跳はねられたかと思った。


　柔やわらかいものにしか衝しよう突とつしてないというのに、目はチカチカするわ、肺が止まって呼吸ができないわ。柱にでもぶつかっていたらたぶん一発アウトだったろう。


「おっと。これは失態じゃ」


　一方で金髪のクソガキは。


　待ち合わせに遅ち刻こくしたことを謝る時以下の、つまりは反省の色など皆かい無むな調子で『くかか』と笑って──それでいて素人目にもハッキリわかる殺気立った目で、


「つい力を抑おさえきれなんだわ。あの女のことを考えるとどうにものう……いや、失態失態。りゅうのすけよ、まさか死んではおらぬよな？　うむ、生きておるな。よしよし良い子じゃ、まだ死なれては困るでのう」


「…………っ」


　まあ。


　もうずいぶん前から明らかではあったけど。


　いよいよ現実逃避の道が閉ざされてきたっぽい。


　もはや認めるしかなさそうだ。『ほんの一ひと滴しずく、指先にほんのちょっとでいいのじゃ』という言葉がまったくの事実であったことを。


　高貴な夜の血族を自称する吸血鬼が、単なる痛い電波野や郎ろうではなかったことを。


「いやはや、しかし弱ったのう」


　呆ぼう然ぜんとする俺をよそに、吸血鬼は牙きばを剝むき出だしにして笑いつつ、


「こう見えて妾わらわは貴様に感謝しておるゆえ、なるべくなら貴様を生かしておけるように取りはからってやりたいのじゃが。妾に対する無礼千万のみならず、あの女の血を引く人間とあってはのう、これは生かしておく理由を探すほうが難しいのう。はてさてどうしたものかのう」


「…………」


　くそったれ。


　なんかヤバくねえか？　これ。


　現実逃避だと分かってても、夢であってくれと願うしかない。


　あのクソガキがホントのマジモンだって？　笑えない冗じよう談だんだ。


　ちりめん問屋のご隠いん居きよだと信じていた爺じいさんが、実は先の副将軍であらせられた──という事実を明かされたモブ役の心境に、少しは近いかも知れない。


　問題はあれだな。その場合のモブ役に待っているのはハッピーエンドだが、俺の場合はバッドエンド以外なにも見えないってこった。


　どうする？


　どうすりゃいい？


「…………変わりすぎだろお前」


　どうするもこうするもない。


　そりゃ少しばかりはケンカ慣れしてるけど。


　んなもん本物相手じゃ役に立つはずもなし。


「見た目いっしょなのに中身だけ変わりやがって。二重人格かお前は。つうか本当の本当に本物なら、ちゃんとそう言っとけよ親父の野郎……おかげでとんでもねえことになっちまったじゃねえか」


　そもそも恥はずかしながら白状するが、とっくに足あし腰こしが立たなくなってるのである。


　たぶん、江藤の野郎が『化けた』瞬間からずっと。


　いわゆる腰こしが抜ぬけた、ってやつだ。いや、ほんとにシャレにならないんだって、本物になってからのこいつの威い圧あつ感かんは。『視線で殺す』というたとえがあるけど、たぶんこいつは本当にそれができるんじゃないか。


「つかお前、親父と母さんの知り合いなんだな？　どこで知り合った？　何年前？　さっきの口ぶりだとあれだよな、俺のことは知らなかったみてーだし。ざっと二十年とかそのくらいか？」


　だったら俺の取れる道はふたつに限られる。


　時じ間かん稼かせぎと命いのち乞ごい。この二択たくしかない。


「でもって何やらかしたんだよお前？　蔵に封ふう印いんなんかされて、弱っちいガキに変えられてさ。親父と母さんと何があった？　つーかよ、そもそもお前はどこから来たどちら様なんだ？　記憶が戻もどったってんならそのへんも全部──」


「りゅうのすけよ。歯の根が合っておらぬぞえ？」


　がしかし。


　余よ裕ゆうで見み抜ぬかれていた。


「より効率よく時間を稼かせぎたいのであれば、せめて示すがよい。貴様が妾と対等に口を利ける存在であり、妾が耳を傾かたむけるに値する言葉を持っていることを。まあもっとも、小便を漏もらしかねんほどに震ふるえておってはそれもままならぬか」


「…………っ」


「とはいえ命いのち乞ごいせなんだのは天あつ晴ぱれよ。無様に平身低頭して妾の足を舐なめたところで己の運命は変わらぬと、きちんと理解しておるのじゃな？　よいよい、妾は賢かしこい生き物が嫌きらいではない」


　じめじめした沼ぬま地ちでうごめく蛭ひるみたいな、ねちっこいニヤニヤ笑いで。


　吸きゆう血けつ鬼きは獲え物ものと見定めた俺をいたぶってくる。


　この野郎。俺が時間稼ぎに出るのを承知の上で、やりたいようにやらせてたってか？


　その上で俺の醜しゆう態たいを眺ながめて楽しんでいたと？


　くそ。手のひらの上ってやつか。完全に踊おどらされてる。


「さて、そろそろ戯たわむれにも飽あいたな」


　と言って。


　人差し指を俺に向けて、くいっ、くいっ、と。


「沙さ汰たを申もうし渡わたす。近ちこう」


「────っ!?」


　次の瞬間、俺はまた飛んだ。


　布団に埋うもれていた身体からだが宙に浮き、再びの空中飛行──ただし今度は逆方向へ。


　けた違ちがいに強力な磁石にでも引っ張られたみたいだった。


　抵てい抗こう？　できるわけねえ。


　さっきとは逆の『く』の字型になってぶっ飛び、片ひざ立てている吸血鬼の足下に顔面から着地。畳たたみの青くさい臭においを強制的に嗅かがされる。


「貴様の無礼と不敬は正視に耐たえがたく、下等な愚ぐ民みんの愚ぐ行こうであることを差し引いても酌しやく量りようの余地はない」


　俺の襟えり首くびをつかんで引きずり上げ、


「本来であれば『殺してほしい』と懇こん願がんするまで拷ごう問もんにかけ、気が狂くるうまで恐きよう怖ふと後こう悔かいを与あたえた上で、糞ふん尿にようにまみれた無様な死をくれてやるところじゃが」


　かぱぁ、と大口を開けて、
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「見てのとおり妾の力はいまだ昔せき日じつの栄光から遠い。さすがにあれっぽっちの血では元に戻らぬでな。ゆえに貴様には妾の糧かてとなる栄えい誉よをやろう。殺してしまっては生き血が啜すすれぬゆえ……いやはや、貴様は本当に運が良い」


　ほんとに鉄でも嚙かみ裂さけそうなくらい鋭するどい牙を見せつけながら、


「というわけで、貴様を吸い殺して進ぜる。ありがたさにむせび泣いて死ね」


　俺に死し刑けい判決を下した。


　ヘビに睨にらまれたカエルの気持ちがよくわかる。


　そりゃカエルも身動きできねえよ、こんな圧あつ倒とう的てきな捕ほ食しよく者を前にしちゃ。


　加えておそらくこの吸血鬼は、なんかよくわからん力で俺の身体と心を縛しばっているらしく。全身全ぜん霊れいを振ふり絞しぼって逃にげだそうとしても、指一本うごいてくれない。


　じらすように、いたぶるように。


　吸血鬼がその牙を、ゆっくりと俺の首筋に近づけてくる。


　絶体絶命。


　──と覚かく悟ごした、その時。


　真っ白に染まった。


　目の前の光景がすべて。まばゆい白一色に。


　端たん的てきに言えば、いわゆるホワイトアウトってやつなんだろうけど。ここは猛もう吹雪ふぶきの雪原じゃないし、俺はポンコツのＣＲＴモニターでもない。


　しかもその白は、友好的な色でもなければ平和的な色でもなかったらしく。


　目に見えるものすべてが白に変わったその瞬間。『ヒュボォッ！』という、火か炎えん放射器のスイッチでも入れたみたいな、ひどく暴力的で不ふ吉きつな音がして。


　そして次に視力が戻ってきた時には。


　吸血鬼の上半身が消えていた。


　下半身だけを残して──ちょうど俺の首筋に牙を立てようとして前のめりになった体勢の、腰から下を残して。


「…………!?」


　何が何だか分からない。


　きょとんとするしかない。


　何が起こった？


　江藤は──というか江藤の上半身は。どこへ消えた？


　様々な疑問が頭の中でぐるぐる渦うず巻まいて、残された下半身はそうしてる間にも急速に色を失い、ひび割れ、焼き加減をしくじったビスケットみたいにボロボロ崩くずれていって。


　やがて塵ちりの固まりとなって畳の上に崩れ落ちた。


　さらにその塵すらも、まるで水が蒸発するみたいに体積を減らし、ほどなくして跡あと形かたもなく消え失うせる。


「な……ど、どうなってんだ？」


　何なんだマジで。


　誰だれか説明してくれ。


　何が起きた？　この状じよう況きようをどう判断すればいい？


「……ん？」


　そこでようやく気づく違い和わ感かん。


　何だろう。何かが足りない気がする。


　靴くつ下したを左右逆に履はいてるみたいな、ガマンできない程ではないけど何となく据すわりの悪い、そんな感覚。


「あ」


　懐ふところを探って原因を発見。


　親おや父じから渡され、物心つく前から身につけていた、剛ごう蓮れん寺じ謹きん製せいのうさんくさいお守りが。


　紐ひもの部分を残し、綺き麗れいに消え去って──


　


【あ～あ～♪　河童かつぱの川流れのよ～おに～♪】


　


　そこで俺の携けい帯たいが着信を鳴らした。


　美空ビバリーヒルズの代表曲に促うながされ、半ば無意識のうちに携帯を取り出して、


「……もしもし？」


『よう。生きてやがったかバカ息むす子こ』


　我がクソ親父様であった。


　いや、そりゃまあ。この着信が鳴るってことはあいつからの電話なんだろうけど、


「……おいクソ親父。てめえにいくつか訊ききたいことがある」


『そりゃこっちのセリフだドラ息子。せっかく親父様が用意したとっておきをあっさり使いやがって。高たけえんだぞそれ』


　スピーカーからは親父の声といっしょに、小さな金属同士がぶつかりあう音が聞こえてくる。それと大勢の人間の怒ど号ごうや歓かん声せいも。


『しかもせっかくスロットが大当たりしてる時にまあ、めんどくせえことやらかしてくれやがって。ほんとおめえは親不孝な野や郎ろうだな』


「てめえ、またどっかのカジノで遊び呆ほうけてやがんのか……いや、そんなことはどうでもいい。それよりあのガキ──」


『本物だよあのガキは。本当にマジモンの吸血鬼。おめえにつけさせといたお守りもマジモン。もちろんこの俺様もマジモンだ。理解したか？』


「…………」


　そりゃ理解するさ。


　理解せざるを得ないだろ？　目の前であれだけのもんを見せつけられたんだ。


　……つうか。


　親父の野郎、まるでそれを待っていた、あるいは狙ねらっていた、みたいな口ぶりじゃねえか？　俺の気のせい？


『いやはや、しかしまあ。どうしたもんかねこりゃ』


　まるでこちらの状況をすべて見通しているみたいに。


　俺が何も話さないうちから何もかも承知しているみたいに、親父は言う。


『あのまま放っておけば一件落着だったかもしれねえのによ。ほんとおめえは面めん倒どうなことしてくれたぜ』


「……どういうこった？」


『まあ細かいこと話してもどうせ分かんねえだろうし、面倒くせえから話す気もねえけどよ。要するに俺様はな、あのガキの〝毒どく〟をどうにか消せねえかと思ってよ。それでまあいろんな術を掛かけた上で、蔵の地下にぶち込んでおいたわけだ。でもって天才な俺様の目論見はどうやら成功して、厄やつ介かいな吸血鬼を単なるアホガキに無毒化することができたっぽいんだけどよ。竜りゆう之の介すけ、おめえあのガキに血ィ飲ませただろ』


「……いや、そりゃ確かにそうなんだけど。でもほんのちょっとだぜ？」


『ちょっとってどのくらいよ？』


　訊かれて俺は、夕食の前後に起きた出来事をざっと説明する。


『へえ？　そりゃホントにほんのちょっとだな』


　すると親父は珍めずらしく驚おどろいた声で、


『ちと想定外の事態だ。面白え、これはちょっと覚えておくかな』


「なんだよ。どういうこった？」


『ま、ガキはまだ知らなくてもいいことだ』


「んだとてめえ。俺をこんなデタラメなことに巻き込んでおいて、どのツラでそんなセリフ吐はいてやがる」


『原因の大元が俺様にあるのは確かだ。それは認める。でもな竜之介、この件を引き受けたのはお前だったよな？　一度引き受けたことは責任持ってやる、それがお前のささやかなプライドじゃなかったか？　ん？』


　亀かめの甲こうより年の功ってやつか。


　きっちり俺の痛いところを突ついてきやがる。


「……つうかよ、その吸きゆう血けつ鬼きはたった今、俺の目の前で消し飛んじまったよ。こうなったら責任も何もあったもんじゃ──」


『不死身の吸血鬼がそんなもんでくたばるかよ。それなら俺様も苦労はしねえ……どこかその辺にまた生えてきてるんじゃねえか？』


「生えてきてるっておま、そんなキノコか何かみたいに」


　とそこで俺のセリフは止まる。


　その辺どころじゃなかった。


　ついさっきまであいつが居た、圧倒的優位に立った上で俺の首筋に牙きばを突き立たてようとしていた、まさにその場所に。


　気づけば金きん髪ぱつの吸血鬼が横たわって、すぴすぴ鼻を鳴らしながら平和に眠りこけていやがったのである。


「うわお……」


　すげえ。さすがはバケモン。


　引ひき田た天てん功こうもびっくりの大イリュージョンだ。


『たぶん毒は消えてる』


　と親父。


『でもって元に戻もどってるはずだ。蔵から這はい出たばかりのヘナっちょろい、頭も悪くて記き憶おくもいまいちハッキリしない、小生意気な金髪のガキに。いくらケタ違ちがいのバケモンでも、一から蘇そ生せいし直すにはかなりのコストが掛かかるからな……ヤバい吸血鬼のあいつはどこか裏っかわに引っ込んで、しばらくは出てこねえだろう』


　そう言って深々とため息をつき、


『いやはや。しかしそれにしても困った困った。せっかくこの俺様が苦労して、十何年もかけて、あいつを毒にも薬にもならねえガキに作つくり替かえたのに。それをバカ息子のバカっぷりのおかげで台無しにされちまった。いやはや、どうしたもんかねこりゃ』


「…………」


　俺は黙だまり込む。


　甘んじて皮肉を受け入れるため、ではない。


　親父の言葉の端はし々ばしに、なにやら妙みような臭においを嗅かぎつけたからである。


　俺が何かミスれば鬼おにの首を取ったような顔で、いかにもうれしそうにねちっこく突いてくる──それがあのクソ親父の常だったはずだ。


　なのに今はむしろ、声がやたら弾はずんでいるような──スロットで大当たりしたからとか？　いや、そんな感じじゃないなこれは。


「クソ親父」


『なんだ能なし息子』


「なに考えてる？　つーかさっきからあんま怒おこってねえよな？　長年にわたる計画をぶち壊こわしにされた、って言ってる割にはよ」


『そりゃそうだ。もう俺の手からは離はなれたも同然だからな、この件は』


「あん？　どういうこった？」


『竜之介。お前責任とれや』


「は？」


　意味不明状態の俺には構わず、


『放っておけばそのうちくたばる予定だったんだよ、あのガキは。毒の抜ぬけた、おおむね無害な人間としてな。それをお前がミスって活性化させちまったわけだ』


「…………」


『いったん活性化したからには、いずれまたあいつは先祖返りする。吸血鬼状態のあいつがどのくらいヤバいか、お前はもう知ってるはずだな？』


　ああ知ってるさ。嫌いやと言うほどな。


　でもってあんなおっそろしい目に遭あうのは二度とごめんだ。いま思い出したって小便ちびりそうになるくらいなんだから。


『考えられる処置はいくつかある。ひとつはもう一度封ふう印いんし直すことだ。だがぶっちゃけ俺様は面倒くさい。加えてあのガキはまた十何年だかそのくらいの間、真っ暗な蔵の中でひとりぼっち、ってことになるわな。確かにやばい吸血鬼には違いねえが、それはそれでちと可哀かわい想そうだとは思わねえか？』


「まあ……そうかもな」


『ふたつ目の方法は、いっそのこと後あと腐くされなく殺しちまうことだ。でもよ、それにしたって面倒くせえ話じゃねえか。まあ真っ暗な蔵の中にひとりぼっち、よりはいくぶんマシかも知れんけどよ』


「いや、殺されたら元も子もねえだろ……つか殺すとか言うなよ。物ぶつ騒そうだろ」


　それにあいつ、バケモノには違いないけど生きてるわけだし。……いや、吸血鬼を『生きてる』って表現していいのかどうか分からんけど。


　とにかくあれだ、行き場のない動物やらケガした動物やらを、あちこちで拾っては面倒みてる俺としては、だ。さすがにその処置は頂けない。


　別に博愛主義者を気取るつもりはないが……努力で救える命があるなら、やっぱり何とかしてやりたくなる。それが人情ってもんじゃないのかね？


『じゃあ残る手段はひとつだ。なんとか手なずけて、飼い慣らす。それしかねえ。よかったじゃねえか竜之介、お前の得意技が役に立つ時がきたぜ？』


「…………」


『それすら嫌だってんなら──まあ仕方ねえ、俺がドジ息子の尻しりぬぐいをしてやるよ。面倒くせえけど』


　携帯の向こうから鼻で笑うような音。


　性悪親おや父じが、息子の選せん択たく肢しをひとつずつ潰つぶしていく音──に、俺には聞こえる。


　ああくそ。


　こりゃどうも、こっちが折れるしかないらしいな。たとえ親父の手のひらで踊おどらされていると承知していても。


「……分かった、分かったよ。俺が責任取って面倒みる。何とかするよ」


『おう、そうかそうか。そりゃめでたい』


「そのかわりサポートだけはよろしく頼たのむぜ？　動物の飼い方は調べれば何とかなるけど、吸血鬼はそうもいかんだろうし」


『その点は引き受けた。まあひとり息子の新たな門出だからな、餞せん別べつは惜おしみなく出してやる。心配すんな』


　…………やれやれ。


　なんともひでえ話になっちまったもんだ。


　まあなし崩くずし的にあのガキを任された時から、薄うす々うすこうなるんじゃないかとは思ってたけどさ。


　そもそもこっちとしては、


【別に大それた考えがあって、チビガキの面倒みようってわけじゃない。何か知らんけど、たまたまあのガキと俺の人生が交わる瞬しゆん間かんがあって、たまたまあいつに行き場がないらしくて、たまたま俺には多少の余よ裕ゆうがあった。あいつの面倒を見ようってのは、ほんとそれだけの理由でしかないのだ】


　──って、その程度のつもりだったんだけどな。いやはや……。


『ああそうだ。燿よう子こにはまだ言うんじゃねえぞ？』


　こっちの気も知らず、機き嫌げんよさげに親父。


『こういうことはタイミング計って話さねえと、命取りになりかねんからな。あ、それと美み園そのちゃんにも黙っとけ』


「美園にも？」


　母さんはともかく、美園にもか。


　あのガキの面めん倒どうを見ることは半ば既き成せい事じ実じつになってるし、美園もその点はおおむね納得してるわけで。今さら隠かくすこともなさそうなんだけど。


『なんせ相手が吸血鬼だからな。いろんな方面にいろんな根回ししなくちゃいけねえんだよ。せっかく結納も婚こん約やく指輪も必要ねえってのに、なんだかんだで面倒なことは山ほどありやがる。世の中ままならねえもんだ』


「はあ。そのへんはまあ、俺にはよく分からんけど」


　……。


　…………。


　……………………。


「おいクソ親父」


『なんだボケ息むす子こ』


「今なんつった？」


『なんつった、って何がだ？　いろいろしゃべったからわかんねえ。人様に質問する時はもっと意図を明確にだな』


「こういう時だけ親父ヅラして説教すんじゃねえよ。結納？　婚約指輪？　てめえ何の話してやがる。俺はあのガキの面倒をみる、としか言ってねえぞ」


『おいおい竜之介、おまえ言ったじゃねえか〝責任取る〟って。この国で男が女に対して責任取るつったら、その意味はひとつっきゃねえだろ』


　がっはっはとお下品に笑いつつ。


　我が敬愛すべきクソ親父様は、さもそれが宇宙の真理であるかのごとく。


　あたかもとっくに既き定てい路線となっていることを確認するみたいな口調で。


　こう言ったのだった。


『あのガキ──マリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスだけどよ。あいつ、今日からお前の嫁よめな？』





　　　　　　　＊





　──さて。


　話の展開が妙な方向に進み始めたところではあるが。今回のエピソードはこれにて終しゆう了りようである。


　


　語るべきこと、語らねばならぬことがまだまだ多く残されているのは、むろん重々に承知している。


　たとえば剛蓮寺の由来とか。


　親父、母さん、江藤の三人にまつわる因いん縁ねんの話とか。


　俺、美園、江藤の三人が織りなす、妙ちきりんな関係とか。


　そして何より、笑っちまうほどヤバい吸きゆう血けつ鬼きであるマリー＝フランソワーズ＝ヴィクトール・ド・エトー・フィスが、いかなる経けい緯いでもって、どこに出しても恥はずかしい、見事なヒキオタニートになっていったか、とか。


　いろいろ、たくさんある。


　が、それはまたおいおい語っていくとしよう。


　まだ物語は始まったばかりであり、吸血鬼と俺の夏休みもまた、始まったばかりである。


　おそらく俺にとって人生でいちばん長いものになるであろう、この年の夏休みの物語は今後、焦あせらず逸はやらず、ゆっくりじっくり綴つづっていくとしよう──という所信表明をしたところで、今回の締しめの言葉とさせていただく。


　


　それではご縁えんがあれば、また。






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。新シリーズ『ニート吸きゆう血けつ鬼き、江え藤とうさん』の一巻をお届けいたします。


　当シリーズは、動物好きの主人公と金きん髪ぱつロリ吸血鬼との交流を描いたハートウォーミングストーリーです。基本的にはオーソドックスなラブコメなので、幅はば広ひろいニーズにお応こたえできると思いますが、『ババアしゃべりの金髪ロリ』『無表情なサド幼なじみ』『お尻しりペンペン』『パンツはいてない』などのキーワードに反応する方々に特にお勧すすめします。それらのキーワードに興きよう味みのない方々に対しては、『何でもいいからとにかく買って！』となりふり構わずお勧めします。





　　　　　　　＊





　でもってこの場をお借りして宣伝を。


　今回『ニート吸血鬼～』シリーズを始めるに当たり、一風変わったフェアを開催してもらうことになりました。


　名付けて『ニート吸血鬼だけど、愛さえあれば関係ないよねっ』キャンペーン！


　本作『ニート吸血鬼～』と、ＭＦ文庫Ｊより発売中の『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』の両シリーズがタッグを組んだ、レーベル間をまたぐ越えつ境きようコラボです。


　このコラボの何がすごいって、何と富士見書房の本に、他レーベルから出ている本の広告が載のっているという！


　詳しくは調べていないので正確なことは言えませんが、おそらくこれはライトノベル業界初の試こころみではないでしょうか？


　ちなみにＭＦ文庫Ｊから発売中の『お兄ちゃんだけど～』には、『ニート吸血鬼～』の広告が載っています。是ぜ非ひそちらも一度お手に取っていただき、その違和感を──もとい、その何とも言えないエキゾチックな情じよう緒ちよを楽しんで頂いただければと思います。





　もちろん今回のフェアの見所はそれだけじゃありません。


　コラボ小説を書きます。


『お兄ちゃん～』のキャラと『ニート吸血鬼～』のキャラがクロスオーバーする書き下ろしの短編で、こちらが今回のフェアの特典として読めるようになります（くわしくは本のオビor富士見書房のサイトを見てね！）。


　せっかくふたつのシリーズがタッグを組むんだから、それぞれのシリーズの登場人物の絡からみが見れるストーリーにしたいよね、ということで、いろいろ頭を悩ませながら書きました。ぜひ一度目を通して頂ければ幸いです。





　　　　　　　＊





　最後になりましたが、担当編集のＨさん、イラスト担当の空くう中ちゆう幼よう彩さいさんを初め、多くのスタッフの方々に支えられてこの本をお届けすることができました。この場を借りて御礼申し上げます。


　わけても今回のフェアに携たずさわって頂いた方々には最大級の感謝を。様々な調整にご尽じん力りよく頂き、本当にありがとうございました。またこのような機会があれば是非、ご協力いただければと思います。


　


　ちなみに『ニート吸血鬼～』の二巻は、夏ごろにお届けできそうです。


　それではまた、その際にお目にかかれることを祈りつつ。




著者


鈴木大輔


●すずきだいすけ








ニート吸きゆう血けつ鬼き、江え藤とうさん１





鈴すず木き大だい輔すけ






[image: ]


平成23年4月25日　発行


発行者　山下直久


発行所　株式会社富士見書房


〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14


http://www.fujimishobo.co.jp/


(C)2011 Daisuke Suzuki, Kuuchuuyousai/Fujimishobo




[image: ]

OEBPS/images/P197.jpg





OEBPS/images/P139.jpg





OEBPS/images/K001.jpg





OEBPS/images/P249.jpg





OEBPS/images/COVER.jpg





OEBPS/images/LOGO.png





OEBPS/images/P077.jpg





OEBPS/images/K003.jpg





OEBPS/images/P115.jpg





OEBPS/images/P161.jpg





OEBPS/images/P053.jpg





OEBPS/images/K002_1_zzz.jpg
LQUOKENISH°
RS Hute”
DRI

BRI N—<—

BAJ”USOL 6 DYV

1IN LSERAmEl R

L=y ]

v B DN —

2
Qop :

BN ER IS D — g
HEUIHATR YA oo ;
HATR T AQIMERNI 4D eeee





OEBPS/images/P023.jpg





OEBPS/images/P237.jpg





OEBPS/images/P209.jpg





OEBPS/images/BOOKWALKER.png
AT

BOOKYWALKER





